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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　期末試験も終わり、夏休みを目前に控ひかえた高校三年のある日のことだった。

　教師に頼たのまれ、本の返へん却きやくにやってきた図書室には誰だれの姿もなかった。

　返却カウンターに図書委員もおらず、備えつけられた返却ボックスに本を入れておくようにと書かれたプレートがおかれているだけ。数日前までの張り詰つめた空気がまるで噓うそだったかのような静けさだ。

　きっと、いま頃ごろは皆みな、羽はねを伸のばしているのだろう。点数がつけられた答案用紙が返ってくるまでの数日くらい、何も考えずに遊びたいと思うのが人情というものだ。

　自分以外にこんな時間まで校内に残っている生徒は、練習の厳しい運動部の部員だけではないだろうか。

（俺もさっさと帰るか……）

　生徒会の引き継つぎの準備のために試験のあとも残っていたのだが、そのせいで教師から雑務を頼まれてしまったのだ。

　このままのんびりとしていたら、また何か押しつけられかねない。帰ろうとしたそのとき、自習室のドアの窓からカーテンが風になびいているのが見えた。

「誰だよ、窓を開けっ放しにしていったのは」

　最後に使ったやつが後片づけをしていくべきだろう、と独りごちながら自習室へと足を踏ふみ入れた。

「……っ」

　物音一つしていなかったため、誰もいないと思っていた自習室で机に突つっ伏ぷして眠ねむっている生徒が一人いた。そのよく見知った横顔にドキリと大きく胸が弾はずむ。

（何で、こんなところに───）

　二つ下の後こう輩はいである彼の所属している陸上部は、今日も放課後練習をしているはずだ。こんなところでサボっているのがバレたら、ただではすまないだろう。

　といっても、試験明けの自習室に足を向ける生徒はまずいない。自分が密告でもしない限り、誰かに見つかる可能性はないに等しい。

　咄とつ嗟さに引き返そうかと思ったけれど、こんなに近くで彼を見られる機会はもうないだろうと思い直し、起こさないよう息を詰めて忍しのび足で近寄った。

　彼はよく眠っていて、規則正しい寝ね息いきを立てていた。陽ひに焼けた顔は精せい悍かんで鋭するどいけれど、眠っていると年相応にあどけない。

　自習室は期末試験前しか空調をつけてもらえないため、窓を開けて風を入れていたのだろう。

（試験勉強で寝不足だったのかな…？）

　いつもは遠くから走る姿を見つめるばかりで、話す機会などほとんどない。所属している部活動も違ちがうし、彼は委員会にも入っていないからだ。

　彼を好きになったきっかけはよく覚えていない。気がついたときには、何故なぜか目が離はなせなくなっていた。

　最初に顔を合わせたのは、入学式のときだ。

　生徒会の一人として新入生に胸章をつける役目を担になっていたのだが、彼は一年にしてはずいぶんと背が高く、無ぶ愛あい想そうなところが印象的だった。

　次に意識したのは、生徒会室の窓から見えるグラウンドを走っている姿だ。誰よりも走るフォームが綺き麗れいで、誰よりも速かった。

　まるで風みたいだ───そう思った瞬しゆん間かんに、恋こいに落ちたのかもしれない。

　誰よりも速いタイムを叩たたき出す彼は、案の定上級生たちに目をつけられていた。あからさまなイジメはないようだが、些さ細さいなことで厳しく注意を受けたり、一人キツい練習メニューを強しいられたりと、理り不ふ尽じんな仕打ちを受けている様子だった。

　それでも落ち込む様子はなく、ひょうひょうと与あたえられたメニューをこなし、理不尽な命令には反論さえしている。そんなところが生意気だと目をつけられる要因になっているのだろうが、マイペースを貫つらぬくその姿に憧あこがれた。

　憧れや好感を抱いだいたことはあったけれど、その人のことを考えて、こんなにも胸が苦しくなるのは生まれて初めてのことだった。

　いま、こうして寝ね顔がおを見つめているだけでも、うるさいくらいに鼓こ動どうが激しく高鳴っている。

　だけど、この気持ちは絶対に口にすることはできない。

　いくら男子校で生徒同士の恋れん愛あいがないわけではないとしても、いきなり接点もない上級生から告白されたら迷めい惑わくするに決まっている。

　彼を困らせるくらいなら、この想おもいはずっと秘ひめたままにしておいたほうがいい。でも、一度くらい話をしてみたい。彼の瞳ひとみに映ってみたい。

　そんな矛む盾じゆんした気持ちを抱きながら、薄うすく開かれた唇くちびるを見つめ続けた。

　下の名前は何というんだっただろうか。そうだ、司つかさだ。『司つかさどる』とかいて『つかさ』。誰にも諂へつらうことのない彼によく似合っている。

「……司」

　実際に口にしてみたら、一気に心しん拍ぱく数すうが上がった。

　そういえば、近くの女子高生がここの生徒に告白するのを見たことがある。

『一度だけキスしてくれたら諦あきらめます！』

　その生徒は周りに囃はやし立てられながらも断っていたけれど、あの女子高生の気持ちはいまならわかる気がする。

　一つだけでもいいから思い出が欲しい。そんな想いから、あんな無む茶ちやな要求をしたのだろう。

「…………」

　もう二度とこんな近くで顔を見ることなどできないだろう。そう思ったら、寝息を立てる唇にふらふらと引き寄せられた。

（一度だけ、だから……）

　目を覚ましませんようにと祈いのりながら、目ま蓋ぶたを下ろす。そして、あと数ミリの距きよ離りまで迫せまった彼の頰ほおに唇を押しつけた。

「ん……？」

「……ッ!?」

　身み動じろぐ気配に心臓が跳はね上がる。一気に冷静さを取り戻もどし、大だい胆たんかつ不ふ埒らちなことをしてしまった自分の口元を手で押さえた。　>>>♥

（ね、寝込みを襲おそうなんて、俺は何を考えてるんだ！）

　羞しゆう恥ちと後ろめたさに乱れる鼓動が、彼を起こしてしまうのではないかと不安になるほど激しく鳴り響ひびく。他ほかに誰もいないことはわかっているはずなのに、いまのを見られていなかっただろうかと無意味に周囲を見回してしまう。

　まだ寝入っている彼の姿にほっとしつつ、自習室の出入り口までじりじりと後あと退ずさると、脱だつ兎とのごとくその場から逃にげ出した。










「ん……？」

　脇わき目めもふらずに校舎の中を走っていたはずなのに、何故か辺りは真っ暗だ。不思議に思いかけ、いまのが夢だったことに気がついた。

　疲つかれが溜たまっていたこともあって、タクシーの揺ゆれに思わず眠ってしまっていたらしい。目を覚ました四しの宮みや和かず希きは、鮮せん明めいに残る夢の記き憶おくに小さくため息をついた。

　あれは高校三年の夏のことだ。八年も経たっているというのに、未いまだにあの頃ころのことを夢に見て、胸を痛ませているなんて我ながら未練がましい。

　久々にあんな昔の夢を見てしまったのは、どう考えてもいま隣となりで酔よい潰つぶれて眠っている男のせいだ。

（いまさら再会することになるなんてな……）

　今夜は支社から異動してきた社員、東海林しようじ司の歓かん迎げい会かいだった。この東海林が、他ならぬ四宮の高校のときの片想いの相手だ。

『産休に入った小こ池いけの代わりにウチに配属になった東海林くんだ。企き画かく部待望の新人なんだから、みんなイジメたりするんじゃないぞ』

　冗じよう談だんめかした部長の言葉に誰だれもが笑っていたけれど、四宮だけは予期せぬ再会に青ざめていた。その上、同じチームにはなりませんようにと祈っていたにも拘かかわらず、こともあろうに部長から彼の教育係を命じられてしまったのだ。

　できることなら辞退したかったけれど、勤め人として上司の命令に個人的な理由で逆らうわけにはいかない。

　戦せん々せん恐きよう々きようとしていた四宮にとって、東海林が自分のことを覚えていない様子なのが唯ゆい一いつの救いだった。

『はじめまして。企画の仕事は初めてですので不慣れなことも多いかと思いますが、よろしくお願いします』

　高校のときと同じような無愛想な顔で差し出された手を握にぎり返すときは、本当に緊きん張ちようした。触ふれた部分から鼓動が伝わってしまうのではないかと不安でたまらなかったけれど、東海林に気にした様子はなく、ほっとした。

　そして、いま彼と二人でタクシーに乗っているのは、教育係なんだからと上司に酔い潰されてしまった東海林をタクシーチケットごと押しつけられたからだ。

　顔色一つ変えず、勧すすめられるがままに飲んでいるから、きっと酒に強いのだろうと思っていたのだが、実際は顔に酔いが出ないだけだったらしい。

　強ごう引いんにタクシーに乗せられたものの、東海林の家がどこかわからない。そのため、四宮はやむなく東海林を自宅へ連れて帰ることにした。

（一晩の辛しん抱ぼうだ）

　しょせん、相手は酔っぱらいだ。朝まで眠ねむっているだけだろうから、会話に困ることはない。そう云いい聞かせているうちに日中の気き疲づかれもあって自分も眠ってしまっていた。

　気がつくと、窓の外の景色が見慣れた街並みに変わっている。その先の角を曲がれば自宅として借りているマンションの前だ。

「お客さん、このへんでいいですかね？」

「そこのマンションの前でお願いします」

　目印として伝えておいたコンビニの前でスピードを落として訊たずねてきた運転手に指示を出し、上司から渡わたされたタクシーチケットを差し出した。

「手伝いましょうか？」

「あ、いえ、一人で大だい丈じよう夫ぶです。ありがとうございました」

　正体をなくした東海林をやっとの思いで後部座席から引きずり出し、肩かたに担かつぐようにして自分の部屋へと連れ帰った。

「お…重かった……」

　ただでさえ意識のない人間を運ぶのは大変だというのに、東海林は四宮よりも体格がいい。

　時折、へたり込みそうになるのを踏ふん張って堪こらえ、何とかベッドに寝かせることができた頃には、すっかり息が切れていた。

　放ほうるようにして脱ぬがせた靴くつを揃そろえてから東海林の許もとに戻り、一応声をかけてみる。

「起きろよ、東海林。そのままだとスーツが皺しわになるぞ」

「…………」

「せめて、コートくらい脱げって。東海林！」

「…………」

　耳元で叫さけんでみるけれど、酒さけ臭くさい寝ね息いきを立てるばかりで目を覚ます気配はない。

「何で俺がここまで面めん倒どう見てやらなくちゃいけないんだ」

　小声でぶつぶつと文句を云いつつも、世話焼きな自分の性格はどうしようもない。

　四宮は乱暴に東海林の体を俯うつぶせに転がして厚手のコートを剝はぎ取ると、もう一度転がして仰あお向むけにし、ネクタイを抜ぬいて首回りを緩ゆるめてやった。

　自分より体格のいい男の服を脱がせるのは簡単ではなく、スーツを脱がせることは諦めた。皺だらけになってしまったとしても、あとは自己責任だ。

「……俺はもう知らないからな」

　四宮は独りごち、東海林を放っておくことにした。寒空の下に放り出さなかっただけでも感謝してもらいたい。

「今日は床ゆかで寝るしかないか……」

　自らもコートを脱ぎつつ、ため息をつく。

　ベッドを占せん領りようされてしまっているため、やむを得ない。こんなことなら横着しないで、客用の布ふ団とんを一組実家から持ってきておくんだった。今日は予備の毛布で凌しのぐしかないようだ。

（ホント、何でこんなことになったんだ）

　同じ職場になってしまった偶ぐう然ぜんすら恨うらめしいのに、自宅で二人きりになるなんて運命を呪のろうしかない。

　いたたまれない空気が重苦しかったけれど、テレビをつける気にはなれなかった。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになったため、シンクに置いたままになっていたマグカップを洗ったり、今朝乾かん燥そう機きにかけておいた洗せん濯たく物ものを取り出したりと、しばらく家事に専念してみたけれど、初はつ恋こいの相手が自分の部屋にいる状態はどうしても落ち着かない。

　そんな気分を紛まぎらわせるために、四宮は冷蔵庫から缶かんチューハイを取り出した。少しでも酔えばこの緊張も解ほぐれるかもしれない。

　外ではアルコールを控ひかえるようにしているし、歓迎会では周りに気を遣つかってばかりいたからほぼ素面しらふなのだ。

　レモン味のチューハイを缶の半分ほど一気飲みをし、酔いが回るのを待った。

「……こういうときに限って酔えないんだけどな」

　普ふ段だんはビール数杯はいで眠くなってしまうのに、今日は一層意識が鮮明になっていっているように感じる。それどころか逆に記憶の奥底に押し込めていた苦い思い出が脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

　東海林を見て息苦しい気持ちになるのは、失しつ恋れんした相手だったということだけが理由ではない。高校卒業直前に、彼から告白されたことがあるからだ。

（……告白って云っても、冗談みたいなものだったけど）

　ある日、校舎の裏に呼び出され、お決まりの台詞せりふを告げられた。

『好きです。俺とつき合って下さい』

　人をからかうのはやめてくれ、と東海林の告白を突つっぱねたのは、四宮の同級生が仕組んだ罰ばつゲームだと知っていたからだ。

　たまたま陸上部の部室の前を通りかかったときに、その計画を耳にしてしまった。

　東海林はそういった趣しゆ味みの悪い冗談を云うようなタイプではなかったけれど、一年生が部活の先せん輩ぱい命令に逆らうことは難しかったのだろう。

　断るとき、声が震ふるえずにすんだのは我ながら偉えらいと思う。それでも、東海林の顔は正視できなかった。その夜はやりきれなさに一人泣いた。

　想おもいが通じるとは夢にも思っていなくても、あんな形で失恋することになったのはどうしようもなく辛つらかった。

　それからというもの、失恋を吹ふっ切るために気が合った相手とつき合ってみたけれど、誰とも上手うまくいかなかった。そして、長続きしないのは、無意識に東海林と比べているせいだと気づいて以来、四宮は積極的に恋れん愛あいをしなくなった。

（あいつは俺のことなんか、覚えてもいないみたいだったけど）

　最初の顔合わせで、東海林は「はじめまして」と云ってきた。きっと、昔のことなど忘れてしまっているのだろう。あの瞬しゆん間かん、ほっとしたと同時に、落らく胆たんしている部分もあった。

　しかし、今後どんなきっかけで思い出すかと思うと不安になる。所しよ詮せん、過去だと割り切れればいいのだが、そう簡単にはいかない。

　あのとき、たまたま罰ゲームのことを立ち聞きしなければ、東海林からの告白に浮うかれて自分の気持ちを伝えてしまっただろう。

　もし四宮がＯＫしていたら、東海林はどうしただろう。

　この告白は罰ゲームなのだと正直に話しただろうか？　それとも、責任を感じて義理でつき合ってくれただろうか？

　きっと、東海林なら四宮が引っかかったことを笑うことだけはしなかっただろうが、最終的に気まずい思いをすることになるのは避さけられなかったに違ちがいない。

（もしもを考えたって仕方ない）

　無意味な思考を断たち切り、酒の肴さかなにベッドで気持ちよさそうに眠る東海林を観察し始めた。規則的な寝息を立てていて、目覚める気配もない。

「ずいぶん男前になったよな」

　アルコールが口を滑なめらかにし、独り言が漏もれる。

　精せい悍かんで整った顔立ちは変わっていないけれど、あの頃ころよりは肌はだの色が白くなっている気がする。社会人になってからは運動する間もないのかもしれない。

　少年特有のアンバランスさが目立っていた体には筋肉がつき、一見細身ながらもがっちりとした体形になっている。

　当時よりも全体的に長くなった髪かみを整せい髪はつ料でまとめていたけれど、いまは乱れた前髪が目元にかかっている。

　どことなく大人の色気を纏まとうようになったのは、年ねん齢れいを重ねたせいだろうか。会社の女子たちも騒さわいでいたし、さぞかし女の子にモテることだろう。

　やがて、薄うすく開いた口元に目が行った。不意にタクシーの中で見た夢を思い出す。

（……やばい）

　吐と息いきを零こぼす唇くちびるを見ていたら、心臓が高鳴ってきた。

　あのときは唇の端はしに触ふれただけだった。でも、ちゃんと口づけたらどんな感かん触しよくがするんだろう───そんな誘ゆう惑わくに駆かられた。

　東海林は深く寝ね入いっている。いまならキスくらいでは目は覚まさないだろう。やめたほうがいいと理性が止めるが、酔よいがそれよりも強く背中を押す。

　いくらかの躊躇ためらいのあと、四宮は速まる鼓こ動どうを意識しながら東海林に覆おおい被かぶさるようにして顔を近づけていった。

　どくん、どくん、と自己主張する心臓の音がうるさい。息を止めて、そっと唇を触れさせる。柔やわらかな感触と、かすかなアルコールの匂におい。

　離はなれようとしたその瞬間、いきなり腕うでを摑つかまれベッドに引き倒たおされた。東海林は完全に眠ねむっていたわけではなかったらしい。

「なっ…!?　んぐ…っ」

　上から押さえつけられ、驚おどろきの声を上げかけた唇をキスで塞ふさがれた。舌を捻ねじ込まれ、熱くぬめる感触に口こう腔こうを搔かき回される。

　何が起こったのか理解できず、頭の中が真っ白になった。生々しい感触に徐じよ々じよに状じよう況きようを把は握あくしていったけれど、これが現実だとは俄にわかには信じられない。

（俺はまだ夢を見てるのか…？）

　そんな思考を打ち消すかのように、四宮の体は熱くなっていく。

「ん、ぅ、んん……っ」

　自分からした子こ供ども騙だましのキスと違い、濃のう厚こうで執しつ拗ようなものだった。混乱し、動けなくなった体はいきなりの荒あら々あらしい口づけに否いや応おうなく反応している。

　東海林にキスされていることは紛まごう方ない事実だが、四宮にはその理由がわからなかった。

　寝込みを襲おそったことへの仕返しとは考えにくいとなると、単純に誰だれかと間ま違ちがえているのかもしれない。

（どうしよう、こんなの絶対にまずいって）

　東海林はきっとまだ酔いが抜ぬけていないのだろう。正気に戻もどったときに記き憶おくが飛んでいればいいけれど、そうでなければ気まずすぎる。

　とにかく彼を止めなければと、渾こん身しんの力で東海林の頭を引き剝はがした。

「やめ…っ」

　名残なごり惜おしさを振ふり切り、酩めい酊ていし理性をなくした男を睨ねめつける。

「何考えてんだ……っ」

「先にキスしてきたのはあなたのほうだ」

「それは───」

　反論が来るとは思ってもみなかったため、返す言葉がない。後ろめたさに怯ひるんだ瞬間、角度を変えて再び口づけられた。

「んぅ、んん…っ」

　搦からめ捕とられた舌を吸い上げられると、背筋に甘い痺しびれが走る。

　拒こばまなければと思っているのに、手足に力が入らない。それどころか、絡からんでくる舌に応こたえたくなってしまう自分が恥はずかしかった。

　やはり、東海林は他ほかの誰かと勘かん違ちがいしているのだろう。そうでなければ、ここまで強ごう引いんにしてこないはずだ。

　拒まなければならない状況だとわかっているのに、好きな相手に求められているのだと思うと、何もかも投げ出してこの身を任せてしまいたくなる。

　ダメだと叫さけぶ理性が薄れていき、抵てい抗こうしていた力が全すべて抜け落ちたのを見計らうかのように唇が離れていった。

　浅い呼吸を繰くり返しながら焦しよう点てんを合わせると、切ない表情を浮かべた東海林の顔が目に入った。思わず胸が締しめつけられる。

　状況も忘れて見み蕩とれていたら、口づけで濡ぬれた唇が詰なじるような言葉を刻んだ。

「……俺のこと振っておいて、どういうつもりなんですか？」

「え───？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、四宮は目を瞬しばたたいた。どういう意味で云いっているのか計りかねて口くち籠ごもっていると、東海林は一方的に宣言する。

「黙だまってるんなら都合よく取りますよ」

「……ッ」

　体を撫なでる手の感触に、東海林が何をしようとしているのか察した。上手く動かない手足を動かし、東海林から逃のがれようとするけれど簡単に押さえ込まれてしまった。

「東海林、お前……っ、痛っ、離せ！　離せって！」

「いまさら逃にがすわけないでしょう」

　両手を頭の上で一纏めにされて動きを封ふうじられ、乱暴にワイシャツの裾すそをウエストから引き抜かれた。シャツを捲まくり上げられて剝むき出しになった肌を撫で回してくる。

「あ、やめ……っ、ダメだこんなの、あ……ッ」　>>>♥

　体重をかけられた下か肢しはびくともしない。嫌いやだと訴うつたえる声を上げる喉のど元もとに嚙かみつかれ、言葉さえまともに出なくなった。

「や、ぁ、だめ、東海林、やだ……っ」

　歯を立てられた場所をねっとりと舐なめられ、皮ひ膚ふに吸いつかれる。

　東海林の舌は顎あごのラインを辿たどっていき、耳じ殻かくをなぞった。耳じ朶だを甘嚙みされると、くすぐったさと微かすかな痛みで肩かたが跳はねる。

　鼻先を髪に埋うめ、生え際ぎわを唇でくすぐりながら、腹部を撫でていた指で胸の先を捕らえた。

「あ…っ、ぅん……っ」

「嫌だって云ってるわりに、ずいぶん可愛かわいい声出すんですね」

「……っ」

　吐息が当たる距きよ離りで囁ささやかれ、鼓こ膜まくが甘く震ふるえる。東海林の声は腰こしにくる低音で、甘い言葉を告げられたら、それだけで体が蕩とろけてしまいそうだ。

「ここ、気持ちいいんですか？」

「ちがっ、あ、や…っ」

　円を描えがくように撫でていたかと思うと、尖とがったそれをキツく摘つまみ上げる。それを繰り返されているうちに、痛いた痒がゆくなってきた。

　それだけでも息が上がってしまっているのに、東海林はもう一方に舌を這はわせてくる。

「やぁ…っ、あ、やだ、ぁあっ」

　熱くぬめる感触に、びくりと体が跳ねた。吸い上げられ、歯を立てられれば、一層高い声が上がった。敏びん感かんになりすぎた体は、痛覚なのか快感なのかもうわからない。

　同じ場所ばかり執拗に責められているうちに、自身が張り詰つめていく。触れられてもいないのに、すでに下着の中で苦しいくらい膨ふくらんでいた。

　勝手に跳ねる体のせいで、のしかかっている東海林の体に当たって擦こすれてしまう。それだけの刺し激げきでも感じてしまう自らの体が疎うとましい。

（だって、こいつの手だと思うと……っ）

　それだけで血液が沸ふつ騰とうしそうになる。自分に云い訳をしながら、せめて声くらい堪こらえなければと唇を嚙みしめた。

　なのに、東海林はベルトの留め金を外してウエストを緩ゆるめ、その中へ手を差し込んできた。

「!?　噓うそ、やだ、や、ぁあ……っ」

　直じかに握にぎり込まれ、悲鳴じみた声を上げる。東海林は嫌けん悪お感かん一つ見せず、四宮の昂たかぶりに指を絡めた。乳ち首くびを舌の上で転がしながら、自身を長い指で弄もてあそばれると、頭がおかしくなってしまいそうなほど感じてしまう。

「あっ、は、あ…ぅん……っ」

　昂ぶりの先せん端たんを撫でられると、ぬるぬるとした感かん触しよくがする。堪えきれずに体液を溢あふれさせてしまったようだ。やがて、下着の中から濡れた音が聞こえてくるようになった。

「東海林、もう、やめ、離し……っ」

「このまま出してくれていいですよ」

「そっ……できな……ッ」

　すでに息も絶え絶えに喘あえぐことしかできず、下着ごとスラックスを押し下げられても抵抗する素そ振ぶりすら見せられない。

　剝き出しになった屹きつ立りつを大きく扱しごかれ、さらに追いつめられる。

「やめ、ぁ、あ、く……っ」

　先端の窪くぼみを引っ搔くようにされた刺激で、膨れ上がった熱が爆はぜた。東海林の手の中で自身を打ち震えさせ、白はく濁だくをはき出す。

「できたじゃないですか」

「……っ」

　東海林は口の端はしで小さく笑うと、白濁に汚よごれた指でさらに後ろを探さぐってきた。

「なっ……」

「痛くはしませんから」

「や、待っ……!?」

　反射的に体を強こわばらせたけれど、東海林は混乱する四宮の唇くちびるをキスで塞ふさぎ、強引に指を押し込んできた。

「ン、う、んんん……っ」

　嫌だという叫びは口づけに遮さえぎられ、喉のどからは甘ったるい呻うめき声しか出てこない。東海林は四宮の舌を嬲なぶりながら、慣れた手つきで指を動かした。

「……指に絡みついてきてる。わかりますか？」

「んなの、わかるか……っ、あ、あ、あ！」

　もしかしたら、男と寝るのは初めてではないのかもしれない。いくら酔よっていると云っても、経験がなければこんなふうに躊躇ためらいもなく同どう性せいの体を抱だけるとは思えない。

　そう思ったら、嫉しつ妬とで胸が軋きしんだ。この腕うでで他の誰かを抱き、その声で自分以外の誰かに愛を囁いているところを想像するだけで、気が狂くるいそうになる。

　自覚している以上の独どく占せん欲よくを抱いていることに、自分でもショックだった。

　辛つらい失しつ恋れんだったけれど、東海林への想おもいはすでに過去のものだと思っていた。けれど、それはただの錯さつ覚かくでしかなかった。

　高校の頃ころの恋こい心ごころをこんなにも引き摺ずっていただなんて、我ながら笑わせる。顔を見ただけで動どう揺ようしてしまったのは、まだ東海林のことが好きだからだ。

　同じチームになりたくなかったのも、気まずいからという理由だけじゃない。叶かなうはずのない片想いの相手が身近にいる辛さを味わいたくなかったのだ。

「もう抵抗しないんですか？」

「！」

　意地の悪い問いかけに息を吞のむ。そんな四宮の反応に、東海林は勝手に都合のいい答えを導き出した。

「俺のものになる気があるってことですよね」

「何云っ……あ…っ」

　執しつ拗ように四宮の中を搔かき回していた指が、ずるりと引き抜ぬかれる。

　そうして、ズボンや下着を取り去られても、四宮はもう自らの意志では指一本動かせなくなっていた。

（どうせもう取り返しはつかないんだ）

　だったら、アルコールのせいにして一度くらい抱かれたっていい───もう一人の自分がそう囁いてくる。

　東海林はもどかしそうにジャケットを脱ぬぎ去り、自分のスラックスの前を寛くつろげた。露あらわになった昂ぶりは、すでにこれ以上ないほど滾たぎっている。

「……ッ」

　思わず喉を鳴らしたのと同時に足を押し開かれ、張り詰めたそれを押し当てられた。指で解ほぐされ、蕩けたそこは触ふれた熱さに強こわ張ばった。

　けれど、東海林は四宮の中に強ごう引いんに押し入ってきた。

「や、あ───…っ」

　ぐっと先端を埋め込まれたあと、熱くて硬かたい欲よく望ぼうに一息に貫つらぬかれ、言葉にできないほどの圧あつ迫ぱく感かんに声が掠かすれた。

　無む理り矢や理り押し開かれた体内には僅わずかな隙すき間ますらなく、ぴっちりと嚙み合っている。深々と穿うがたれた東海林の欲望は、四宮の中で激しく脈打っていた。

　衝しよう撃げきに薄うすれかけていた意識は、内ない壁へきを抉えぐるような強い突つき上げに現実へと引き戻もどされた。

「あぅ……っ」

　揺ゆさぶるような律動は、やがて深い抜き差しに変わっていく。東海林の屹立に体の内側を擦こすられる快感に、四宮は自分のものとは思えないほどの甘ったるい声を上げた。

「あ…っ、あっあ、あ…！」

　衝撃に体がベッドの上をずり上がっていく。東海林は四宮の腰を摑つかみ、自分のほうへと力ずくで引き寄せた。

「あ、や、東海林……っ」

　容よう赦しやのない突き上げに、気がつけば啜すすり泣くように喘いでいた。屹立をくわえ込んだそこはひくひくと小刻みに震ふるえ、もっと奥へと誘さそい込んでいるかのようだ。

　繫つながった場所は腰こしを打ちつけられるたびに、濡ぬれた音を立てる。激しさを増す抽ちゆう挿そうに感覚が限界まで追いつめられていった。

「もう…っ、あ、ぁあ……っ」

　それまでとは僅かに違ちがう角度で穿たれた瞬しゆん間かん、意識が飛んだ。

　反射的に締しめつけた昂ぶりが、体の奥で大きく震えた。息を吞んで動きを止めた東海林は、四宮の中に欲望を注ぎ込む。

「……ッ」

　信じられなかった。たったいま、東海林に抱かれていることも、彼が自分の中で終わりを迎むかえたことも。

　荒あらくなった呼吸のせいで大きく上下している肩かたを見つめながら、四宮はただ呆ぼう然ぜんとしていた。

（夢の続き、なのかな……）

　絶頂を迎えたあとも快感の余よ韻いんはまだ尾おを引いており、あちこちで熱が燻くすぶっている。甘く疼うずく体を持て余していたら、東海林に体を引き起こされた。

「や……っ!?」

　東海林の腰を跨またぐような体勢になり、繫がりが深くなる。

「まだ食い足りない」　>>>♥

「え…？───ン、う、んんー…っ」

　余よ裕ゆうのない呟つぶやきのあと、再び唇に嚙かみつくように口づけてくる。情熱的に求められ、否いや応おうなく体も反応する。

（……こいつは俺を誰だれだと思ってるんだろう？）

　だけど、いま彼の欲よく情じようした瞳ひとみに映っているのは他ほかでもない自分だ。この瞬間だけは何も考えずにこの身を委ゆだねていたい。

　貪むさぼるように口こう腔こうを搔き回されているうちに、そんな思考も蕩とろけていく。

　熱に浮うかされていくに従って、これが夢なのか現実なのかわからなくなっていき、いつしか自ら東海林の体に縋すがりついていた。







　　　　２







　カーテン越ごしに差し込む朝日に覚かく醒せいした四宮は、全身の気け怠だるさに違い和わ感かんを覚えて眉まゆ根ねを寄せた。酒に強くはないけれど、翌日に引きずるような体質ではないはずだ。

　いつものようにすっきりとは目が覚めず、目ま蓋ぶたがまたくっついてしまいそうになる。だが、アラームが鳴っていないのだから、もう少し眠ねむっていられるはずだ。

　意識を手放しかけたそのとき、視界にベッドの端はしに座る誰かの背中が映った。一いつ瞬しゆん、誰だろうと不思議に思う。しかし、すぐに昨夜の記き憶おくが蘇よみがえってきた。

（そうだ、昨日…───）

　一気に脳のう裏りに蘇ってきた記憶に、眠気も吹ふっ飛んだ。

　眠っていた東海林にこっそりとキスしようとして、逆に襲おそわれるハメになったのだ。酔っていたせいで、お互たがいの熱に溺おぼれてしまった。

　いっそ何もかも忘れていればよかったものの、何があったか事細かに覚えている。拒こばむどころか、勢いで身を任せてしまった。体のあちこちに触れられた感かん触しよくが残っている。

　四宮が自分のしでかしてしまったことに青ざめ、ぎくりと体を強張らせると、その気配を察した東海林が振ふり返る。

「体、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……っ」

　伸のびてきた手に思わず身構えてしまう。怯おびえた表情をしてしまったのか、東海林は苦い顔をした。

「すみません。やっぱり、触さわられるの嫌いやですよね？」

「あ、いや、そういうわけじゃ……」

「失礼かと思ったんですが、勝手にクローゼットを開けさせてもらいました。そのままだと風邪かぜを引いてしまいそうだったので」

「あ……」

　云いわれてみれば、着た覚えのないパジャマを身につけている。意識のない自分に東海林が着せてくれたのだろう。

「すみません」

「いや……」

　何度も謝られても同じ言葉しか出せず、四宮は気まずい空気に口ごもった。

　そもそも、昨日のことは自分のほうに大本の原因がある。東海林を責める気は微み塵じんもない。東海林も強引だったけれど、拒みきれなかったのも四宮自身だ。

　結局は酔よっているせいだと自分に云い訳し、東海林との行こう為いに溺れてしまった。

　だが、いまのこの重苦しい沈ちん黙もくをどうすればいいのかわからず、何の言葉も出てこない。困り果てて黙だまり込んでいると、突とつ然ぜん、東海林がベッドから降りて居住まいを正した。

　何をするのかと思っていたら、頭が床ゆかにつく勢いで頭を下げてくる。

「昨日はすみませんでした」

「え…!?」

「謝ってすむことじゃないのはわかってます。もう俺の顔なんて見たくもないかもしれませんが、責任取らせて下さい」　>>>♥

　東海林の取った意外な行動に面めん食くらう。こんなふうに真正面から謝られるとは思いもしなかった。呆然としていた四宮だったが、慌あわてて東海林の頭を上げさせる。

「やめろって！　別にそんなことしないでいいから！」

「……怒おこってないんですか？」

「昨日のは、まあ、その、俺もお前も酔ってたわけだし……」

　キスの理由を追つい及きゆうされると困るため、言葉を濁にごした。東海林がどこまで覚えているかわからない以上、余計なことは云わないほうがいい。

「俺が同じ職場で働いていても平気なんですか？　精神的に辛つらくはないんですか？」

「そ、そりゃ、多少はきまずいだろうけど、辛いとかそういうのは別に……」

　片かた想おもいの辛さはあるけれど、東海林に対して嫌けん悪お感かんを抱いだくことはありえない。

「本当ですか？」

「だから、ええと、何ていうか、お前が責任を感じることはないからな！　むしろ、止めなかった俺の責任だ、と思う……」

　つい語尾を曖昧にしてしまうのは、往生際ぎわ悪くも恋心を悟さとられたくないからだ。

　高校のときからの気持ちを未いまだに引き摺ずっているのだと知られるくらいなら、酔った勢いで性せい欲よくに抗あらがえなかったと思われたほうがずっといい。

「じゃあ、嫌ではなかったってことですか？」

「まあ、そうだと思う……。何ていうかほら、俺も酔ってたから理性が飛んでた部分もあっただろうし」

　ごにょごにょと云い訳をつけ加える自分を情けなく思いつつも、これで東海林が納なつ得とくしてくれればと心の中で必死に願っていた。

「よかった。顔も見たくないって云われたら、辞表を書こうと思ってました」

「バカなこと云うな！　せっかく企き画かく部に異動してきたっていうのに、もったいないことするなよ!!」

　ほっとした表情の東海林がとんでもないことを云い出したので、思わず声を荒らげてしまった。自分のせいで仕事をやめさせるわけにはいかない。

「そう云っていただけると助かります」

「気にすんなって。こういうことは、よくある酒の失敗の一つだしさ」

「───よくあるって、こういうことは初めてじゃないんですか？」

「……ッ、た、ただの一いつ般ぱん例だよ！」

　鋭するどい切り返しに、ついどもってしまう。

（つーか、初めてじゃないってバレたよな……）

　普ふ通つうなら男同士で関係してしまったことに、もっと動どう揺ようするものだろう。東海林への気持ちに気づかれたくないということで頭がいっぱいで、根本的なところを失念していた。

　東海林にはどう思われただろう。下手へたをしたら、遊び慣れているとでも思われていてもおかしくはない。

　実際のところ、まともにつき合ったことがあるのは一人だけだ。しかし、彼ともそう長くは続かなかった。お世辞にも経験豊富とは云いがたいのだが、この場をやり過ごすには、いっそそう思われたほうがいいかもしれない。

「とにかく、昨日のことは忘れよう。そのほうがお互いのためだ」

　実際に忘れることは難しいけれど、なかったこととしてやり過ごすのが一番いい。

　四宮はそう云って今回の件に決着をつけようとしたけれど、東海林は有う耶や無む耶やにするのをきっぱりと拒んできた。

「忘れるつもりはありません」

「は？」

　予想外の返答に絶句している四宮に、東海林が問いかけてくる。

「覚えてますか？　高校のとき、俺があなたに告白したこと」

「……っ！」

　忘れられるわけがない。

　自分から告白して玉ぎよく砕さいしたならまだしも、罰ばつゲームとして噓うその告白をされたせいで、自ら切り捨てることになったのだから。

　しかし、何故なぜいまさらそんなことを云ってくるのだろう。むしろ、あのときのことこそ忘れてしまいたい記憶だというのに。

　東海林は戸と惑まどっている四宮に、さらなる追い打ちをかけてきた。

「いまでも、先せん輩ぱいが好きなんです」

「…………は？」

「突然、すみません。でも、これだけは伝えておきたくて」

　噓だ。また担かつがれているに違ちがいない。そう思っても、何の言葉も出てこない。東海林の本意がわからない。彼の発言を鵜う吞のみにしていいのだろうか？　けれど、未だに癒いえていない傷が四宮を躊躇ためらわせる。

「昨日は、いつもみたいに都合のいい夢を見てるんだと思ってました。いえ、きっと夢と混同してたんです」

「夢？」

　いつもみたいに、とはどういうことなのだろうか。首を傾かしげかけた四宮に、東海林は飛ひ躍やくした結論を投げかけてくる。

「───でも、嫌じゃなかったってことは、少しくらい希望を持っていてもいいってことですよね？」

「ちょっと待て、お前何云って……」

「俺、今度こそ諦あきらめたくないんです」

　あまりの急展開に頭がついていかない。

（俺を誰だれかと勘かん違ちがいしたんじゃなかったのか？　それ以前に、あの『告白』は罰ゲームだったはずだろ!?）

　疑問がいくつも湧わき上がってくるけれど、どれも言葉にはならない。混乱しきっている四宮とは対照的に、爆ばく弾だん発言を落とした東海林のほうは涼すずしい顔をしている。

　元々、表情に感情が出ないタイプのようで、顔色を読むのは難しい。

「すみません、一度家に帰って着き替がえてこないとまずいので、そろそろ失礼します。今日、会社はどうされますか？」

「い、行く、けど……」

「もし体が辛いようならタクシーを使って下さい。代金はあとで立て替かえますから。でも、無理はしないで下さいね」

「あ、ああ」

「では、失礼します」

　呆ぼう然ぜんとしている四宮を残して、東海林は部屋を出ていった。玄げん関かんのドアが閉まる音がして、再び沈黙が訪おとずれる。

「……どういうことだよ……」

　問いかけたところで答えが返ってこないことはわかっていたけれど、呟つぶやかずにはいられなかった。










「四宮、どうした？　やけに冴さえない顔してるけど、二日酔いか？」

　ＰＣの画面を見つめながらため息をついていたら、外での打ち合わせから戻もどってきたチーフの伍ご嶋しまに声をかけられた。

　伍嶋は四宮の直属の上司であり、企画部に配属されてからずっと面めん倒どうを見てくれている先輩でもある。

「ええ、まあ、そんなとこです」

　実際は二日酔よいなどではないけれど、酒に酔った結果であることには変わりはない。四宮は曖昧な言葉で返事を濁にごした。

「体調悪いなら午後出にすりゃよかったのに。何のためにフレックスだよ」

「別に大したことないですから」

　本当は、休めるものなら休みたかった。

　しかし、あそこまで気き遣づかわれたあとで欠勤したら、まるで東海林への当てつけのようになってしまう。そのため、気け怠だるい体を引き摺るようにして通勤電車に乗り、何とか会社までやってきたのだ。

　何より会社にはやるべき仕事が山のようにある。

　一日でも休めば、あとになって自分の首が絞しまるのは目に見えている。気まずいからというだけで、それらを放ほうるわけにはいかなかった。

　四宮が勤めているのは、高たか篠しのグループの中心企き業ぎようである老舗しにせ玩がん具ぐメーカーＴＡＫＡＳＨＩＮＯという会社だ。幼児向け玩具から、世界中で販はん売ばいされるようなコンシューマーゲームの開発まで手広くやっている。

　企き画かく部は主に小学校低学年以上が対象の商品や携帯コンテンツなどを企画・立案する部署だ。対象別にチームが作られていて、それぞれが独自に動いている。

　一時期は業績が低てい迷めいしていたのだが、いまの社長が大おお鉈なたを振ふるって社内改革をしてくれたお陰かげで、少しずつ回復してきているようだ。入社当時よりも風通しがよくなったように感じられ、社内の雰ふん囲い気きも明るくなった気がする。

　元々、開発力や技術力などが高い会社だったため、無む駄だを省いただけでもかなりの効果があったのだろう。

「辛つらいようなら、俺の胃薬やるから遠えん慮りよなく云いえよ」

「帰っていいとは云わないんですね」

　伍嶋の優やさしいのか厳しいのかわからない中ちゆう途と半はん端ぱな気遣いに苦く笑しようした。

　彼は四宮よりもいくつか年上なだけなのだが、すでにいくつもヒット商品を生み出している。華きや奢しやな見た目に反してかなりタフで、自分の知る限り一番の酒しゆ豪ごうだ。

　昨日、東海林に一番飲ませていたのはこの人だった気がする。それ以上に飲んでいたくせに、けろりとした顔をしているのだからすごいとしか云いようがない。

「代わりに休日出勤するなら別にいいけどな」

「だったら、今日がんばりますよ」

「まあ、あんまりしんどいようなら、いくらかは引き受けてやるから云えよ」

「伍嶋さんに借り作ると、あとが怖こわいんですけど」

　そう云うと、伍嶋は「人聞き悪いこと云うな」と笑いながら、自分の席へと戻っていった。四宮が軽口で返したのは、これ以上心配させたくなかったからだ。

（問題は体調じゃなくて、人間関係だしな……）

　今朝、重い足取りで出社した四宮に対し、東海林は何事もなかったかのように接してきた。昨夜のことや今朝の爆弾発言について何も云うことなく、ただ黙もく々もくと仕事をこなしている。

　これからどう接したらいいのかと悩なやんでいる自分がおかしいのではないかと思うほど、普ふ通つうの顔をしていた。あからさまに違う態度を取られても困るのだが、自分ばかりが動どう揺ようしているようで納なつ得とくがいかない。

　東海林が何を考えているのか、四宮には真意がまったく読めなかった。一応、四宮も平静を装っているけれど、いちいち意識してしまっているせいで、朝から心の安まる間がない。

　東海林は企画に関しては全くの素人しろうとなため、とりあえずは自分のサポートにつかせる形で勉強させることにしたのだが、飲み込みが早いお陰でほとんど手がかからない。それだけは助かっていた。

（本当、なのかな……）

　彼は四宮のことを、いまでも好きだと云っていた。それが噓ではないのなら、高校のときのあの告白は何だったのか。罰ゲームを仕組んだ同級生が、期待はずれの結果に終わったことに落らく胆たんしていたことも知っている。

　しかし、「責任を取る」と云っていたときの東海林の目は、噓うそをついているようには見えなかった。もし、なかったことにしたいのなら、四宮が眠ねむっているうちに姿を消して、何食わぬ顔で会社で会えばいいだけなのだから。

　わざわざ、自分が目覚めるのを待って土下座までしたのは、それなりの誠意と罪悪感があったからに違ちがいない。

　もしかして、四宮の中の未練を見み透すかして、責任を取るためにあんなことを云ってきたのではないだろうか？

（……さすがに考えすぎか）

　ずっと忘れられずにいた相手から告白されたのだから、本来ならば浮うかれるべきなのだろう。しかし、癒いえきっていない心の傷がそれを躊躇わせる。

　信じたくても、過去に一度噓をつかれたという事実が四宮を臆おく病びようにさせていた。東海林の言葉を真正直に受け止められたら、どんなに楽だろうか。

　それでも、心のどこかで期待してしまうのは、いまでも東海林が好きだからだ。

（あいつはどうしたいんだろう）

　好きだと云われただけで、つき合ってくれと云われたわけではない。普通に考えるなら、『恋こい人びと』になりたいからこそ告白をする。

　しかし、同性同士の恋れん愛あいは『普通』とは違う。偏へん見けんも減ってきたとは云え、会社勤めをしている立場で男同士の交際はリスクが大きすぎる。

　───これだけは伝えておきたくて。

　引っかかっているのは、あの言葉だ。受け取り方によっては、伝えておきたかっただけ、信じて欲しいだけというふうにも聞こえる。

　いくら考えても、答えには辿たどり着きそうにない。とは云え、本人を問い詰つめる勇気もなく、四宮にできることはただため息をつくことくらいだった。

　ＰＣに向かいながら鬱うつ々うつとしていたら、悩みの種の張本人が声をかけてきた。

「ちょっといいですか？」

「な、何だ？」

　動揺が顔に出ないよう表情筋に力を入れたけれど、口元が少し引き攣つってしまった。東海林のほうはいたって普通の顔で、何を考えているのかさっぱり読み取れない。

（公私混同してる俺のほうがダメなのかも……）

　いまは仕事中だ。プライベートでの悩みを引き摺ずって、効率を下げているなど社会人失格だ。

「さっきのアンケート、集計し終わりました」

「え、もう終わったのか!?」

　東海林にはメールとハガキで届いていたアンケートの入力と集計を頼たのんでいたのだが、四宮がうだうだと悩んでいるうちに終わらせてしまったらしい。

「いただいたデータの中に以前のものもあったので、同じ形式にしてまとめ直しておきましたけど、ご迷めい惑わくでしたか？」

「いや、助かった。ありがとう」

　アンケートの集計や資料の整理などの雑務は、これまで一番の若手だった志し垣がきという社員が担当していたのだが、大おお雑ざつ把ぱな性格のせいか、年度や商品によっては中途半端な処理しかされていないものもあった。

　そのうち、暇ひまを見て整理し直さなければと常々思っていたのだが、東海林は指示する前に気を利きかせてくれたようだ。

　企画部はある意味、花形部署だ。ＴＡＫＡＳＨＩＮＯの入社試験を受ける学生の大半は、おもちゃを作りたい、ゲームが好きだからというのを志望動機に挙げる。

　残業は当たり前、休日出勤も頻ひん繁ぱんにあり、勤務体系としては厳しいほうなのだが、異動願がかなり多いそうだ。

「他ほかに何かお手伝いすることはありますか？」

「そうだなぁ。じゃあ、この資料に目を通しておいてくれるか？　ついででいいから、整理しておいてくれると助かる。自分が見やすいと思う方法でいいから」

　そう云って、大判の封ふう筒とうに無造作に詰め込まれた資料を手て渡わたす。

「わかりました、やってみます」

　東海林が自分の席に戻もどってくれて、やっと肩かたの力を抜ぬくことができた。

　次の指示を仰あおぎにきただけなのに、不必要なほどドキドキしてしまう自分がいる。指先や唇くちびるを見ていると、昨夜の行こう為いを思い出してしまうのだ。

　酔よいのせいで夢ゆめ心ごこ地ちだったくせに、感かん触しよくははっきりと覚えているのだから質たちが悪い。

（ちょっと、休きゆう憩けいしてくるか……）

　気き疲づかれしてしまった四宮は休憩室へ一息入れに行くことにした。

「東海林、ちょっと席外すから、俺に電話が来たら用件を聞いて、折り返すって云っておいてくれ」

「わかりました」

　東海林に指示だけ出すと、小こ銭ぜに入れと携帯電話だけをポケットに突つっ込み、休憩室へと足を向けた。

　休憩室はフロアを出た廊ろう下かの奥にある。自じ動どう販はん売ばい機きとテーブルが設置され、簡単なミーティングも行えるようになっているのだが、主に女子の溜たまり場となっている。

「ん？」

　話し声が聞こえてくると思ったら、営業部にいる同期の沖おき祥しよう一いち朗ろうが休憩室で女子社員たちと一いつ緒しよに盛り上がっていた。

「沖、何やってんだ、お前」

「よ、四宮」

　沖は四宮を見つけるなり破顔した。そうやって笑うと、元々甘めの顔立ちが一層甘くなる。

　それを縁ふち取どるやや長めの緩ゆるいくせっ毛は明るめにカラーリングしていて、いかにも遊び人と云いわんばかりのスタイルを貫つらぬいている。ネクタイの柄がらも営業職の割に派手目で、年配の社員には評判が悪いらしい。

　そんな見た目とはうらはらに、仕事ぶりは真面目まじめだし、営業成績も上位をキープしている。そのためか、女子社員たちからの人気は高かった。

「お前、こんなところで油売ってていいのか？」

「先月の数字の報告に来たから、ついでにちょっと休憩してこうと思ってさ」

「部長に見つかったら、どやされるぞ。さっさと報告してこいよ」

「さっき通りかかった伍嶋さんに書類渡わたしておいた。コーヒー飲んでいくくらい別にいいだろ」

「彼女たちとのお喋しやべりがメインに見えたのは気のせいか？」

「あはは、気のせい、気のせい」

　沖は同期入社の社員の中でもとくに親しく、プライベートでも腹を割って話せる数少ない友人の一人だ。仕事の上でも尊敬しているし、価値観が似ているため気が合うのだ。

　そして何より、同性が恋愛対象だという性せい癖へきが共通していることが、隠かくしごとをせずにつき合える大きな要因だった。

（それがわかったきっかけ自体は苦い記き憶おくだけど……）

　あれは新入社員歓かん迎げい会かいのあとのことだっただろうか。酔った勢いで一度だけ関係を持ってしまったのだ。あれ以来、外では酒をたくさん飲まないようにしていたのだが───。

「ホント、沖さんと四宮さんって仲いいですよねー」

　また自己嫌けん悪おに陥おちいりそうになっていたけれど、女子社員の声で我に返った。

「ほら、同期だし、研修のとき同じ班だったしね」

「でも、最初はずいぶん冷たかったよな」

「遅ち刻こくしてくるのが悪いんだろう。そもそも見た目がそんなだから悪いんだ」

　比ひ較かく的てき自由な社風だからといって、新入社員の髪かみが茶色いのはどうなんだと当時眉まゆを顰ひそめたものだ。

「でも、似合ってるだろ？」

「はいはい」

　自画自賛する沖の言葉を聞き流すと、沖は四宮の黒くろ髪かみを指先で摘つまみ上げてきた。

「お前もちょっとくらい色入れればいいのに」

「俺はいいんだよ、このままで」

　四宮はその手を払はらいのけながらそっけなく返したけれど、女子社員が口々に沖の味方をする。

「えー、明るい髪も似合うと思いますよ？」

「いっそもっと伸のばすとか！」

「そうそう、いっそ俺と同じ色にしてみるとか」

　アドバイスというよりは、好き勝手なことを云って楽しんでいるのだろう。ここで真に受けたら、あとで笑われるのが目に見えている。

「絶対しない。面めん倒どうなことはしたくないんだよ」

　彼らの薦すすめを断固として断っていたら、何故なぜかそのうちの一人が難しい顔で四宮の顔を凝ぎよう視ししてきた。

「何？　俺の顔に何かついてる？」

「いえ、大したことじゃないんですけど、四宮さんって誰だれかに似てる気がするんですよねぇ。うーん、誰だろう」

　大したことじゃないと云いながらも、腕うでを組んで考え込む。もう一人の子も一緒になって悩なやみ始めた。しばらく二人で唸うなっていたけれど、やがて表情がぱっと明るくなった。

「あっ、モデルの遠とお野の愛あい里りじゃない!?　ほら、さっき見てた写真が似てなかった？」

「ホントだ、目元のあたりが似てるかも！」

　彼女たちは手元にあったファッション誌を勢いよく捲めくり、そのモデルの写っているページを開く。

「ほら、似てると思いませんか？」

「そ、そうかなぁ…？」

　ほら、と云われても困ってしまう。

　見せられたページには短いスカートにロングブーツを合わせたモデルがポーズを取って写っていた。待ち合わせをしているという設定なのか、少し首を傾かしげて腕時計を見ている。

「兄きよう妹だいって云われたら納なつ得とくしちゃいそう！　沖さんも見て下さいって」

「どれどれ」

　面めん食くらう四宮をよそに、女子社員たちは勝手に盛り上がっている。

「あんまり似てないと思うんだけど」

　強しいて云えば同じ系統の顔立ちかもしれないけれど、似ているというほどではない気がする。控ひかえめに感想を告げたら、力いっぱい否定されてしまった。

「そんなことないですよ！　四宮さんを女の子にして、キツめの顔立ちにしたらこんな感じじゃないですか？　沖さんもそう思いません？」

　女子社員は誌面と見比べながら、沖に話を振ふる。すると、沖はわざとらしくカッコつけた口調で云った。

「バカ、何云ってんだ。四宮のほうがずっと可愛かわいいよ」

「やだ、沖さんあやし～！」

　沖の発言にきゃあきゃあと喜ぶ女子たちを横目にため息をつく。彼女たちにこういう話題を振ると喜ぶため、沖はいつも悪ノリするのだ。

（ああもう、洒落しやれにならないことは云わないで欲しいんだけど……）

　四宮自身も微び妙みような立場なため、正直、心臓に悪い。できるだけ動どう揺ようが顔に出ないよう、拗すねた口調を装って云い返す。

「悪かったね、童顔で」

「もしかして気にしてるんですか？　褒ほめてるのに！」

　彼女たちは楽しそうな笑い声を立てた。悪気はまったくなさそうな女子社員たちに苦笑いするしかない。

「男に可愛いはないだろ。くだらないこと云ってないで仕事に戻りなさい」

「はぁい」

　四宮の言葉に、揃そろって肩を竦すくめる。素す直なおな返事で休憩室を出ていったけれど、歩きながらも彼女たちの囀さえずりが止やむことはなかった。

「まったく、何であんなことで盛り上がれるんだか。お前もヘンなこと云って煽あおるなよ」

「さっきのは本心だけど？　あんなモデルより四宮のほうが全然可愛い」

「それは───お前がゲイだからだろ」

　周りにはもう誰もいないのに、思わず声を潜ひそめてしまう。一いつ般ぱん的に考えてみても、プロとして人前に立つ仕事をしている女性よりも自分が可愛いわけはない。

「ゲイじゃなかったとしても、可愛いと思うけど。ま、四宮が俺の好みど真ん中ってだけかもな。恋こいは盲もう目もくって云うし。気が変わったらいつでも云えよ。俺の両りよう腕うではお前のために空けてあるんだから」

「はいはい」

　沖はこうしてことあるごとに四宮を口説くような言葉をかけてくるけれど、四宮としては友人以外の関係になるつもりはなかった。

　体だけの関係でもいいと云われたこともある。だが、そういう関係には四宮自身抵てい抗こうがあるし、沖が本気で云っているとは到とう底てい思えないため、毎回断るのが恒こう例れいになっていた。

（……何だか、余計疲つかれた気がする……）

　ぐったりとしながら自じ動どう販はん売ばい機きを前に何を買おうかと迷っていたら、目の端はしに東海林の姿が映った。

「……ッ」

　途と端たんに思春期の女の子のように、胸を高鳴らせてしまう自分に呆あきれるほかない。

　ガコンと音を立てて落ちてきた缶かんコーヒーを取り上げるふりで陰かげに隠れようとしたけれど、すぐに見つけられてしまった。

「四宮さん、ちょっといいですか？」

「どうした？」

　自分を奮い立たせ、何とかさりげない表情を取り繕つくろうことに成功する。

「Ｍ社の山やま田ださんという方から電話がありました。先さき程ほど、メールを送られたそうなので、確かく認にん次し第だい折り返し連れん絡らくが欲しいそうです。急ぎの案件のようでしたので、早めに伝えておこうと思って」

「わかった、これを飲んだらすぐ戻もどるよ」

　四宮は平静を装って頷うなずきつつ、内心ではハラハラしていた。

（沖には会わせたくなかったんだよな……）

　一度きりの過あやまちを犯おかしたあの夜、四宮は東海林の名前を呼んでいたらしい。

　翌朝、青くなっていたところに「ショウジって好きなやつ？」と訊きかれたときには、さらに血の気が引いた。

　その後しつこく追つい及きゆうされ、過去の苦い失しつ恋れんの思い出を白状させられた。

　沖に話したことで気が楽になった面もあるが、あのとき話した失恋の相手がこの東海林だとは絶対に知られたくない。

「それじゃあ、失礼します」

「ああ、ありがとな」

　にこやかに礼を云いい、さりげなく手を振って職場に追い返そうとする。

　しかし、できるだけ接点を持って欲しくないという四宮の祈いのりはあっさりと裏切られ、伝言を終えて立ち去ろうとした東海林を沖が呼び止めた。

「もしかして、君が例の新人？」

「そうですけど…」

　沖の唐とう突とつな問いかけに、東海林は怪け訝げんな顔で振り返った。

「ふぅん。女の子たちが騒さわいでたからどんなもんかと思ってたけれど、たしかに男前だな。いまいくつ？」

「二十四です」

「彼女はいる？」

「いまはいません」

　沖は東海林の足の先から頭の天辺てつぺんまでを値ね踏ぶみするかのようにゆっくりと眺ながめている。そんな不ぶ躾しつけな眼まな差ざしをフォローするように、四宮は東海林に沖を紹しよう介かいした。

「あのな、東海林、こいつは営業の沖だ。営業にはこれから世話になるんだから、ちゃんと挨あい拶さつしとけ」

　四宮の言葉に従い、東海林は素直に頭を下げる。

「失礼しました、東海林です。不慣れなことも多いので、ご指導のほどよろしくお願いします」

「昨日の歓かん迎げい会かいで潰つぶれたんだって？　寄ってたかって飲まされたんだろう」

「面めん目ぼくありません。四宮さんに迷めい惑わくかけることになってしまって、反省してます」

　東海林の言葉にぎくりとする。飲みの席のことを云っているだけなのだから、過か剰じように反応する必要はないのだが、意識せずにはいられない。

「へえ、珍めずらしいな。いつもは四宮が面めん倒どう見られるほうなのに」

「沖！　余計なこと云うなよ！」

「酒好きでよく飲むくせに弱いんだよな。酔ようとキス魔まになるし」

「え……？」

　東海林は沖の言葉に声を詰つまらせた。

「あ、もしかして、もう被ひ害がいに遭あった？」

「沖!!」

　さらに語気を強めると、沖はニヤニヤと口元に思わせぶりな笑えみを浮うかべる。

「はいはい、余計なこと云うなって云いたいんだろ？」

「わかってるなら───むぐっ」

　反論しかけた瞬しゆん間かん、口を手で塞ふさがれた。言葉を封ふうじられた代わりに視線で訴うつたえた四宮に対し、沖は尤もつともらしいことを云ってくる。　>>>♥

「先せん輩ぱい面づらしたいのはわかるけど、醜しゆう態たい見せる前に自己申しん告こくしておいたほうがいいんじゃないのか？　これから、同じ職場でやってくんだからさ」

「…………」

　すでに昨日問題を起こしてしまったと知られるわけにもいかず、後ろめたさから思わず目を逸そらしてしまった。だが、

「まさか、もう何かやらかしたのか？」

「そ、そうだ沖、見せてもらいたい営業の資料があるのを思い出した！　持ってきてもらうのも何だし、一いつ緒しよに営業部に行くよ！　これから戻るんだろ？」

「え？　そんなのあとでメールかファックスで───」

「いいから！　悪い、東海林。すぐ戻るから！」

「おい、四宮？」

「お前は黙だまってついてこい！」

　突とつ然ぜん、関係のないことを捲まくし立てた四宮に面めん食くらっている沖を無む理り矢や理り引きずって行く。これ以上、東海林に妙みようなことを吹ふき込まれる前に口止めをしなくては。

　乗り込んだエレベーターでてきとうにボタンを押し、着いた階のトイレに沖を押し込んだ。

「何なんだよ、やっぱり俺とつき合う気になったとか？」

「ならない。普ふ段だん、合コンに精出してるくせに何云ってんだ」

「あれは隠かくれ蓑みのだって、四宮だってわかってるくせに。俺みたいないい男が独り身で遊んでもいないのは怪あやしいだろ？」

「自分でいい男とか云うな。ていうか、男のチェックもしてるくせに」

　毎回、好みのタイプがいたとか、今回は外れだったとか、四宮に感想のメールを送ってくる。実際に手を出すことはないようだが、毎度飽あきないものだと呆れるばかりだ。

　しかし、いまはこんな軽口の応おう酬しゆうをしている場合ではない。

「頼たのむから、あいつに変なこと吹き込むのはやめてくれ」

「別に大したこと云ってないだろ。……もしかして、忘れられない相手ってあいつなのか？」

「！　ち、違ちが…っ」

　上うわ擦ずった否定の言葉に、沖は肩かたを震ふるわせて笑う。

「わかりやすく引っかかるよな、お前。そんな顔で違うって云っても、イエスとしか聞こえないんだけど」

「それは、だからっ」

　云い訳を考えるまもなく畳たたみかけられる。

「『ショウジ』って云ってたから下の名前なんだと思ってたけど、名字だったんだな」

　以前、酔った勢いで関係を持ってしまったときに、東海林の名前を呼んでいたらしい。そのことを覚えていた沖は、四宮の反応を見てピンときたのだろう。

　こういうことに関して勘かんのいい沖が恨うらめしい。きっと、口先でごまかしたところで、見み抜ぬかれてしまうだろう。

（だから、こいつを東海林に会わせたくなかったのに）

　案の定、からかわれるネタが増えてしまった。

「噓うそつくの下手へただよな。顔に『そうです』って書いてある」

「…………」

　ごまかそうとすればするほど墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうだったので、黙だんまりを決め込む。

「女の子たちが騒いでたけど、たしかに顔はいいな。ああいうのが四宮のタイプなんだ？」

「ノーコメント」

　そう云いつつも、本当のところ、東海林の見た目は好みのタイプど真ん中だ。多分、東海林が好みに当てはまるのではなく、初はつ恋こいが東海林だったから引き摺ずっているのだろう。

　東海林の顔を見るだけで、条件反射的にドキドキしてしまう。まるで高校生のときみたいな反応をしてしまう自分が恥はずかしい。

（でも、何で沖のことを東海林と間違えたりしたんだろう？）

　背格好は同じくらいだけれど、見た目や雰ふん囲い気きは似ても似つかない。仕草や立ち居い振ふる舞まいにも共通項こうは見み出いだせない。

「ノーコメントってことは、お前のタイプなんだな」

「うるさいな」

　むくれて云い返すと、沖は肩を震わせて笑った。

「わかりやすすぎてカマかける張り合いもないぞ、四宮」

　その笑いを含ふくんだ沖の声に、はっとした。

（……そうか、声がちょっと似てるんだ）

　滑かつ舌ぜつのよさや名前を呼ぶときの響ひびきが、東海林のそれを彷ほう彿ふつとさせる。だから、酔って朦もう朧ろうとしていたときに二人を取り違えてしまったのだ。

「でも、どうせあいつはノンケなんだろ？　彼女のこと聞いたとき、『いまは』いないって云ってただろ。つまり、前はいたってことだ」

「わかってるよ、そんなこと」

　高校のときだって、他校の女子から手紙やプレゼントをたくさんもらっていた。あれだけモテていれば、そのうちに彼女の一人や二人できて当然だ。

「わかってるんならいいんだけどさ。ヘンに期待して、あとで傷つくようなことにならないようにな」

「…………」

　忠告してくれる沖の気持ちはありがたかったけれど、気をつけるにはもう遅おそい。

　ただの後こう輩はいとしてつき合っていけたのなら、いつか過去の思い出にできたかもしれないけれど、酔った勢いで寝ねてしまった以上、時間が解決してくれるとは思えない。

　沖との一件とは訳が違う。やり直せるなら出来心でキスなんかしてしまった自分を止めにいきたい。

「近いうちに飲みに誘さそってみるかな」

「何を企たくらんでるんだ!?」

「企むってほどのことじゃない。一応、ライバルの動向は知っておかないと」

「ライバルって……」

　笑いながら云いっているけれど、沖がどこまで本気なのか判断がつかない。

（それはあいつも同じだけど）

　いまでも好きだというあの言葉は、真実なのだろうか。

　東海林を疑いたいわけじゃない。けれど、過去に抱いだいた疑いのせいで、どうしても信じきれないのだ。

「沖、頼むから余計なことは云うなよ」

「敵に塩を送るような真似まねはしないから安心しろ」

「…………」

　曇くもりのない笑顔を返されたけれど、一層不安になっただけだった。悩なやみの種が増えてしまったことに、四宮は力なく肩を落とした。
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（よし、いまのうちに……）

　東海林が部長と話をしている隙すきに、四宮はそっと自分のデスクを離はなれた。少し早めのランチを外で取ろうと思ったのは、昼休みくらい心こころ穏おだやかに過ごしたかったからだ。

　のんびりしていると東海林に捕つかまってしまうのだ。以前に面めん倒どうを見みていた志垣と違って手はかからないけれど、仕事が速いため、すぐに『次』を要求してくる。

　新しい仕事を早く覚えようと熱心なのは感心するし、仕事自体は東海林のサポートでずいぶん楽になったけれど、四宮自身がいちいち過か剰じように反応してしまうため疲つかれ果ててしまう。

　声を聞いただけで胸が震え、指が触ふれでもすれば体が痺しびれる。心よりも体が先に反応してしまう自分に日々振ふり回されていた。

　いまどきの中学生だって、こんなに初心うぶな反応はしないのではないだろうか。

　ここ数日は、常にそんな状じよう況きようだった。少しくらい息いき抜ぬきをしなければ、このままだと体が持ちそうにない。

「本当にどういうつもりなんだか……」

　廊ろう下かに誰だれもいないのをいいことに独りごちる。エレベーターの下りボタンを押し、目の前の扉とびらが開くのを待った。

　あの日以来、東海林は仕事以外の話題は振ってこない。まるで、二度目の告白などなかったかのように。

（俺が二人きりになるのを避さけてるせいもあるだろうけど）

　東海林は自分の気持ちを伝えただけで満足だったのだろうか。それとも、また自分をからかっただけなのか───どちらにしても、四宮にとっては残ざん酷こくだ。

（いっそ、嫌きらいになれたらよかったのに）

　失しつ恋れんして以来、数えられないくらい、何度もそう思った。けれど、忘れようとしても、些さ細さいな出来事が彼を思い出させた。

　だからこそ、大学では勉強に、就職してからは仕事にのめり込んだのだ。日々に忙ぼう殺さつされている間だけは、余計なことを考えずにすむ。

　そうやって、何とか過去の記き憶おくを頭の片かた隅すみに追いやることができたのに、本人が現れたせいで四宮の努力は水すい泡ほうと帰した。

　思い出は時間と共に美化されていくという。初恋の人と再会して、がっかりしてしまったという話も聞く。だが、数年ぶりに顔を合わせた東海林は、幻げん滅めつするどころか惚ほれ直してしまうくらい男前に成長していた。

　実際、二度目の恋こいに落ちてしまったのかもしれない。そうでなければ、こんなにも心が搔かき乱されはしないはずだ。

　もう二度と恋なんてできないと思っていたのに───。

「待って下さい、四宮さん」

「！」

　今日こそは逃のがれられたと思ったのに、エレベーターを待っている間に追いつかれてしまった。

「これから昼飯ですよね？　ご一いつ緒しよさせて下さい。今日はどこに行くんですか？」

「あー、社食ですませようかと……」

　咄とつ嗟さに行き先を変へん更こうしたのは、東海林と二人きりになりたくなかったからだ。社内にある社員食堂なら、誰かしら知った顔がいる。

「ボタン押し間違えてますよ」

「あ、ああ、ぼんやりしてたみたいだ」

　四宮は力なく笑ってごまかし、ボタンを押し直す。それきり、会話が続かず、二人の間に気まずい沈ちん黙もくが漂ただよう。

　そんな中、東海林が躊躇ためらいがちに口を開いた。

「……あの、一つ訊きいてもいいですか？」

「何だ？　わからないことでもあったか？」

「沖さんとはどういう関係なんですか？　もしかして、つき合ってたりするんですか？」

「……ッ、お前はいきなり何を言い出すんだ…っ」

　驚おどろきに息を吞のんだ弾はずみで噎むせそうになってしまう。

「ずいぶん親しげにされてるので。酔ようとキス魔まになるって云ってましたけど、沖さんにもキスしたんですか？」

　畳たたみかけるように、答えにくい質問をぶつけられる。返答に窮きゆうし、四宮はそっけなく切り捨てた。

「お前には関係ないだろ」

「関係あります」

「どんな関係があるっていうんだよ。所しよ詮せん、ただの同どう僚りようだ」

「四宮さんにとって俺はただの部下かもしれませんが、あなたが誰だれ彼かれ構わず唇くちびるを許してるんだとしたら黙だまっていられません」

「……ッ、失敗したのは一度だけだよ！　ヘンなこと思い出させるな！」

　あまりのしつこさに、思わず本当のことを云ってしまった。声を荒あららげた四宮に驚いた様子で、東海林は目を丸くしている。

　実際、東海林とのことを含めたら、酒の失敗は二度だけだ。東海林は、頭の中でどんな想像をしているのだろうか。

「……すみません」

「……いや、俺も大きな声出して悪かった。沖はただの友達だ。あいつは悪ノリするのが好きなんだよ。云っとくけど、他ほかの人に酔ってキスしたことなんてないからな」

　沖と間ま違ちがいを犯おかしたのだって、彼を東海林と間違えてしまったせいだ。

　再び、重苦しい空気の中、黙り込んでいると、ようやくエレベーターがやってきた。

　チン、という軽い音と共に開いた扉の向こうには、朝から打ち合わせで外出していた伍嶋が乗っていた。

「あ、伍嶋さん。おかえりなさい」

　第三者が現れたことにほっとし、四宮は緊きん張ちようを緩ゆるめる。

「お前ら、もう昼飯か？」

「ええ、ちょうどキリのいいところで仕事を切り上げられたんで、社食が込む前に行っておこうかと」

「じゃあ、俺もそうするか。ちょっと話があるんだ。気になることがあってな……」

　伍嶋は珍めずらしく深刻そうな様子だった。どんなに切せつ羽ぱ詰つまった状態でも、泣き言は云わない人だ。もし困っているのだとしたら、外的な要因によるものだろう。

「俺は席外しましょうか？」

「いや、どうせだからお前もいてくれ。ウチのチームの問題だから」

　伍嶋は気を利きかせて職場に戻もどろうとした東海林を呼び止めた。

「わかりました」

　三人で連れ立って社員食堂に行き、それぞれ食事を注文したあと、奥まった場所にある丸テーブルについた。まだ正午になっていないこともあって、社員の姿はまばらだった。

「さすがにまだ空すいてるな」

「一いつ般ぱん職しよくはまだ昼休みじゃないですからね。───それで、何があったんですか？」

　箸はしを手に取りながら改めて問いかけると、伍嶋は眉まゆ根ねを寄せてうんざりとした口調で話し始めた。

「さっき耳にしたんだが、どうもＳ社の例のやつの発売日がウチと同日みたいなんだ」

　例のやつというのは、競合している他社から出る予定になっている類るい似じ商品のことだ。

　プレスリリースをした途と端たん、Ｓ社が同じような新商品を発表してきたため、発売時期を前まえ倒だおしすることにしたのだが、その日付まで被かぶるとは予想だにしていなかった。

「それ、本当ですか？　あ、でも、誰から聞いてきたんですか？」

「Ｓ社の営業。一人口が軽いのがいてな。たまたま、店頭で会ったから探さぐりを入れたら、口を滑すべらした」

　さらりととんでもないことを云いう伍嶋に啞あ然ぜんとする。

「……伍嶋さん、外に何しに行ってるんですか……」

「市場調査だよ。俺は世間話をしてきただけだ」

　打ち合わせの帰りなどに小売店を見て回ってきているのは知っていたけれど、そういった情報収集までしていたとは恐おそれ入る。

「でも、さすがに偶ぐう然ぜんですよね…？」

「そうあって欲しいがな。何せ、先週の会議で決めたばかりだからな。流通にもまだ話は行ってないはずだし、ウチの営業が口を滑らせるわけがない」

　その他に内部情報を知っているのは、企き画かく部の一部スタッフと会社の上層部くらいだ。

　情報が漏もれるはずがない───そんなふうに云いつつも伍嶋が顔色を曇くもらせているのは、こんな偶然が初めてではないからだ。

　その会社にはヒットした携帯コンテンツを発表直後に後追いで真似まねされたり、酷こく似じした商品名を使われたりすることが恒こう例れいになってしまっている。

　毎回、権利が侵しん害がいされたと訴うつたえるには微び妙みようなラインぎりぎりのものを出してくるのだから質たちが悪い。ユーザーには商品を混同されて、いわれのない苦情が舞まい込んできたりもする。

「あの、誰かのＰＣから漏れたってことはないですか？」

　それまで大人しく話を聞いていた東海林の言葉に、伍嶋は緩く首を横に振る。

「可能性は低いだろうな。前にメールの誤送信で社外秘のファイルが外部に漏れたことがあっただろ。あれ以来、こういった事じ項こうを書面にするときは、ネットワークに繫つないでないＰＣを使ってるんだよ。データにするとどうしてもどこかに紛まぎれる可能性があるからな」

　人のやることには、どうしてもミスが出る。だから、ミスが起こっても大きな問題にならないよう、予防しているのだ。それにシステムに関しては、優ゆう秀しゆうな管理部門があるため外から侵しん入にゆうされて気づかなかったということは考えにくい。

「念のため、発売日はもっと前倒ししたほうがいいだろうな。くそ、また対策会議かよ。無む駄だに時間取られるから嫌いやなんだよな」

　伍嶋はうんざりとした口調で吐はき捨て、自棄やけ気味に定食のカツ丼どんをかき込んだ。怒いかり心しん頭とうといった様子だ。

「気持ちはわかりますけど、工場にも無理してもらうことになるんですから、会議くらい文句云わないで下さいよ」

「わかってるけど、腹が立つんだよ。何であいつらのために俺の貴重な時間を消費しなくちゃいけないんだ」

　ライバル視され、後追いをされるということは、常に先を走っている証しよう拠こだ。クオリティの高いものを作っているという自負はあるけれど、こうも度たび々たびケンカを売られてはやさぐれたくもなるだろう。

「とにかく、詳くわしい話は部長に報告してからだな。さっさと飯食って、仕事するしかないな」

「そうですね」

　晴れない気持ちのまま、それぞれが黙もく々もくと箸を動かしていると企画部の女児向けの商品を開発しているチームの女子社員たちが声をかけてきた。

「どうしたんですか、今日は。伍嶋さんたち、いつもこんな早くにお昼食べに来ないのに」

「ランチミーティングってとこだよ」

「じゃあ、相席したらお邪じや魔まですか？」

「いや、もう話は終わったからいいよ。飯ももう食い終わるけどな」

　気がついたら、伍嶋も東海林も器うつわが空になっていた。四宮も慌あわてておかずの残りを口に運ぶ。

「それじゃあ、お邪魔しまぁす」

　東海林の隣となりの席には一番年上の子が素す早ばやく座った。残りの二人が一いつ瞬しゆん恨うらみがましい眼まな差ざしを向けたように見えたのは気のせいだろうか。

「あっ、よかったらこれ、あとでおやつにでもして下さい。商品開発の取材も兼かねて、昨日みんなでお菓か子し教室に行ってきたんです。あの、もしかして、甘いもの苦手ですか？」

　やはり、東海林に対してはいつもの声とはトーンが違ちがう。そういえば、ここ数日は化け粧しようっけのなかった女子たちが、やけに気合いを入れた格好で会社に来ている。

（まあ、有望株だもんな）

　仕事のできる男前な新人が入ってきたのだから、目をつけて当然だろう。自分のことで手て一いつ杯ぱいで周囲を見回す余よ裕ゆうもなかったけれど、やはり東海林はモテるようだ。

「ありがとうございます。こう見えて、甘いもの好きなんですよ」

「よかった！　あ、伍嶋さんも四宮さんも食べて下さいね」

　ついでのように云われて二人で苦く笑しようする。何度も共に修しゆ羅ら場ばを乗り越こえてきた四宮たちのことは『男』の数に入っていないようだ。

　何気なく彼女たちの喜ぶことをさらりと口にしているところを見る限り、東海林もそれなりの交際をしてきているのだろう。

（───胸が痛い）

　どこの誰だれかもわからない東海林の恋こい人びとのことを考えただけで、もやもやとした気持ちになる。自分の気持ちを伝える気もないくせに子供っぽい焼き餅もちを焼く自分が嫌でたまらない。

「お前ら、東海林を狙ねらうのはいいけど、目の色変えて食いついてるとすぐ逃にげられるぞ」

「べ、別にそんなつもりじゃないですって」

「そうですよ！　人聞き悪いこと云わないで下さい」

　伍嶋がニヤニヤと笑いながらからかうと、女の子たちは目を泳がせながら口々に云い繕つくろった。

「スーツなんか着てるから、二割増しに見えてるだけかもしれないぞ」

「もう！　ヘンなこと云わないで下さいってば!!」

「わかったわかった。お、食い終わったか？　じゃあ、俺たちは退散するか」

　伍嶋は四宮が食べ終わったのを確かく認にんして立ち上がる。慌てて追いかけようとすると、東海林が目の前のトレーを返へん却きやく口へと持っていってくれた。

　残念そうにしている女子を残し、早足で二人に追いついた。

「あ、ありがとう」

「いえ、急せかしてしまったみたいですみません」

　四宮たちはカウンターに並ぶ列を尻しり目めに社員食堂をあとにし、空になったエレベーターに乗り込んだ。

「そういや、いつまでそんな堅かた苦くるしい格好して来るつもりなんだ？　ウチは私服でいいって云ってあるよな」

　他部署と違って、企画部は私服で構わないのだが、東海林は未いまだにスーツを着てきている。

「いきなり私服って云われても、着る服なんてないですよ」

「そんなこと云って、実は私服のセンスに自信がないんだろ」

「それもあります」

　談笑する二人を横目に、こっそりと東海林の姿を足先から頭まで眺ながめた。

（ずっとスーツのままでもいいのに）

　何を着ても似合うとは思うが、東海林にはスーツのストイックさがよく合っていると思う。というより、そのほうが自分の好みなのかもしれない。

　高校のときも制服はブレザーで、部活のときのスタイルとのギャップによくドキドキしたものだ。

「四宮はどう思う？」

「え!?」

　急に伍嶋から話を振ふられ、思わず声がひっくり返ってしまった。

「あ、ええと、よく似合ってると思います、けど……」

　いきなりだったせいで、素す直なおに答えてしまった自分が恥はずかしくなる。ごまかすように、云いい訳をつけ加えた。

「ほ、ほら、そのほうが女性陣じんのやる気も上がるでしょうし」

「たしかに女子はスーツ好き多いよな。俺もたまにはスーツ着てくるかな」

　伍嶋は自分の着ているシャツの胸むな元もとを引っ張りながらぼやいた。

「いいんじゃないですか？　きっと、女子はみんな喜びますよ。俺が着ると学生服みたいになっちゃいますけど」

「それは云えてるな」

「伍嶋さん、口だけでも否定して下さいよ。───あ、俺、トイレ寄ってから戻もどります」

　できるだけ会話の流れが不自然にならないように云い、反対方向へと歩き出した。しばらく一人になって、気持ちを落ち着けてこなければ仕事に集中できそうもない。

（顔洗ってこよう……）

　昼食は伍嶋がいてくれて助かったけれど、最後にああいう話題を振られるとは思ってもみなかった。勘かんの鋭するどい伍嶋に怪あやしまれていなければいいのだが。

　トイレへと続く角を曲がろうとしたそのとき、不意に肩かたを摑つかまれた。

「しょ、東海林!?」

「俺も手を洗おうと思って」

「そ、そうか」

　咄とつ嗟さのことで、動どう揺ようを隠かくしきれない。別に追いかけてきたわけではないのだからと自分に云い聞かせ、必死に平静を装っているのに、東海林はわざとらしく耳打ちしてきた。

「───それで、先せん輩ぱいはどっちがいいですか？」

「……ッ!?」

　あまりの近さに、耳元に温かな吐と息いきがかかる。四宮は、ざわりと震ふるえが走った首筋を押さえながら飛び退のいて距きよ離りを取った。

　けれど、バクバクいっている心臓の音はフロア中に聞こえてしまいそうなほどうるさい。

「ど、どっちって何が」

「スーツと私服。どちらが好きですか？　やっぱり、スーツですか？」

「べ、別に俺はどっちでも……」

　どっちでもと云いながらも、手で押さえている部分がやけに熱い。きっと、顔も赤くなっているだろう。

　東海林を必要以上に意識していることが、これでバレてしまったような気がする。

「ていうか、何で俺に訊きくんだよ。好きにしたらいいだろ」

「何でって───」

　再び東海林が口を開こうとした瞬しゆん間かん、トイレの中から水の流れる音がした。すぐ近くに人がいたことに、胸が冷える。

　聞かれていませんようにと祈いのるように願っていたら、中から部長が出てきた。立ち尽つくしている二人に、不思議そうな顔で訊たずねてくる。

「お前ら、こんなところで何やってるんだ？」

「ええと、ちょっと立ち話を……」

「話ならもっと落ち着けるところでしたらどうだ？」

「そ、そうですね」

「あ、俺は先に戻ってます」

「あ、ああ」

　気を利きかせた東海林が先にフロアに戻っていく。一いつ緒しよにいるとますます狼狽うろたえてしまいそうだったため助かった。

「何だ？　若いのは忙せわしないな。お、そうだ、四宮。相談したいことがあるから、あとで俺のところにきてくれ」

「わかりました」

　結局、話の続きは有う耶や無む耶やになってしまい、東海林の答えを聞くことはできなかった。

　もしかして、「好きだから」とでも云う気だったのだろうか。

（いやいやいや！　何考えてんだ、俺は！）

　自分の想像で、頭に血が上る。自らの浮うかれっぷりが恥ずかしくて、熱くなった顔を冷やすためにトイレに駆かけ込み、洗面台で冷たい水を顔に叩たたきつけた。










「四宮さんたち、まだ残ってるんですか？」

　帰り支じ度たくをしている女子社員に声をかけられ、ふと我に返る。気がつけば、フロアの明かりは半分落とされ、残っているのは自分を含ふくめて三人だけになっていた。

「あー、もうちょっとだけ。あと少しで一区切りしそうだから」

　今日はどうしても集中できず、残業せざるを得なくなってしまったのだ。

　一度切れた集中力を取り戻すのは難しい。どうしても東海林のことばかり考えてしまい、デスクに向かっていてもいいアイデアは浮かばないし、資料を読んでも頭に入ってこないという悪あく循じゆん環かんだった。

　明日以降に挽ばん回かいできれば問題ないのだが、そうやって後回しにしていった結果、絞しまっていくのは自分の首だ。そうなるくらいなら、早いうちにこなしておいたほうがいい。

「あんまり無理しないで下さいね。それじゃあ、私はお先に失礼します」

「お疲つかれ。外暗いから気をつけて帰れよ」

　彼女を見送った四宮は、凝こり固まった肩を回して解ほぐした。ついでに、ＰＣの画面を凝ぎよう視ししていたせいで疲れが出てきた目元も指で揉もむ。

　だが、日中は捗はかどらなかった作業も、東海林が伍嶋に連れられて夕方から打ち合わせに外出してくれたお陰かげでずいぶん進めることができた。

（我ながら、わかりやすすぎるよな……）

　精神的に十代からあまり成長できていないのかもしれない。とくに恋れん愛あい自体、経験値が低いせいで対処に困っていた。

　現実問題、恋こいに現うつつを抜ぬかして仕事を疎おろそかにしている場合ではない。学生の頃ころのように、時間を持て余しているわけではないのだから。

　どうすれば感情や集中力をコントロールできるようになるのだろう。子供の頃は、歳を重ねれば大人になれると思っていた。大人の年ねん齢れいになったいま、それが幻げん想そうでしかなかったとわかったけれど、大人になる方法はまだわからない。

（まあでも、ずいぶん進んだよな）

　伍嶋に相談してから進めたいこともあるし、あとは明日に回しても問題ないだろう。

　作業に一区切りつけ、きちんとファイルが保存されたことを確かく認にんしてからＰＣの電源を落とす。手早くデスク周りを片づけていると、一緒に残っていた志垣が焦あせった様子で声をかけてきた。

「え、四宮さんも帰っちゃうんですか？」

「うん、今日は帰るよ。だらだらやってても効率悪いし、明日早めに来てやろうと思って。志垣は何をやってるんだ？」

「ええと、企き画かく書しよです。実は、まだできてなくて……」

　この部署では、チーム内でそれぞれアイデアを出し合い、全員に好こう感かん触しよくだったものを煮に詰つめてから、正式に企画として立ち上げるという形を取っている。

　チーム内での話し合いのあと、企画書を発案者が仕上げて会議に提出し、改めて話し合うという手順になっているのだが、明日の会議では、珍めずらしくアイデアを評価された志垣がその企画書を出すことになっていた。

　単独で立ち上げた企画を発表するのは初めてのはずだ。さぞかし緊きん張ちようしていることだろうと思っていたのだが、志垣にそんな雰ふん囲い気きは見られない。それどころか、会議で参加者に配るぶんの企画書も、彼のデスクには見当たらなかった。

「早く印刷しろよ。まとめる手伝いくらいならできるから」

「だから、まだできてないんです」

「できてないって、もしかして、企画書自体ができてないってことか…？」

「思ってたより手間取っちゃって」

　四宮の問いかけに、志垣は決まりが悪そうに笑う。

（笑ってる場合じゃないだろう……）

　抜き差しならない状じよう況きようだということはわかったが、緊きん迫ぱく感かんが見られない。もし自分がその立場だったら、青くなりながら必死に作業しているだろう。

　準備期間はそれなりにあったはずだ。それなのに、完成していないということはサボっていたのだと思われても仕方ない。実際、何もしていなかったのだろうことは容易にわかる。

「何ができてないんだ？」

「資料は揃そろってるんで、あとはまとめるだけなんですけど、焦ると何か上手うまくできないっていうか……こう、ぱっとした紙面にできなくて困ってるんですよね。アドバイスしてもらえると助かるんですけど」

　悪びれずに云いう志垣に、呆あきれて何も云えなかった。アバウトすぎる希望に、助言のしようもなかったが、ここで放ほうっておくわけにもいかない。

「……わかったよ。ちょっと見せてみろ」

　明日の会議に使うものがまだできていないとなると無視できない。困るのは志垣だけでなく、直接の上司である伍嶋や同じチームの四宮も、責任を問われる可能性がある。管理不行き届きやチーム内の協力関係の不足が疑われかねない。

「ありがとうございます！」

「俺の共有フォルダにファイルを入れてくれるか？」

「わかりました」

　返事だけははきはきとしているのだが、彼は如何いかんせん仕事が遅おそい。揃えておくべき資料が遅れるのはいつものこと、取引先の担当者や営業部への連れん絡らく事じ項こうすら忘れていることがある。

　東海林が新人としてやってきたため、そういった雑務の担当からは外れることになったけれど、それ以外の仕事がきちんとこなせるかどうかいささか不安だった。

「いま入れました。俺の名前がついてるフォルダがそうです」

「これか。……おい、企画書につける素材ってこれだけか？」

「そうですけど？　チーフの企画書なんかいつも簡潔じゃないですか」

「あれは───」

　伍嶋の企画書がシンプルなのは、いつも生み出す企画が斬ざん新しんだからだ。比べることのできる過去の事例がほとんど見つからないため、添そえるデータがないだけであって、手を抜いているわけでは決してない。

　しかし、いまそれについて説教したところで時間を無む駄だにするだけだ。

「お前のは既き存そんのものを携帯コンテンツに置き換かえようっていう企画なんだろう？　元の商品の売れ方とか想定してるターゲット層とか、つけ加えるべきことは色々あるんじゃないか？」

「なるほど、それはそうですね。あ、でも、そのへんのデータ、俺持ってるかどうかわかんないんですけど」

　そういったものの整理はお前の仕事だっただろうと声を荒あららげたくなったけれど、ぐっと堪こらえる。ここで怒おこっても雰囲気が悪くなるだけだ。

「……俺のＰＣに入ってるよ」

「助かります！　俺、そっちいきますから、四宮さんのＰＣで作業してもらっていいですか？」

「それじゃ意味が───いいや、わかったよ」

　志垣を横で指導するより、自分がやったほうが早く終わる。どうせ、志垣に小言を云っても、右から左に聞き流すだけだ。

　個人的に企画書用に作ってあるテンプレートを開き、受け取ったデータを流し込んでいく。手持ちのファイルから売り上げのデータなどのグラフを探し出しつつ、横にいる志垣に指示を出した。

「この文章、もう少しどうにかならないか？」

　自分自身も企画書作りが得意なほうではないけれど、志垣の文章は酷ひどすぎる。文章自体も支し離り滅めつ裂れつだし、何よりやる気が感じられない。

「どうにかって、どう直せばいいんですか？　具体的に云ってもらわないとわかりません」

「具体的にって……さっき云ったように、どういった層がターゲットなのかとか、思いつくに至った理由とか、何かないのか？」

「そんなこと云われても、とくに考えてないですし。第一、俺が思いついたわけじゃないんですよね」

「は？」

　あっけらかんと告げられた言葉に、四宮は啞あ然ぜんとする。

「いまつき合ってる彼女から云われたんですよ。こんなのあったらいいなぁって。あっ、じゃあ、ターゲットは二十代女性ってことでどうですかね」

「……いいんじゃないか？」

　アイデアすら自分で考えたものではなかったことに愕がく然ぜんとした。周囲からアドバイスをもらうのはいいけれど、初めてまともに提出する企画書がこんな状態では先が思いやられる。

「文章直してみますから、他ほかの作業はよろしくお願いします」

「…………」

　何も云い返す気になれず、力なくため息をつく。

　そんなこんなで結局、ほとんどの作業を四宮がやることになった。志垣が直した文章をさらに手直しし、手持ちのデータを添えて、何とか企画書の体てい裁さいが整ったときにはずいぶん遅い時間になってしまっていた。

「あとは刷り出して綴とじるだけだな」

「うん、まあ、こんな感じでいいんじゃないですか？」

　横で口を出していただけだった志垣は、まるで自分が一仕事終えたあとのような顔をしている。ここまで横おう柄へいな態度を取られると、怒る気力も削そがれてしまう。

「これなら、企画会議通りますよね？」

「あとはプレゼン次し第だいだろうな」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。俺、てきとうなこと喋しやべるのは得意なんで」

「……プリンターの電源入れてくるよ」

　志垣の言葉を聞き流して、席を立つ。これ以上、彼と話をしていると苛いら立だちが限界を超こえてしまいそうだった。

　念のためと思い、プリンターの給紙トレーを確認したら空になっていた。いつもは横に積んであるストックすらない。

「紙がないようだから、取ってくる。最後に自分の目で誤字脱だつ字じがないか確認しててくれ」

「わかりましたー」

　紙を取りに行ってこいと云えば、ストックが見つからなかったとかサイズがわからないなどと云われて二度手間になりかねない。

（こうやって面めん倒どうになってあいつにやらせないのがいけないのか？）

　人それぞれに得手不得手はあるのだから、彼が成長するのをもっと長い目で見てやらなくてはいけないのかもしれない。

　反省しながらコピー用紙の束を多めに持って戻もどってきた四宮は、自分の目を疑った。さっきまでそこにいた志垣の姿がどこにもない。

「あいつ、どこ云ったんだ…？」

　トイレにでも行ったのかと思ったが、さっきまで置いてあった彼のカバンすらない。ふとデスクの上を見てみると、彼の字で書かれたメモが残されていた。

　───急用ができたので帰ります。あとはお願いします！

　どうやら、四宮が席を外したほんの数分のうちに逃にげ出したらしい。

　呆れ果てたけれど、これを放って帰れるような性格ではない。志垣が手伝いを頼たのんでくるのは、四宮のそんな性格をわかっているからだろう。

「いったい、誰だれの企き画かくのプレゼンなんだ……」

　がっくりと脱だつ力りよくしつつも、仕方なく一人で作業を続けることにした。

　最初の頃ころ、彼の教育係をしていたのは伍嶋だ。その当時はそれなりに仕事を真面目まじめにこなしていたけれど、伍嶋の手を離はなれてから手を抜ぬくことを覚えてしまったような気がする。

　頼たよられることが嬉うれしくて、頼まれごとをされるたびにあれこれと手伝ってしまったのが悪かったのかもしれない。

　しかし、毎月受け取っている給料ぶんくらいの仕事はこなしてもらいたいものだ。

「せめて、内容の確かく認にんくらいはしていけよ」

　ぼやきながらも、文章に誤字脱字がないか確認し、漢字の誤ご変へん換かんを直してから印刷を実行する。何とも云いいがたいやりきれなさを覚えながら、プリンターの前で刷り上がるのを待っていると、フロアに誰かが入ってくる気配がした。

　きっと、警備員の見回りだろう。早く帰れと急せかされるに違ちがいない。どう云い訳をして施せ錠じようを待ってもらおうかと考えていた四宮の耳に聞こえてきたのは予想外な声だった。

「四宮さん…？」

「！」

　そこにいたのは直帰したはずの東海林だった。

「どうしたんだ？　今日は伍嶋さんと一いつ緒しよに直帰だったろ」

　不自然にならないよう、何気なさを装って問いかけたけれど、少し声が上うわ擦ずってしまった。

「……忘れ物をしたんですよ。四宮さんこそ何してるんですか？」

「あー、明日の会議の資料をね……」

「明日は志垣さんのプレゼンでしたよね？　四宮さんも何か提出されるんですか？」

　伍嶋が外出するときに、志垣に釘くぎを刺さしていっていたのを思い出した。後こう輩はいに仕事を押しつけられたことなど、東海林には知られたくなかったけれどもうごまかしようがない。

「うん、何て云うか、その、あいつのを手伝ってるんだ」

「どういうことですか？　志垣さんならさっきすれ違いましたけど。───もしかして、四宮さんにやらせて、自分は先に帰っていったんですか？」

「気がついたらいなかったんだよ。何か急用があるとかで、メモだけ残ってたんだ。でも、途と中ちゆうで放ほうるわけにもいかないだろう？」

　志垣に特別甘い顔をしているとは思われたくなかったため、やむなく彼の残していったメモを東海林に見せた。しかし、舐なめられているという事実は如何いかんともしがたい。

（きっと、呆あきれてんだろうな……）

　自分は昔からこうだ。頼られていると云えば聞こえはいいけれど、都合よく使われている面があることは否いなめない。だが、四宮の予想に反し、東海林は自分のことのように憤いきどおった。

「彼が投げ出していった仕事の尻しり拭ぬぐいをする必要がどこにあるんですか？　あなたは自分が人に利用されやすいことをもっと自覚したほうがいい」

「そんなことわかってるよ。───でも、何でお前がそんなに怒るんだ？」

　ふと疑問に思って問い返すと、東海林は何故なぜか気まずそうな表情を浮うかべた。

「……そういう不正を働いたほうが得をすることが嫌いやなんです」

「東海林は真面目だなぁ」

　クールに見えるけれど、まだまだ青い部分も多いようだ。感心したように云う四宮に対し、東海林は憮ぶ然ぜんとして訊きいてくる。

「四宮さんは腹が立たないんですか？」

「ちょっとムカついてたけど、東海林が怒おこってくれたからもういいかなって」

　我ながら現金だと思うけれど、さっきまでささくれだっていた心は、いつの間にか穏おだやかになっていた。

「理解できない。四宮さんはお人ひと好よしすぎます」

　そう吐はき捨てながら、東海林はむすっとした顔でコートを脱ぬぎ、四宮の隣となりに座った。

「東海林？」

「手伝います。これを一部ずつ綴じていけばいいんですよね」

「い、いいよ、一人で大丈夫だから」

　企画部だけでの会議だから、大した数ではない。こんなことで東海林の手を煩わずらわせるのは申し訳なかった。

「俺だって四宮さんを放って一人では帰れません。それに二人でやった方が早いでしょう？　四宮さんも、さっさと手を動かして下さい」

　東海林は印刷したばかりの企き画かく書しよに手を伸のばし、一セットごとにクリップでまとめていく。

　口調はぶっきらぼうだけれど、自分を気き遣づかってくれていることは充じゆう分ぶん伝わってきた。黙もく々もくと手を動かしている東海林を見ているだけで、胸が切なく締しめつけられる。

　ただでさえ意識してしまって困っているのに、優やさしくなんかされたりしたら、ますます好きになってしまう。期待したくなる自分を抑おさえきれない。

（いまでも好きって、どういう意味で？）　>>>♥

　四宮は、直じかに訊く勇気の出ない言葉を胸の内で呟つぶやいた。見つめただけで、東海林の心が読めるならどんなにいいか。そうすれば、こんなにも思い悩なやまずにすむのに。

　東海林の気持ちが気になるくせに、答えを聞くのが怖こわい。

（よっぽど、ウチの女子たちのほうが積極的だよな）

　うじうじと思い悩むばかりの自分が情けない。だけど、また傷つくくらいなら、いまのままでいたほうがいいと思ってしまうのだ。

「四宮さん、どうかしましたか？」

「な、何でもない」

　手が止まっていたのは、東海林に見み蕩とれていたせいだなんて云うわけにはいかない。視線を手元に落として、作業の続きをする。

「疲つかれてるなら、先に帰ってくれてもいいですよ。俺があとやっておきますから」

「大丈夫だ。ちょっと腹減ったなって思ってただけだから」

　物もの憂うげな表情の理由を空腹のせいにして、苦笑いを浮かべてみせた。事実、夕食は口にできておらず、体はエネルギー不足を訴うつたえている。

　以前は机に栄養補助食品をストックしていたけれど、あれがあるせいで夕食を食べ損そこねることが多いことに気づいてからは買い込むのをやめている。しかし、こういう日があることを考えると、やはりいくつか買い込んでおいたほうがいいかもしれない。

「そういえば、ずっと会社にいたんでしたよね。昼から何も食べてないんですか？」

「コーヒーくらいしか腹には入れてないな。お前は外で食ってきたのか？」

「打ち合わせついでに軽食を食べてきました。よかったら、これどうぞ。腹に溜たまるものではないですけど」

　東海林がカバンから取り出したのは、キャラメルの箱だった。彼に似つかわしくない懐なつかしいパッケージに、思わず目を瞬しばたたく。

「本当に甘いもの好きなんだな」

　女子社員に云った言葉は、口先だけのものではなかったらしい。

「似合わないのは自覚してます。食べないならしまいますよ」

　心なしか拗すねているように聞こえるのは、本人もギャップがあることを自覚しているせいだろう。そんなところも可愛かわいく思える。

「食べる食べる。俺も甘いの好きだし」

　そう云うと、東海林は一度引っ込めたキャラメルを手の平に載のせてくれた。微かすかに触ふれた指先の温度に鼓こ動どうが跳はねる。

　甘い震ふるえが全身に伝わり、心臓がぎゅっと締めつけられる。

「さんきゅ」

　薄うす紙がみを剝はがして口に放り込んだキャラメルは、何故か少しほろ苦く感じた。







　　　　４







　朝一に開かれる企き画かく会議のため、いつもより早く出社した四宮は志垣の席に目をやった。昨夜、東海林と二人で仕上げた企画書はそこに置いたときと同じ位置にある。

　どうやら、まだ出社していないようだ。四宮に押しつけていった企画書の出来上がりが気になったりはしないのだろうか。

（まあ、気になるくらいなら放って帰ったりはしないよな）

　そもそも、基本的に仕事に対する考え方が違ちがう相手に、同じ感覚を求めること自体無理なのだ。できる範はん囲いでも協力はしたのだから、あとは本人がどうにかするしかない。

　愛用している手帳と筆記用具を手に会議室に行くと、すでに何人かは席についていた。末席に近い場所に腰こしを下ろすと、すっと目の前にお茶の入った紙コップが差し出された。

　スーツの袖そで口ぐちに違い和わ感かんを覚えて振ふり返ると、そこには東海林が立っていた。

「おはようございます」

「おはよう。そうか、今回から会議の準備はお前がやるのか」

　会議が始まる前の準備は新人の仕事だ。議案に上る企画書などは、会議が始まる前に立案者から受け取って配布し、スライドなどを使う場合はその機材を用意する。

　先日までは他ほかのチームの女子社員がその役目を担になっていたのだが、新しく来た東海林が引き継ついだようだ。

「不ふ手て際ぎわがなければいいんですが」

「大だい丈じよう夫ぶだろ。もし何かあっても、この会議は企画部だけのやつだから誰だれかフォローしてくれるから」

　毎週行われている内輪の話し合いのようなものだから、そこまで畏かしこまる必要はない。

「そういえば、昨日はごちそうさまでした」

「いや、こっちこそ悪かったな。手伝ってもらって助かったよ」

　昨日は帰りがけに二人で食事に行くことになった。会話から何となくそんな流れになり、作業を手伝わせてしまった詫わびに食事を奢おごったのだ。奢るといっても、安い居酒屋の支し払はらいを持っただけなのだが。

「四宮さんが謝る必要はないでしょう。ところで、少し声が掠かすれてるようですけど、風邪かぜですか？」

「ちょっと喉のどがいがらっぽいだけだよ。このところ、乾かん燥そうしてるからそのせいだろ」

　連日の疲れがたたってか、今朝起きたら少し風邪っぽかったけれど、大したことではない。そんな些さ細さいな変化に気づいた東海林に感心する。

「あまり無理はしないで下さい。いま酷ひどい風邪が流行はやってるみたいですから」

「気をつけるよ。ウチは人手不足だから、一人でもかけると大変だしな」

「俺はあなたの体が心配なんです」

「へ？」

　ストレートな労いたわりの言葉にドキリとする。東海林はとくに意識をしているわけではないのだろうが、時折こうして殺し文句を吐はくから困ってしまう。

　こっそりと深呼吸をして動どう揺ようを鎮しずめていたら、東海林は苛いら立だちの混じった声で訊きいてきた。

「それで、志垣さんはまだ来てないんですか？」

「本人のデスクにもいなかったから、まだなんじゃないか？」

「俺も偉えらそうなことを云いえる立場ではありませんが、彼は仕事をする気があるんですか？」

　一晩経たったいまも東海林の怒いかりは薄うすれていないらしい。異動願を出し続けて、やっとその希望が通ったばかりの立場にしてみたら、志垣の態度は腹立たしく思えるのだろう。

「うーん、ないわけじゃないから、会社に来てるんだと思うけど……」

　実際のところはよくわからない。取引先の社長の長男という立場を使ってのコネ入社だということは、以前自分で吹ふい聴ちようしていた。

　企画部にいるのは本人の希望らしいが、四宮には目的意識があるようには感じられない。だが、一応は毎日出社しているのだから、何かしらやりたいことはあるのだろう。

「まあ、まだ若いから……」

「若いって云っても、俺と同い年ですよね？」

「そういえば、そうだったな……」

　東海林と話をしている間も、次々に会議室の席が埋うまっていく。部長までが席についたというのに、志垣はまだ現れなかった。

（何してるんだ、あいつは……）

　他人ひと事ごとながら、さすがに心配になってくる。

　企き画かく書しよができていても、本人がいないのでは話にならない。ハラハラしていると、もうすでに大方のメンバーが揃そろっている会議室に、志垣がぎりぎりのタイミングで現れた。

　遅おくれたことに対する焦あせりもないのか、しまりのない顔で眠ねむたそうにしている。志垣は四宮の顔を見た途と端たん、悪びれもない顔でへらへらと謝ってきた。

「おはようございます。昨日はすみませんでした」

「急用とやらは大丈夫だったのか？」

「ええ、まあ、大したことじゃなかったんで」

　棘とげのある口調で云ったにも拘かかわらず、志垣は嫌いやみだということも気づかなかったようだ。

（大したことない用事なら、仕事を終わらせてから行けよ！）

　そうは思っても、周りに他の社員もいるところで叱しかるのは少し可哀かわい想そうに思えたので、注意を促うながすだけにしておいた。

　志垣のようなタイプは人前で叱られると意固地になることもあるため、扱あつかいは慎しん重ちようになる必要があるのだ。

「今回は仕方なかったけど、次からはもっと早く準備しろよ。いつでも俺が手伝えるわけじゃないんだからな」

「わかってますって。もういいですか？　これ配っておかないといけないんで」

　志垣はこれ以上小言を聞く気はないと云わんばかりに、四宮に背中を向ける。その態度にも腹が立ったが、何を行ってもどうせ聞き流すだけだと諦あきらめた。

　企画書を配っている志垣を横目に他の社員から提案される予定の企画に目を通していたら、部長と彼の会話が耳に入ってきた。

「志垣、今回の企画書はよくできてるじゃないか」

「そうですか？　部長にそう云ってもらえるようにがんばりましたから」

「なっ……」

　恩着せがましいことを云うつもりはないけれど、あまりに厚かましいとしか云いようのない志垣の返答に絶句する。何もしていないくせに、よくそんな心にもないことを云えるものだ。

　啞あ然ぜんとしていたら、準備を終えて末席に座っていた東海林が、おもむろに志垣の企画書を手に取った。そして、そのページを捲めくりながら、何食わぬ顔で口にする。

「さすが四宮さんの作った企画書は見やすいですね」

　東海林の言葉に、志垣はぎょっとした顔をした。しかも、彼の声はよく通るため、会議室全体が静まり返った。それまで褒ほめていた部長も表情を曇くもらせる。

（このバカ！　何でこんなとこでわざわざ云うんだよ…っ）

　自分の身に集まる視線に居い心ごこ地ちの悪さを感じつつ、横にいる東海林の様子を窺うかがった。彼は気まずい雰ふん囲い気きを察したといった態度で余計なことをつけ加えた。

「すみません、違いましたか？　昨日、この企画書を四宮さんが一人で残業して作ってたので、俺はてっきり……」

「四宮が？」

「ええ、俺もお手伝いしましたから。色々と教えていただいて勉強になりました」

　しれっと答えた東海林に、部長は目を吊つり上げた。

「志垣、どういうことだ？」

「いや、その、どうしても間に合わなかったから、ちょっとだけ手伝ってもらったんです」

　志垣は焦りを滲にじませた声で、部長に云い訳する。

「お前は四宮に手伝わせておいて先に帰ったのか？」

「昨日は急用があって……」

「いったい、どんな急用だったんだ？　そもそも、勤務時間に外をふらふらしてたのは、アイデアをまとめるためじゃなかったのか？」

「あの、でも、俺はまとめるのを手伝っただけですから…」

　畳たたみかけて怒おこられる志垣のフォローを入れるが、部長の怒りが簡単には解けることはなく、逆にぴしゃりと云い返された。

「四宮は黙だまってろ。俺は志垣に話をしてるんだ」

「す、すみません」

　四宮は低く唸うなるような部長の声こわ音ねに小さくなる。

　志垣への説教が終わったあともぴりぴりとした空気は払ふつ拭しよくできず、今日の企き画かく会議はまともに進まなかった。










　───そんなこんなで今日は一日中、志垣から恨うらみがましい目を向けられることになった。

　逆恨みとわかっていても、気持ちのいいものではない。他の社員からは同情の空気が感じ取れ、何とも云えず居たたまれなかった。

　居心地の悪さを感じていたのは志垣も同じだったようで、日中はアイデアを練り直すと云って、ほとんど席にいなかった。それを知った部長がまた怒りを爆ばく発はつさせて不ふ機き嫌げんになったりと、息苦しい一日だった。

「四宮さん、まだ帰らないんですか？」

「え？　うわ、もうこんな時間か！」

　東海林に声をかけられて時計を見た四宮は、そこに表示されていた時間に驚おどろいた。

　まだ七時か八時だろうと思っていたのだが、とっくに十時を回っており、フロアに残っている社員は自分と東海林の二人だけだった。

「気づいてませんでしたか？　もっと早く声をかければよかったですね」

「悪い、ちょっとぼんやりしてたみたいだ。そうだ、企画書についてだったよな。もしかして、それで俺を待っててくれたのか？」

　会議のあと、東海林から企画書についての相談を受けたのだが、日中はあちこちからひっきりなしの連れん絡らくが入り、四宮は席を離はなれることができなかった。

「お前の参考になりそうな資料があったはずだけど、たしかまだデータベース化されてないやつなんだよな……。資料室に行けば見られると思うけど、どうする？」

「明日以降でかまいません。昨日も遅おそかったんですから、今日はもう帰ったらどうですか？」

「ファイルを借りてくるだけだし、帰り際ぎわに寄るだけなら、そんなに時間はかからないだろ。あ、お前が今日は帰りたいって云うなら無理にとは云わないけど」

「いえ、俺は何時まででも大だい丈じよう夫ぶです」

「じゃあ、決まりだな」

　手早く帰り支じ度たくをし、連れ立って地下にある資料室へと向かった。資料室と云っても、過去の商品のあれこれが無造作に詰つめ込まれている物置のような場所だ。

「お手数おかけしてすみません」

「俺のほうこそ、なかなか時間とってやれなくてごめんな。そうだ、資料室って云いっても物置みたいなところだからかなりすごいことになってるけど驚くなよ」

　エレベーターを降りると、去年発売したゲームソフトの看板に出で迎むかえられた。そこから続く廊ろう下かには販はん促そくで使ったグッズやポスターが所ところ狭せましと置かれている。

「本当にここは相変わらずだな……」

　久々に足を踏ふみ入れたけれど、以前より乱雑になっているような気がする。だが、資料室の中はもっと酷ひどかった。

「…………」

　予想以上の惨さん状じように啞然としている四宮の横で、東海林も驚きを隠かくせない様子だった。

「確かにすごいことになってますね」

　棚たなには乱雑に書類や段ボールが詰め込まれているだけで、どこに何があるのかさえわからない。数年前から過去の資料のデータベース化を進めているはずだが、ここにあるものが手つかずになっている理由がよくわかった。

「整理しないとって云いながら、空いた棚に突つっ込んでいくだけだからな。これじゃ、目的のものを見つけるだけで一苦労だな」

　辛かろうじて、箱やファイルの背に商品名と発売日などのデータが書き込まれている。それを頼たよりに探すしかないだろう。

「よかったら、俺が整理しましょうか？」

「えっ、ここをか!?　そこまでしなくていいって」

　東海林の申し出に目を瞠みはった。このままでは使いものにならないが、わざわざ片づけるとなると、相当労力を割さかなければ終わらないだろう。

「仕事に差し支つかえないよう、勤務時間外にやりますよ。過去の案件を順に追っていけば、勉強にもなるでしょうから」

「それはそうだけど……」

「いつかは誰だれかがやらなきゃいけないわけですし、このままだと永遠に片づきそうもないですから」

　東海林の云うことは尤もつともだ。暇ひまになったら整理しようと誰もが思っているうちに、こんな状態になってしまったのだから。

「そうだな……じゃあ、俺もやるよ」

「四宮さんの手まで煩わずらわせるつもりはありません。一人で充じゆう分ぶんです」

「俺だって伍嶋さんたちに比べたらまだ駆かけ出しもいいところだしな。お前と一いつ緒しよに勉強する」

「いいんですか？」

「どうせ、いつかは誰かがやらないとって云ったのはお前だろ？　毎日、帰る前にぼちぼちやってけばいいだろ。けど、明日からは熱いコーヒーを持ってこないとな」

　地下にあるコンクリートで囲まれた部屋は底冷えする。長居をする前提で作られていないため、空調が入っていないのだ。体に吹ふきつける風がないだけ、外よりはマシかもしれない。

「コート着てても肌はだ寒ざむいくらいですしね」

「夏は涼すずしくていいんだろうけどな」

「その頃ころまでには、何とかできるといいんですけど」

　冗じよう談だんめかした言葉だったが、実際にそのくらいの時間はかかるかもしれない。

　東海林は手近の棚からファイルを一つ引き抜ぬき、目を通し始めた。その真しん剣けんな面おも持もちに、思わず見入ってしまう。

（この横顔に弱いんだよな……）

　まっすぐに一点だけを見つめる眼まな差ざしは、融ゆう通ずうがきかないくらい真面目まじめな性格がよく表れている。高校のときはこの性格が災わざわいして、上級生に煙けむたがられていたのだが。

　大人になったいま、そういう生真面目なタイプが重宝される場合もあるけれど、あまりに頑かたくなでは厄やつ介かい者もの扱あつかいされることもあるだろう。今朝の会議での一件が彼にとって悪い方向に作用しなくて本当によかった。

「───あのさ、東海林」

「はい？」

「今朝のことなんだけど……」

　一言注意しておいたほうがいいと思い、躊躇ためらいながら切り出した。

　全すべてを云う前に四宮の云おうとしていることを察したようで、東海林は手にしていたファイルを閉じ、その顔に反省の色を浮うかべる。

「志垣さんの件ですよね？　勝手なことしてすみませんでした。ただ、四宮さんにはろくに謝罪もしないで、志垣さんが全部自分でやったみたいな顔してたことに腹が立って」

　あのとき、志垣との遣やり取りを横で聞いていたのだろう。事情を知っていたため、頭に血が上ってしまったに違ちがいない。

「東海林の気持ちは嬉うれしかったけど、もうちょっと場の雰ふん囲い気きを考えてから発言したほうがいい。部長を怒らせると、それをフォローするほうが大変なんだからな。まあ、お前も今日のことでよくわかったと思うけど」

　機き嫌げんが悪いからと云って仕事を滞とどこおらせるような人ではないのだが、如何いかんせん近寄りがたくなるのが困りものだ。

「……すみませんでした」

　東海林はそこまで考えていなかったと云う顔で謝罪する。心なしか肩かたを落としている東海林に、四宮は小さく笑いかけた。

「別に怒おこってるわけじゃない。お前の気持ちは嬉しかったって云ったろ。個人的には、あれですっきりした。ありがとな」

「……ッ」

　礼を告げたら、東海林は何故なぜか小さく息を吞のんだ。

（あれ？）

　すぐに背中を向けられてしまったため、確かく認にんすることはできなかったけれど、心なしか東海林の頰ほおが赤くなっていた気がした。

　東海林はわざとらしい咳せき払ばらいをしたあと、切り出した。

「そろそろ帰りましょうか。長居してると風邪かぜを引きそうですし。ご指導は改めて明日からよろしくお願いします」

「あ、ああ、そうだな。今日は帰るか。一応、ここを片づける許可も取っておいたほうがいいだろうしな。───あれ？」

　資料室の外に出ようと、ドアノブに手をかけた四宮は予想とは違う感かん触しよくに首を傾かしげた。試ためしに反対側にも回してみたけれど、ドアは開かなかった。

「どうしました？」

「……鍵かぎがかかってる」

　話し込んでいるうちに、外から鍵をかけられてしまったらしい。中には誰もいないと思われたのだろうか。

　この資料室は地下にある部屋のため、外へ通じる窓もない。つまり、誰かが外から開けてくれなければ、明日までここに閉じ込められるということだ。

「誰かが見回りに来て、気を利きかせて戸と締じまりしていったんだろうな」

「でも、戸締まりしていったのに明かりは消していかないのはおかしくないですか？」

「そこまで気が回らなかったんだろ、きっと」

「内側から鍵を開けられないんですか？」

「無理だ。資料室なんて大層な名前がついてても、所しよ詮せんただの物置だからな。外からの簡単な鍵しかついてないんだよ」

　そして、いまはその単純な作りが災いしているというわけだ。蹴けり破れるような厚みではないし、会社のドアを壊こわすわけにもいかない。

「ここ、携帯も繫つながりませんね。内線があれば、警備室に連れん絡らくできるんですが」

「廊下には緊きん急きゆう連れん絡らく用の内線があった気がするけど、この部屋の中にはないだろうな。まったく、どうしたらいいんだろうな……」

「誰かが来てくれるのを待つしかないですね」

　焦あせりを隠せない四宮をよそに、東海林の声こわ音ねに緊きん迫ぱく感かんはない。

「何を悠ゆう長ちようなこと云ってるんだよ。こんなところで一晩過ごす気か？」

「四宮さんと二人なら、それも悪くないですね」

「は？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。夜は警備員の巡じゆん回かいもあるでしょう？　このへんに座ってれば、誰か来たときにすぐわかるんじゃないですか？」

　東海林はそう云いって入り口の傍そばに座り込み、近くに積んであった段ボール箱の中から古い書類を取り出した。待っている間も、時間を無む駄だにしたくないのだろう。

　迷った末、四宮も座っていることにした。あまり近いと必要以上にドキドキしてしまうため、東海林から一人ぶん離はなれた場所に腰こしを下ろす。

（……やばい、緊きん張ちようしてきた……）

　やっと気負わずに話せるようになってきたけれど、改めて二人きりだということを認識すると、落ち着かない気分になる。

　仕事の話をしている間は普ふ通つうに接していられたのに、一度意識してしまったせいで、余計なことばかりを考えてしまうのだ。とくにこのファイルが隙すき間まなく詰つめ込まれた棚たなを見ていると、思い出したくない記き憶おくが蘇よみがえってくる。

（こんなときに思い出さなくたっていいだろ…！）

　自習室で眠ねむっている東海林を見つけたあの日は、どうかしていたとしか思えない。若気の至りですませるには恥はずかしすぎる過去だ。唯ゆい一いつの救いは、東海林が目を覚ます前に逃にげ出せたことだ。

　痛々しい昔の自分の行動に落ち込んでいたら、ふと東海林が問いかけてきた。

「───やっぱり、迷めい惑わくでしたか？」

「え、な、何が？」

　唐とう突とつだったため、その質問の意図がわからなかった。

（もしかして、一いつ緒しよに資料室に来たこと気にしてるのかな）

　居い心ごこ地ち悪そうにしていたのが不ふ機き嫌げんなように見えたのだろうか。こんな時間に来なければ、閉じ込められることもなかっただろうが、東海林が責任を感じることではない。

「閉じ込められたのはお前のせいじゃないし、こんな時間まで待たせたのは俺なんだから気に病やむなよ」

　少しでも気が軽くなればと、四宮は軽い口調で東海林を慰なぐさめた。しかし、彼の云わんとしていたことは、仕事のことではなかった。

「そうじゃなくて……あなたを好きだと云ったことです」

「！」

　その瞬しゆん間かん、一ひと際きわ大きく心臓が跳はねる。いま、ここでその話題になるとは思ってもみなかったため、心の準備が追いつかない。

「四宮さんが俺と二人になるのを避さけてたのはわかってます。この話をしたくなかったんですよね？」

「それは───」

　逃げていたのは事実だ。否いなとは云えない。

　答えあぐねて黙だまり込んだ四宮に対し、東海林は滔とう々とうと語りかけてきた。

「動機が不純だって怒られても仕方ないですけど、俺が企き画かく部に来たかったのは先せん輩ぱいがいたからです。入社式のときに姿を見かけて、同じ会社にいることを知りました。それからずっと、あなたの下につくことを目標にやってきたんです」

「え…？」

「高校のときに振ふられてから、先輩のことを忘れようとしました。でも、ダメだった。恋こい人びとができても、あなたのことばかり考えてしまう。そんな未練がましい自分が嫌いやでしょうがなかった」

「────」

　まるで、自分の心の内を読まれているかのようだ。東海林も似たような苦しみを味わっていたなんて、思いもしなかった。

（じゃあ、あの告白は罰ばつゲームじゃなかったのか？）

　仕組まれた偽いつわりの言葉ではなかったとしたら、自分が耳にした同級生の企たくらみはいったい何だったのか。訳がわからない。

「どうして先輩のことを吹ふっ切れないのかってずっと考えてて、わかったんです。俺はあなたの気持ちを聞いてない。告白を冗じよう談だんにされて、なかったこととして片づけられた。だから、自分の中でケジメがつけられないんだって気づきました」

　それは四宮も同じだ。東海林の本心がわからなかったからこそ、潔いさぎよく思い切ることができなかった。

「俺の気持ちが迷惑なら、はっきりそう云って下さい。そのほうが、諦あきらめもつく」

「俺は───くしっ」

　云い訳をしようとした瞬間、派手なくしゃみが出た。それまでの張り詰めた空気を打ち破ってしまった自分が恨うらめしい。

「大丈夫ですか？　体冷えてきたんじゃないですか？」

「だ、大丈夫だ」

　強がってはみたけれど、体が震ふるえている。さっきより気温が下がってきたように感じるのは、身じろぎもせずに座っていたせいだろうか。

　追つい及きゆうの手は一いつ旦たん止やみ、東海林は四宮の体を案じてくる。

「震えてるのは気のせいですか？　やっぱり冷えてる。今朝も少し調子悪そうでしたけど、やっぱり風邪なんじゃ」

「……っ」

　前置きもなく手を握にぎられ、息を吞のんだ。東海林の手は温かく、冷えた体は過か剰じように反応してしまった。

　東海林の体温に、一気に心しん拍ぱく数すうが上がる。引き抜ぬこうにも、かじかんだ手は思うように動かせない。

　その上、混乱している四宮を追い詰めるかのように、座る位置をずらして体をくっつけてきた。東海林の存在に少しずつ慣れてきていたのに、一気に近くなった距きよ離りに息が止まりそうになる。

「───どうして、そんなに意識してるんですか？」

「べ、別に意識なんて……っ」

「噓うそだ。いまどき、中学生だって手を握ったくらいでそんな顔しませんよ」

「ど、どんな顔してるっていうんだよ」

「俺と同じような顔です」

「……あ……」

　何となく目が合ってしまい、視線が外せなくなる。

（まずい）

　理性が止めに入ったけれど、雰ふん囲い気きに押されて目を閉じてしまった。

　押しつけられた唇くちびるの柔やわらかな感かん触しよくに、甘い痺しびれが背筋を駆かけ抜ける。下唇を食はまれ、思わず吐と息いきを零こぼすと、口こう腔こうにするりと舌が忍しのび込んできた。

「ん……っ」

　舌先が触ふれ合った瞬間、びくりと体が跳ねた。退こうとした舌を搦からめ捕とられ、吸い上げられる。ぞくぞくとした震えに指先まで支配され、体の芯しんから蕩とろけていく。

　深くなっていく口づけに、体も熱くなっていく。

　やがて、壁かべに寄りかかっていた体がずるずると崩くずれていき、床ゆかに押しつけられるような体勢になった。

「んん、ぅ、ん……っ」

　それでも唇は解けず、むしろ一層交わりが深くなっていく。口腔を搔かき混ぜる舌の動きに合わせ、静まり返った空間に水音が響ひびく。

（ダメだって、わかってるのに）

　拒こばむどころか、自ら舌を絡からめてしまう。舌先を搦め捕られてキツく吸い上げられる心地よさに恍こう惚こつとしていたら、徐じよ々じよに体の中心に血液が集まってきた。

　東海林は口づけを解き、硬かたくなっていくそこに太ふと腿ももを擦こすりつけながら囁ささやいてきた。

「先輩、勃たってる」

「……ッ」

　わざわざ云わなくてもわかっていると反論したかったけれど、開こうとした口はすぐに塞ふさがれてしまった。

　再び忍び込んできた舌の感触にぞくりとおののいたその瞬間、強ごう引いんに膝ひざで足を割られた。

「ん！」

　東海林は張り詰つめた股こ間かんを膝で擦り刺し激げきしてくる。逃のがれようにも、しっかりと両りよう肩かたを押さえつけられているせいで身動きがとれない。

　ぐっと膝を押し込まれるたびに腰こしが甘く震える。深く絡み合う口づけも、四宮の理性と体の強こわ張ばりを溶とかしていった。

「ン、う」

　じくじくと疼うずき出した下腹部から意識を逸そらそうとするけれど、上手うまくいかない。すでに後あと戻もどりのできないところまで追い詰められていた。

　もうこれ以上は洒落しやれにならない。そうわかっているのに、どうしても突つき放せない。

「……ん……」

　息苦しさに唇が離はなれた隙すきに、絞しぼり出すようにして告げる。

「も、やめ……頼たのむ、から……っ」

　もうすでに自身は痛いくらい張り詰めている。これ以上、刺激を与あたえられたら、いつ爆はぜてしまうかわからない。

「俺もやばい」

「！」

　太腿に押しつけられた、東海林のそれも同じくらい硬くなっていた。布地ごしにその熱が伝わってきて、思わず息を吞む。

　固まっていたら、勝手にウエストを緩ゆるめ、下着を押し下げられた。熱を持った昂たかぶりが外気に触れ、一層意識がそこに集中する。

「なっ……」

　見つめてくる東海林の目は熱っぽく、まるで獣けもののようだ。余よ裕ゆうのないその表情をさせているのは自分なんだと思うと、ますます拒めなくなる。

　四宮が躊躇ためらったその隙に、東海林は自分のものも露あらわにした。反り返った欲よく望ぼうを目まの当たりにすることがいたたまれず、顔を背そむけてしまう。

　次の瞬しゆん間かん、鋭えい敏びんな器官同士が触れ合わされ、びくんっと腰が跳はねた。

「ひぁ…っ」

「もう濡ぬれてる」

「あ、や、待っ、ぁあ……っ」

　東海林は二つの昂ぶりをまとめて扱しごいてくる。絡みついた指に一方的に高められていく心こころ許もとなさに、四宮は東海林のコートに爪つめを立てた。

　高鳴る鼓こ動どうが重なり合い、感覚を煽あおり立てる。体液の滲にじむ先せん端たんをぐりぐりと指で抉えぐられ、上擦った声が上がった。溢あふれた雫しずくが指の動きを滑なめらかにし、零こぼれる声を甘くする。

「あっ、ン、あ…っ」

　四宮は高まる快感に四し肢しを強張らせ、東海林の肩かたに顔を埋うずめた。宥なだめるように髪かみの生え際ぎわにキスを落とされ、背筋がぞくりとわななく。

　耳じ朶だを甘嚙がみされ、思わず首を仰のけ反ぞらせる。東海林は顎あごのラインにそって口づけを落としていき、喘あえぐ唇を啄ついばんできた。

「あ…っ、ん……」

　薄うすく開いていた唇から舌を差し込まれ、口腔を探さぐられる。触れ合う粘ねん膜まくは快感で痺れ、頭の中も霞かすんでくる。触れられている場所全すべてが、いますぐ蕩けて崩れてしまいそうなほど気持ちいい。

「んぅ、んん……っ」　>>>♥

　口づけが解けないせいで、喉のどの奥からくぐもった声が漏もれ、東海林の指の動きに合わせて濡れた音も聞こえてくる。

　大きな手で弄いじり回されている昂ぶりは、これ以上ないほどに張り詰め、ドクドクと脈打っている。もういつ爆ぜてもおかしくはない。

　もどかしさに腰を擦りつけると、屹きつ立りつに絡みつく指の締しめつけがキツくなった。そして、大きく上下に扱いてくる。

「んっ、ン、ぅん、んん……！」

　容よう赦しやなく追い立てられ、四宮は東海林の手の中に熱を吐はき出した。

　びく、びく、と下腹部が痙けい攣れんを繰くり返す。絶頂の余よ韻いんに浸ひたりながら、四宮は浅い呼吸を繰り返した。

「……っ」

　小刻みに震ふるえる四宮を追うようにして東海林も最後を迎むかえた。二人ぶんの白はく濁だくで生暖かく濡れた手が残ざん滓しを絞り出すように昂ぶりを扱いてくる。

　膨ふくれ上がった熱を吐き出した解放感と、終わりを告げた快感への未練が入り混じり、何とも云いえない気分のまま意識を飛ばす。

　一日の疲つかれと相あい俟まって、眠ねむりそうになっていたら、不意に呼びかけられた。

「───先せん輩ぱい？」

「え…？」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、ええと、俺……っ」

　二度目の問いかけに、やっと我に返る。熱が引いていくに従って、理性も戻もどってきた。

　四宮は慌あわてて起きあがった。衣服の乱れを直そうとしたら、すでにきちんと整えられていたことにまた驚おどろいた。ぼんやりとしているうちに後始末までされていたようだ。

「まだ寝ねてていいんですよ」

「だ、大丈夫だ」

　取り繕つくろいながら、濡れた唇くちびるを服の袖そでで拭ぬぐう。バクバクとうるさく鳴る心臓は、すぐには治まりそうにない。

　自分のしたことに狼狽うろたえ、視線を泳がせていた四宮は近づいてくる足音にぎくりと体を強張らせた。

　それは東海林も同じだったようで、ぴたりと動きを止めて部屋の外の様子を窺うかがっている。磨すりガラス越ごしにちらちらと映る光は警備員の持つペンライトだろう。

「誰だれか来たみたいですね」

「そ、そうだな」

　心待ちにしていたはずの救助なのに、悪いことをしていたのを見つけられてしまうような後ろめたさを感じる。

「助けを呼ばないと。───すみません！　ここを開けて下さい」

　立ち上がった東海林がドアを叩たたくと規則的な足音がぴたりと止まった。そして、怪け訝げんそうな声が返ってくる。

「誰かいるんですか？」

「ここの社員です。企き画かく部の四宮といいます。中にいたら閉じ込められてしまって」

　咄とつ嗟さに自分の所属を告げた。こんな時間に地下の資料室なんかにいるなんて、明らかに不ふ審しん者だ。四宮の言葉にほっとしたのか、男は声こわ音ねを和やわらげた。

「わかりました。いま開けます」

　鍵かぎが差し込まれる音がして、廊ろう下かに続くドアが開く。

「ありがとうございます。携帯も繫つながらないので助かりました」

　室内に漂ただよう淫いん靡びな空気を悟さとられないよう、素す早ばやく廊下に出た。気まずさをごまかすように、四宮は愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「何でまた、こんなところに閉じ込められたりしたんですか？」

　不思議そうな様子で訊たずねてくる警備員に、

「多分、誰かが気を利きかせて戸と締じまりをしていったんだと思います。この時間に資料室に来る社員はほとんどいませんから」

「おかしいな、このフロアの施せ錠じようの確かく認にんは私たちの担当なんですが」

「え？」

「まあ、資料室の鍵は各部署にスペアがありますから、社員さんが気を利かせてくれたんでしょう。今度からは気をつけて下さいね」

「お手数おかけしました」

　警備員に見送られ、社屋をあとにする。

　雰ふん囲い気きに流されてしまった自分が恥はずかしくて、いまにも死んでしまいそうだ。さっきまで冷え切っていた体はいま、火ほ照てるほどに熱い。

「先輩」

「な、何だ!?」

　ただ呼びかけられただけなのに、飛び上がりそうなほど過か剰じように反応してしまう。赤くなった顔を見られたくなくて振ふり返ることができない。

「今回は謝りませんから」

「は…？」

「さっきのキス。それと、そのあとのことも。あれでも自制したんですからね」

「……っ」

　耳元にかかった吐と息いきと囁ささやかれた言葉に首筋が震えた。

「云い訳しないなら、都合よく取りますよ？」

「その、俺は───うわッ」

　動どう揺ようし、思わずたたらを踏ふむ。その弾はずみで足あし下もとの些さ細さいな段差に引っかかり、バランスを崩くずしてしまった。

「大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫───いてッ」

　ドキドキが収まらないせいで、注意力散さん漫まんになってしまい、近くの植え込みに手を突つっ込んでしまった。小枝で引っ搔かいてしまった手の甲こうを見てみると、赤い線が走っていた。

「何か危なっかしいな。心配だから、家まで送っていきます」

「いい！　一人で帰れる！」

　四宮は必死に首を横に振って東海林の申し出を断った。恥ずかしくて顔すら見られないのに、一いつ緒しよに帰るなんて無理に決まっている。

「でも、足下覚おぼ束つかないみたいですけど」

　支えようとしてくれる手を避さけるようにして後あと退ずさる。気き遣づかいはありがたかったけれど、それを素す直なおに受け取れる余よ裕ゆうはいまの四宮にはなかった。

「タクシーで帰るから大丈夫だ！」

　四宮は頑かたくなに固辞し、その場から全力で走って逃にげた。










　何とかタクシーを捕つかまえ、自宅へ帰り着いた四宮は、覚束ない手つきで玄げん関かんに鍵をかけた。

　その瞬しゆん間かん、ぐったりと脱だつ力りよくし、閉めたばかりのドアに寄りかかる。その場に座り込みそうになるのを堪こらえ、靴くつを脱ぬぎ捨て部屋に上がった。

　ポストに届いていた郵便物をローテーブルの上に放ほうり、ベッドへ突っ伏ぷす形でへたり込む。

「……流されすぎだろう……」

　羞しゆう恥ちと自己嫌けん悪おで死にそうだった。この間は酔よっていた勢いだったと云い訳できたけれど、今日は紛まごう方なく素面しらふだ。

　───先輩。

　あの呼び方をされると、理性が揺ゆらぐ気がする。

　傷つくのが怖こわくて尻しり込ごみしてるくせに、迫せまられたら拒こばめない。あまりに優ゆう柔じゆう不ふ断だんなその態度は、自分でもどうかと思う。

　東海林があそこでやめていなければ、最後までしていたかもしれない。

　東海林の告白以降、二人きりになるのを逃げ回っているのに、いざ迫られた途と端たん、拒めなくなるのはどうかと思う。

　いつまでも中ちゆう途と半はん端ぱな態度のままでいるのはよくない。わかっているのに、一歩が踏み出せない。

「……っ」

　資料室での行こう為いを思い出した途端、体の奥がずくりと疼うずく。頭を振って記き憶おくを振り払はらおうとしていたらポケットの中の携帯電話が震えた。

　見るとメールが届いており、それはさっき別れたばかりの東海林からだった。

『もう着き替がえましたか？　ちゃんと風邪かぜ薬ぐすりを飲んで、暖かくしてよく眠って下さい』

　四宮が帰宅した頃ころ合あいを見計らって、メールを送ってくれたのだろう。

「マメなやつ……」

　細かいところに気がつく上に、こういった気遣いをさりげなくしてくる。そんなマメさに感心しつつ、自分の体調にまで気を配れる余裕があることに少しだけムカついた。

　彼の優やさしさは特別なものでないとわかっているのに、ときめく自分が腹立たしい。

　東海林は高校生のときから、ずいぶんと大人びていた気がする。まだ子供っぽさの残る男の子たちの中にいて、纏まとう空気が違ちがっていた。

　周囲の雑音に惑まどわされず、淡たん々たんと自分の為なすべきことをこなす姿に憧あこがれた。とくにその頃ころ、周りからの評価や人の顔色を窺ってばかりいる自分が疎うとましく思えていたせいもあるだろう。

　きっと、彼のぶれのない生き方が羨うらやましかったのだ。

「ああ、もう！　薬飲めばいいんだろ！」

　じっとしていると、東海林のことばかり考えてしまう。

　ずいぶんと使っていない救急箱を取り出して、その中を探してみると、使用期限ぎりぎりの総合感かん冒ぼう薬が入っていた。

　説明書を読むと、食後に服用と書いてあったので、朝食用に常備してあるゼリー飲料を流し込んだ。そして、規定の二錠じようを飲み下す。

　できるだけ何も考えないようにしながら、のろのろ着替えをすませたあと、何気なくさっき放り投げた郵便物に手を伸のばした。

　事務的に捲めくって確認していくと、ダイレクトメールや電話の通話料金のお知らせに交じって、往復ハガキがあった。

「何だ？」

　不思議に思いながら裏側の文面に目をやった四宮は、思わず眉まゆを顰ひそめた。

　同窓会のお知らせ───ハガキにはそう書かれている。そこに併へい記きされていた幹事の名前に、じわじわと嫌いやな記憶が蘇よみがえってくる。

「何で、よりによってあいつが幹事なんだ…」

　彼は東海林の所属していた陸上部の元部長で、噓うその告白という罰ばつゲームを仕組んだ張本人だ。バカ騒さわぎが好きで仕切るのが好きだった彼に、幹事のお鉢はちが回ってきたのだろう。

　あのときのことを思い返すと、憎にくしみさえ込み上げてくる。彼にとってはただの冗じよう談だんだったとしても、四宮の胸には深い傷が残っている。

　こうやって、まるで昨日のことのように思い出すのが何よりの証しよう拠こだ。

（よりによって、このタイミングで……）

　このハガキの到とう着ちやくが今日だったのはただの偶ぐう然ぜんだろうけれど、浮かれた気持ちを冷ますには充じゆう分ぶんだった。

　───初めから期待をしなければ、酷ひどく傷つくこともない。

　たとえ、東海林がどんなに誠実だとしても、上手うまくいくとは限らない。逆に云いえば、このまま進展させなければ、先せん輩ぱい後こう輩はいといういまのぬるま湯のような関係を続けていける。

（俺と違って、あいつはゲイじゃないみたいだし）

　女性とつき合えるなら、そのほうがずっといい。周囲に隠かくしごとをして生きていく辛つらさは、身を以もつて知っている。

　四宮も女の子から告白されてつき合ってみたことはある。けれど、そのときに自分が女性を恋れん愛あい対象として見られないことがはっきりした。

　それから、ずいぶんと悩なやんだし、後ろ暗いような気持ちにもなった。けれど、結局は事実を受け入れるしかなかった。

　だけど、傷つくのが怖いからと云って、いつまでも逃げ腰ごしのままでいるわけにもいかない。

　現実に向き合うことは怖いけれど、きちんとけりをつけなければ先には進めない。いつまでも、高校生のときのまま足あし踏ぶみしているわけにはいかないのだから。

（そのためには、あのときのことを確かめないと）

　二人の間には齟そ齬ごがあるように思える。

　あの告白が本当だったのか、そうでないのか。いったい、どういう経緯いきさつがあったのか。真実を知らなければ、これ以上前には進めない気がする。

「ふあ……」

　不意に大きな欠伸あくびが出た。

　風邪薬が効いてきたのか、いつもよりも早く睡すい魔まが襲おそってくる。のろのろとベッドに潜もぐり込んだときにはもうすでに半分以上意識が遠とお退のいていた。







　　　　５







　あんなことをしてしまった翌日に、どんな顔して東海林に会えばいいのか───そんな悩みは、ひとまず横に置かざるを得なくなった。

　出社した途端、四宮を含ふくむ伍嶋班のメンバーと担当営業である沖を含めた数人で、朝から会議室に籠こもることになったためだ。

「これはどう見てもウチにケンカ売ってるよな？　むしろ、俺にか？」

　会議室の中に充じゆう満まんする重苦しい雰ふん囲い気きを破ったのは、伍嶋の怒いかりに満ちた一言だった。

「…………」

　不ふ機き嫌げんな伍嶋の言葉を否定する者は誰だれもいない。それも当然のことだ。今度はキャッチコピーがＳ社に盗ぬすまれたことがわかったのだから。

　似たような商品の場合、フレーズが被かぶることはよくある。だからこそ、インパクトのある言葉を生み出そうと、毎回苦労して頭を絞しぼるのだ。

「さすがに今回は偶然とは思えないですね。違うのは句読点の有う無むくらいですから」

「しかし、漏もれたんだとしてもどこからだ？　一応、決定事じ項こうとは云え、まだ仮の段階ですよ」

「そうなんだよな」

　チーム内では、ほぼその案で行くことにはなっていたけれど、まだ重役を交えた会議は通していない。つまり、企き画かく部の一部の社員と、沖くらいしか知り得ない情報なのだ。

　しかし、原因と対策について相談するための会議と云っても、原因がわからなければ対策も練りようがない。とは云え、何かしら手を打たなければ、また同じことが繰くり返されるだろう。

「とりあえずは、こちらが変へん更こうしないとまずいでしょうね。あちらはすでに正式に発表してるわけですから」

「そうだよなぁ……。こうも度たび々たびだと、社内からデータが漏れているとしか思えない。いったい、どこから漏れてんだろうな」

　ぼやく伍嶋に対し、沖が報告を入れる。

「システムのやつに調べてもらったんですが、不正アクセスの形けい跡せきはないようです。俺もまだ書類にはしてませんでしたから、営業の誰かが偶然目にしたってことも考えられないですね」

「実際に誰かが忍しのび込んできたってことはありえないでしょうしね……」

　社内はオープンな雰囲気だが、セキュリティはしっかりしている。ＰＣに侵しん入にゆうするのも、直じかに忍び込むのも難しいはずだ。それこそ、内部からの手引きがあれば別だろうが、そんなことが行われているとは思いたくない。

　深刻に話し合っている四宮たちに対し、それまでどうでもよさそうな顔で聞いていた志垣が口を開いた。

「うっかり誰かが外で喋しやべってたのを聞かれたんじゃないですか？　ほら、いま休んでる小池さんとか」

「あいつのせいだって証拠はあるのか？　ないなら、不用意にそういう憶おく測そくを口にするな。それとも、いまここにいない人間のせいにすればすむと思ったのか？」

「い、いえ、そういうわけじゃないですけど……。まあ、キャッチコピーくらいすぐ変更できるし、大したことじゃないっすよ」

「大したことじゃない？　本当にそう思ってんのか!?　ろくに案も出さなかったお前には痛いたくも痒かゆくもないかもしれないけどな！」

　志垣の無責任な言葉に伍嶋がキレた。

　商品に添そえる言葉を変える。それ自体は簡単な作業に思えるかもしれない。だが、作り手にとってはそんなに単純な話ではないし、会社にしてみたら機密の漏ろう洩えいは重大な問題だ。

「伍嶋さん、落ち着いて下さい！　内輪で揉もめても仕方ないでしょう」

　いまにも殴なぐりかかりそうな伍嶋を宥なだめ、席につかせる。

「……そうだな。いまは時間を無む駄だにできる状じよう況きようじゃないし、感情的になっても仕方ない」

　慌あわてて四宮が取りなしたけれど、大したことじゃないと云われて伍嶋が怒おこるのも無理はなかった。

　短いフレーズでも、生み出すまでには相当の苦労がある。それを思えば、腸はらわたが煮にえくりかえっていて当然だろう。

「で、でも、いまさら原因を探すよりはまた考え直したほうが建設的かな、と」

　志垣は笑ってごまかし、自分の言葉を取り繕つくろう。

「たしかに、お前の云いう通りだな」

「そ、そうでしょう？」

　同意を得られたことに喜色を浮うかべた志垣だったが、次いで告げられた伍嶋の指示に青くなった。

「新しい案を各自最低十個は考えて明日までに提出。それとどこから漏れたのか、心当たりがないかそれぞれ考えてみてくれ」

「明日までにですか!?」

　伍嶋の出した課題に、志垣が青くなった。

「コピーを考えるくらい、大したことじゃないんだろ。いい加減なもの提出してきたら、やり直しだからな」

「…………」

　自分の云った言葉で反論をねじ伏ふせられた志垣は不満げな顔で黙だまり込む。恨うらみがましい目で伍嶋を見ていたけれど、もう屁へ理り屈くつを捏こねることもできないようだった。

「あとはどこが情報漏れの原因なのか、内々に調査をしてもらう。聞き取りとか、ＰＣのチェックとかあると思うから協力するように」

「わかりました」

　志垣は大人げなく唇くちびるを尖とがらせながらも、渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「情報漏洩に関しては俺のほうで調べてみます。Ｓ社にも知り合いはいますから、それとなく聞いてみますよ」

　沖の言葉に伍嶋が神しん妙みように頷うなずく。

「頼たのむ。あんまり大事にはしたくないけど、部長には報告入れないとな。くそ、ボーナスカットくらいですめばいいけど」

「え!?　そんなにまずいことなんですか!?」

　いまさらのように驚おどろく志垣をその場にいる全員が呆あきれた眼まな差ざしで見み遣やった。状況が飲み込めていなかった様子の彼に、四宮がわかりやすく説明してやる。

「情報漏洩が確実だとしたら、管理不行き届きってことで責任者が異動させられることもあるかもしれない。降格人事ってことでね。ありえないことだろうけど、もしも故意に情報を流していた社員がいた場合は間ま違ちがいなく馘くびだろうね」

「そ、そうだったんですか……」

　仮定の話をしているだけなのに、志垣はさっき以上に青い顔で項うな垂だれている。どんな処分が下るのか具体的な事例を知って、やっと事態を飲み込めたのかもしれない。

「じゃあ、とりあえず解散。このことは無む闇やみに他言しないように」

「はい」

「俺はちょっと出てくるから、何かあったら携帯鳴らしてくれ」

　伍嶋は手早く書類や手帳を片づけると、四宮に声をかけ、会議室をあとにする。志垣もこんなところに長居などしていたくないと云わんばかりに不機嫌な顔で立ち去った。

　沖は冷めきったコーヒーを飲み干し、深いため息をつく。

「しかし、明日までにか。けっこう厳しいな」

「前に出した案を出すわけにはいかないしね。でも、やってみるしかないよな。あ、東海林にはあとで商品の詳しよう細さいとこれまでに出たボツ案を教えるな」

「よろしくお願いします」

　何気なく視線を巡めぐらせた四宮は、さっきまで伍嶋が座っていた椅い子すに見覚えのある携帯電話が落ちていることに気がついた。

「なあ、そこに落ちてる携帯って伍嶋さんのだよね？」

　きっと、ズボンの後ろポケットに入れておいたのが、滑すべり落ちたのだろう。

「ホントだ。携帯鳴らせって云っておいて、忘れてったら意味ないよなぁ。俺、ちょっと追いかけてくるわ。いまなら、エレベーターホールにいるだろうし」

「うん、頼む」

　沖は伍嶋の携帯電話を手に、会議室を飛び出していった。沖がいなくなってしまったため、会議室には四宮と東海林が取り残された。

（しまった、俺が伍嶋さん追いかけるんだった───）

　後こう悔かいしかけ、思い直す。もう逃にげないと決めたばかりなのに、そんな後ろ向きなことを考えていてどうするのだ。

　第一、ここでそそくさと出て行けば、東海林を避さけていると云わんばかりだ。内心では狼狽うろたえつつも、涼すずしい顔で手帳を捲めくり、わざとらしく伍嶋の指示をメモしてみる。

「四宮さん、風邪かぜの具合は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、ああ、もう全然平気だ。昨日、よく寝ねたらずいぶんよくなったよ」

　このところ寝不足だったのだが、風邪薬のおかげで昨日はぐっすり眠ねむれた。風邪っぽかったのは、疲つかれのせいが大きかったようだ。

「そうですか。食事もちゃんと摂とらないとダメですよ。補助食品系だけじゃきちんと栄養は摂れないんですからね」

「わかってるって」

　今朝もゼリー飲料だけですませてきてしまったのを見み抜ぬいたかのような東海林の物云いにギクリとする。

「何で目を逸そらすんですか？」

「別に意味なんてないよ」

「本当に？」

「本当だって！　ほら、こんなところでサボってないで仕事するぞ！」

　ファイルや筆記用具を手に立ち上がり、会議室から東海林を押し出した。

「そんなに急せかさなくても仕事はしますよ」

「いいから、とっとと戻もどれ。ただでさえ忙いそがしいのに、やることが増えたんだ。一秒も時間を無駄にはできないぞ」

　気まずさを押し隠かくすため、語調を強めた。

「そうですね。もう行きましょうか」

　キャッチコピーの案をお互たがい出し合いながら戻ると、企き画かく部のフロアはちょっとした騒さわぎになっていた。四宮は東海林と顔を見合わせ、首を傾かしげる。

「何かあったんでしょうか？」

「さあ、何だろう。おい、どうしたんだ、この騒ぎ」

　企画部の入り口で女子社員といつものように立ち話をしていた沖に声をかけた。

「遠野愛里が来てるんだってさ」

「それって誰だれだっけ？」

　どこかで聞いたような気がするが、思い出せない。首を捻ひねる四宮に、女の子が焦じれったそうに説明してくれる。

「いま人気のモデルさんですってば！」

「ああ、そういや前に雑誌を見せられた気がする」

　たしか、女の子たちが四宮に似てると云っていたモデルの子だ。自分では似てるとは思えなかったけれど、お陰かげで思い出すことができた。

「でも、何でこんなところに？」

「今度の新作ソフトのＣＭに出るからな。顔合わせ今日だったんじゃないか？　しかし、何で企画部なんかに来てるんだか」

「社内見学がしたいって云い出したらしいですよ」

　女子社員がどこからか聞きつけた情報を教えてくれる。よく見ると、案内しているのは重役の一人だ。遠野はかなり丁てい重ちような扱あつかいをされているようだ。

「まあ、芸能人には物もの珍めずらしい場所だろうからな。しかし、早く帰ってもらわないと、仕事にならないな」

「たしかに……」

　どことなく浮うわついた雰ふん囲い気きが漂ただよい、デスクに向かっている社員も集中できていないのが見てとれた。

　遠野はフロアのあちこちを遠えん慮りよなく見て回っている。遠目にしか見えないけれど、雑誌で見るよりも背が高く顔が小さい印象を受けた。

「さすがにモデルはスタイルいいな。お前は芸能人とか興味ないの？」

「いや、俺は……」

　さっきから黙だまり込んでいた東海林に、沖が訊たずねる。東海林は何故なぜか気まずそうに口ごもった。

「何だよ、はっきりしない態度だな」

　不可解な反応を訝いぶかしく思っていたら、意外な方向から嬉うれしそうな呼びかけが飛んできた。

「司！」

「……司？」

　振ふり返った四宮は、その声の主を見て驚いた。騒ぎの中心にいた遠野が、親しげな笑えみを浮うかべながらまっすぐ東海林の許もとへと歩み寄ってきていた。

（いま、司って云いったよな……？）

　遠野はこの場にいる全員の視線を浴びていることなど気にとめることなく、東海林に話しかける。

「久しぶりだね、司」

「愛里…」

　上じよう機き嫌げんな遠野とは対照的に、東海林は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

「司がここの会社に入ったって聞いたから、見学に来ちゃった」

　二人の気安いやりとりに、静まり返っていた社員たちがざわめき出した。そんな中、沖がこの場にいる全員の気持ちを代弁する。

「おい、お前彼女とどういう関係なんだよ」

「……同じ大学だったんです」

　東海林はバツの悪そうな顔で、周囲に言葉少なに説明する。だが、遠野はさらなる爆ばく弾だん発言を落とした。

「なぁに、そのよそよそしい説明！　昔の彼女に対して冷たいんじゃない？」

「昔のことだ」

「でも、事実でしょ」

　二人のやりとりに、深い関係であったことが事実だとわかる。後ろでは遠野を案内してきた重役や遠野のマネージャーらしき女性が青い顔をしていた。　>>>♥

　売れっ子モデルの昔の恋こい人びとがスポンサーの会社の一社員だなんて、下手へたをすれば週刊誌に書き立てられるようなネタだ。慌あわてたくもなるだろう。

「ホント、懐なつかしい。変わってないね、司」

「…………」

　東海林は何とも云えない顔で押し黙った。

　その複雑そうな表情に、ツキン、と刺さすような痛みが心臓に走る。そして、雨が降り出す前の曇くもり空のような重たい雲が胸に広がっていった。

（……わかってたことだろ、こいつがノンケだってことくらい）

　そう自分に云い聞かせるけれど、四宮は思っていた以上にショックを受けていた。そんな自分に苦く笑しようするしかない。頭でわかっていたことでも、目の前に突つきつけられるとこうも衝しよう撃げきが大きいものなのかと驚おどろきさえ覚えた。

　遠野の口ぶりからすると、彼女と東海林はそれなりのつき合いをしていたようだ。

　四宮も女の子から告白されてつき合ってみたことはある。けれど、その交際は自分が女性を恋れん愛あい対象として見られないことがはっきりしただけだった。

（何で、こんなに胸が苦しいんだろう）

　たしかに嫉しつ妬とはしている。自分の知らない東海林を知っている彼女を羨うらやましく思う気持ちは否定できない。

　けれど、この喉のどの奥に何か詰つまったかのような不快感はそれとは違ちがうものだった。

（……そっか、俺、怖こわくなったんだ……）

　不意に『現実』を見せつけられて、足が竦すくんだのだ。

　勢いだけで最後の一歩を踏ふみ出しかけていたけれど、果たしてそれが自分にとって最善の選せん択たくなのだろうか。

　東海林の言葉は信じている。もしかしたら、高校のときのあの告白だって、東海林にとって本気だったのかもしれない。

　だとしても、十代の、それも男子校時代に抱いだいた感情が本物の恋愛感情かどうかは誰にもわからない。その恋こいの続きともなれば、もっと曖あい昧まいなものになっているはずだ。

　青くなっている四宮の目の前で、東海林と遠野のやりとりはまだ続けられていた。

「まったくもう、私から会いにきてあげたって云うのに、嬉しくないっていうの？」

「俺に会いに来たんじゃなくて、仕事しに来たんだろう」

「でも、司に会えるの楽しみにしてたんだもん」

　甘えたような眼まな差ざしで上うわ目め遣づかいに見つめる遠野に、東海林が業ごうを煮にやしたかのようにキツく云った。

「いい加減にしろ。ここは俺の職場なんだ。遊びに来た気でいるなら、早く帰ってくれ」

「……そうね、私も仕事で来たんだし」

　さすがに苛いら立だった空気を察したのか、遠野もそれ以上食い下がる真似まねはしなかった。しかし、それで引き下がるつもりはないらしく、次の一手を打ってきた。

「積もる話はまた改めてね」

「何云って───」

「携帯の番号、変わってないから。連れん絡らく待ってる」

　遠野は東海林の耳元に顔を寄せてそう囁ささやくと、マネージャーに急せかされて帰っていった。あとに残ったのは、何とも云えない微び妙みような雰囲気だけだ。

　やっかみや同情、好こう奇き心しんなどの入り混じった眼差しが東海林に向けられている中、東海林は深々と頭を下げた。

「お騒さわがせしてすみませんでした！」

　潔いさぎよく謝罪した東海林に、嫌いやな雰囲気は少しだけ軽くなる。残っていた気まずい空気を薙なぎ払はらうかのように、沖が東海林に茶ちや化かすようにして問いかけた。

「なあ、遠野愛里が元カノってマジか？」

「昔のことですよ。大学のとき、バイト先が一いつ緒しよだったんです」

「へえ。これをきっかけによりが戻もどったりして」

　からかうような沖の言葉を、東海林はきっぱりと否定した。

「ありえません。俺はただのサラリーマンだし、あっちはウチのＣＭに出るようなモデルですよ？」

「でも、わざわざお前に会いに来たって云ってたじゃん。お前だって満まん更ざらでもないだろ？」

「驚きましたけど、とくにどうも思ってませんよ。あっちだって、ただ懐かしかっただけでしょう。第一、別れたときだって、俺が振られたんですから」

「へえ、お前が振られたのか！　残念だな、モデルの子たちと合コン組んでもらおうと思ったのに」

　わざとらしく肩かたを竦め、派手にため息をついて見せた沖に、東海林は申し訳なさそうにもう一度謝った。

「すみません、ご期待に応こたえるのは無理ですよ。きっともう会うこともないと思いますし」

　東海林は一いつ瞬しゆん、こちらへと視線を向けた。沖への断りの文句だったけれど、その言葉は四宮に向けられている気がした。

「そうか、期待して損したな。───というわけで、代表質問はこれで終わり。まだ質問があるやつは直接こいつに訊きいてくれ。でも、古傷を抉えぐるような真似はするなよ」

　フロア中にどっと笑いが広がり、さっきまでの微妙な雰囲気はなくなった。沖は澱よどみかけた空気を変えるのが上手うまい。妬ねたむような視線を向けていた同どう僚りようも、東海林が振られたのだとわかって、今度は同情の言葉をかけている。

　和なごやかになったフロアで、四宮はただ一人硬かたい表情のままだった。四宮はその顔を東海林に見られないよう、そっとその場を抜ぬけ出し、非常階段へと逃にげ込む。

「……っ」

　四宮は薄うす暗ぐらい階段の踊おどり場に蹲うずくまり、チカチカと明めい滅めつする非常口のランプが目の端はしに映る中、苦しさに胸を搔かきむしった。

　喉の奥に閊つかえた何かが呼吸を邪じや魔まして、上手く息が吸えない。締しめつけられている胸に、空気が入っていかない。

　ただ好きなだけなのに、どうしてこんなに苦しいんだろう。

（何であいつを好きになんかなったんだ）

　顔とか性格とかその存在感とか、好きな理由ならいくつも挙げられる。だけど、所しよ詮せんそれはあとから気づいたことだ。

　結局は理り屈くつじゃない。引力が発生したかのように、問答無用に魂たましいが引きつけられる。彼の存在を感じただけで、全身の細さい胞ぼうがざわめき出す。

　理屈で云いうなら、恋なんてただの幻げん覚かくだ。脳内で分ぶん泌ぴつされた物質による作用でしかない。それなのに、どうして肉体が痛みを覚えるんだろう。この息苦しさも、ズキズキと痛む心臓も、錯さつ覚かくだとは思えない。

「何で……ッ」

　思い通りにならない自分自身へのもどかしさに歯は嚙がみし、四宮はコンクリートの壁かべをドン！　と拳こぶしで叩たたく。

　いっそ、泣けたらこの気持ちを昇しよう華かすることができるかもしれない。そうは思っても、涙なみだなど一いつ滴てきも流れてはくれなかった。










「四宮さん───先せん輩ぱい！」

　帰りがけ、東海林に呼び止められた。気づかぬふりで立ち去ってしまいたかったけれど、この距きよ離りでは無理がある。

　仕方なく足を止め、口元を何とか笑えみの形にして振ふり返った。

「……悪い、資料の整理手伝うって云ってたけど、今日は先に帰らせてもらうな。ちょっと用事ができたんだ」

　本当は用事など何もない。けれど、今日は東海林と二人きりになりたくなかっただけだ。きっと、東海林もそのことには気づいていただろう。

　だからきっと、いまこんなにも必死な顔をしているのだ。

「少しだけつき合ってもらえますか？　お時間取らせませんから」

「明日じゃダメか？　企き画かく書しよのことなら、俺じゃなくて───」

「いま、お願いします。仕事の話をしたいわけではないので」

　東海林の切せつ羽ぱ詰つまった表情に息を吞のむ。ストレートに手の内を晒さらされては、拒きよ絶ぜつすることもできなかった。

「……ちょっとだけ、なら」

　あまりの真しん剣けんさに押されて頷うなずいてしまったけれど、もうすでに後こう悔かいし始めている。醜しゆう態たいを見せたくないから避さけていたのに、結局二人きりになるハメになってしまった。

（これで終わりにしないと）

　自分にそう云い聞かせ、東海林のあとへとついていく。

　時間がないと云った手前、どこかの店に入るわけにもいかず、オフィスビルの前にあるベンチに落ち着くことになった。

　日中はＯＬたちがランチをしていたり、外回りの営業が一息を入れていたりするこの場所も、夜になると人ひと気けがなくなる。

　東海林は近くの自じ動どう販はん売ばい機きで缶かんコーヒーを二つ買って戻ってきた。

「どうぞ。カイロ代わりにして下さい」

「あ、ありがとう…」

　受け取った缶コーヒーは、冷えた素す手でには熱かったので、コートの袖そでで包むようにして持つ。

　さっさと話を終えて、この場を立ち去りたい。

「昼間のこと、説明させて下さい」

「いいよ、別に。俺に説明する必要なんてないだろ」

「それ、本気で云ってるんですか？　俺、云いましたよね？　あなたがいまでも好きだって。信じてくれてないんですか？」

「いまは信じてるよ」

　東海林が趣しゆ味みの悪い冗じよう談だんを云うタイプではないことはわかる。

　あのときのことにどういう事情があったかはわからないけれど、四宮が耳にした内幕と実際の出来事に齟そ齬ごがあったのだろう。

　だが、東海林を信用しているということと、自分の気持ちとは別問題だ。

「だったら、俺の話を聞いて下さい」

「……わかった。それでお前が納なつ得とくするなら聞いてやるよ」

　聞き流そうとする四宮に、東海林は一方的に話し始める。

「大学のとき、彼女とつき合ってましたけど一年で別れました。それから連絡を取ったこともないし、今日会社に来ることだって知らなかった。もちろん、今後も連絡するつもりはありません」

「……一年もつき合ってたんだ」

　それなら気心が知れた態度を取っていたのも納得だ。それだけの間つき合っていたのなら、蜜みつ月げつもあっただろうし、ケンカもしただろう。

　そういう当たり前のことができた彼女には、どうしても妬やけてしまう。

「だから、もう終わったことだって云ってるでしょう」

　四宮の言葉を揶や揄ゆだと受け取ったのか、東海林は苛いら立だった様子で云ってきた。それでも、四宮は問いを投げかけた。どうしても、確かく認にんしておきたかったのだ。

「なあ、お前も似てると思う？」

「は？」

「ウチの女の子に、俺が遠野愛里に似てるって云われたんだけど、お前もそう思う？」

「……ッ、それは───」

　東海林は何故なぜか動どう揺ようし、口くち籠ごもった。その表情に後ろめたさのようなものを感じ取る。そのとき、四宮は全すべてに納得がいった。

（俺はあの子の身代わりだったってことか）

　東海林を自宅に連れ帰った夜、云っていた。

　───俺のこと振っておいて、どういうつもりなんですか？

　それは四宮への恨うらみ言なのかと思っていたけれど、実際は遠野へ告げられた言葉だったのだろう。夢だと思っていたとも云っていたから、東海林自身が混同している可能性もある。

「とにかく、愛───いえ、遠野のことは気にしないで下さい。俺が好きなのは四宮先輩、あなただけですから」

　昨日までなら胸が躍おどっていた言葉も、いまは虚むなしく響ひびくだけだ。

「……でも、お前は俺と同じ種類の人間じゃないだろ？」

　笑って云おうとしたけれど、あまり上手くいかなかった気がする。

「それはどういう意味ですか？」

　東海林は四宮の言葉の意味を計りかねているのだろう。四宮は淡たん々たんと自分のことを語り出した。

「俺も女の子とつき合ってみたことはあるけど、一週間でダメになった。セックスどころか、キスもできなかったから。そのあと、男の先輩とつき合ってみた。それでわかったんだ。男しかダメな人間なんだって」

　その人とも一ヶ月で終わったけれど、敢あえてそのことは云わなかった。一いつ旦たん、言葉を切ったあと、同じ問いかけを投げかける。

「お前は違ちがうだろ？」

　神しん妙みような面おも持もちで黙だまって四宮の話を聞いていた東海林は、ゆっくりと口を開いた。

「ゲイなのかって云われたら、違うのかもしれない。他ほかの人を好きになったことがないから、わかりません。けど、四宮さんを好きな気持ちに噓うそはありませんから」

　真しん摯しな眼まな差ざしを向けられ、その手を摑つかんでしまいたくなる。だけど、傷つくのは怖こわかった。

「お前のことは信じてるよ。───でも、俺が無理だ」

　十代の頃ころのまっさらな心で、東海林と恋こいができたらよかったのに。そうしたら、どんなに傷ついたとしても、その傷すら宝物にできたのに。

　年相応のスマートなつき合いができればいいのだろう。だけど、自分の中に渦うず巻まいているのは重苦しい独どく占せん欲よくだ。

　全部、自分のものにしたい。誰だれにも渡わたしたくない。誰にも見せたくない。こんな度を超こした気持ちを東海林に知られたら、引かれるに決まっている。

　気づかれた瞬しゆん間かん、この恋はまた壊こわれてしまう。

「先輩、俺は……っ」

「ごめんな」

　伸のびてきた東海林の手から逃のがれるように身を翻ひるがえす。踵きびすを返して早足に歩き出した四宮を、東海林が追いかけてくることはなかった。

（結局、訊ききそびれたな……）

　あの『告白』の経緯いきさつを教えてもらおうと思っていたのに、それどころではなくてすっかり忘れていた。

　だけど、もうそれもいまさらどうでもいい。事情を聞いたところで、状じよう況きようはもう変わらない。

（明日には立ち直らないとな）

　たかが失しつ恋れんで、いつまでもうじうじとはしていられない。黙っていても日々は巡めぐっていくし、食っていくためには働かなければならないのだから。

　せめて、今日くらいは自棄やけ酒ざけをしてもいいだろう。そう思って、駅の改札を通り抜ぬける前に携帯電話を取り出す。

「……やめた」

　アドレス帳を開きかけ、すぐに思い直した。いつまでも沖に甘えて愚ぐ痴ちを聞いてもらったりしているから、なかなか過去にできないのだ。

　この傷は一人で背負わなくては、癒いやすこともできない気がする。四宮は東海林の手を振ふり払はらった左手で、痛みの引かない心臓の上をそっと押さえた。

（酒買って帰るか……）

　それこそ、バーなどで飲んでいたら、またアルコールに溺おぼれて失態を犯おかしかねない。

　四宮は携帯電話をしまい込み、代わりにパスケースを取り出すと、未練を断たち切るかのように、電車が滑すべり込んできたホームへ足早に急いだ。
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（……二日酔よいなんて初めてだ……）

　昨夜は自棄酒をするという決意の下もと、大量に酒を買い込み、一人で浴びるように飲んだ。元々アルコールに強いわけではないので、缶かんビール三本目ですでにできあがってしまったのだが、そのまま勢いで意識が途切れるまで飲み倒たおしてしまった。

　翌日まで気持ち悪さを引き摺ずることも、目覚まし時計の音が頭に響くという経験も初めてなら、出勤途と中ちゆう、二日酔い用のドリンク剤ざいを買い込み、その場で飲み干すという行こう為いも初体験だった。案の定、青い顔で出社した四宮が二日酔いだと云いうと、誰もが驚おどろいていた。

　当然、こんな状態で仕事が捗はかどるはずもない。その上、使い慣れないノートＰＣで作業しなければならないという状況も四宮の足を引っ張っていた。

　何故かというと、朝一で情報システム部の社員が、ウイルスの感かん染せんの疑いがあるからと四宮の使用しているＰＣを持っていってしまったからだ。調査のためだと云って、ＵＳＢメモリまで一いつ緒しよに持っていかれてしまった。

　代わりに新しいＰＣを貸し与あたえられ、それで作業することになったのだが、いつもと違う画面や微び妙みように配置の違うキーボードはやりにくく、どうしても集中しきれない。

（あのとき、訊かれたことも気になるんだよな……）

　ＰＣを情報システム部に持っていかれるとき、妙みようなことを訊かれたのだ。

『昨日、退室したあと誰かと一緒にフロアに戻もどったりしましたか？』

　何故なぜそんなことを訊くのかと不思議に思いながらも、そのまま帰宅したと答えたら、そうですかとだけ返ってきた。詳くわしい事情を訊きたかったけれど、無む駄だ話ばなしをしている暇ひまはないといわんばかりの態度だったため、訊きそびれてしまったのだ。

（まあ、いいや。あとで教えてもらえるだろうし）

　そう思ってＰＣに向かっていたら、伍嶋に声をかけられた。

「四宮、ちょっといいか？」

「はい？」

　彼の眉み間けんの皺しわはこの数日で深さを増した気がする。中間管理職として、気苦労が絶えないのだろう。

「それと、志垣と東海林も一緒に来い」

「わかりました」

「何で俺も呼ばれるんですか？」

「いいからついて来い」

　不満そうにしている志垣の反論を封ふうじ、伍嶋は先んじて歩き出した。会議をしに行くといった雰ふん囲い気きではなかったため、何も持たずにあとを追いかける。

　連れて行かれたのは、情報システム部の一室だった。そこには四宮の使用しているＰＣと、今朝それを取りにきた社員、津つ田だがいた。

　もしかしたら、本当に自分のＰＣがウイルスに感染していたのかもしれない。以前、ウイルスが流行はやったときに原因追つい及きゆうのための聞き取り調査をしていたから、今回もそれと同様の手順を踏ふむのだろう。

「あの、どうだったんですか？」

「結果から云うと四宮さんのＰＣはウイルスには感染していませんでした。ＵＳＢメモリも無事です」

　津田は淡々と事実を告げる。

「よかった」

　ほっとした四宮に対し、伍嶋が苦々しく告げた。

「それがよくねぇんだよ」

「え？　何か問題でも……？」

　状況が把は握あくできず、伍嶋と津田の顔を見比べてしまう。何かを云いあぐねている伍嶋に代わり、津田が説明をしてくれた。

「四宮さんが企き画かく部のフロアを退室したあとに、四宮さんのＰＣからＳ社宛あてにメールが送られてるんです。しかも、企画書のファイルが添てん付ぷされて」

「どういうことですか!?　何かの間ま違ちがいってことは……」

「サーバにログが残ってるんで事実です」

「ウイルスか何かで遠えん隔かく操作されたんですか？」

「それを疑ってたから、調べてみたんです。でも、ウイルスは検出されなかった。もしウイルスだとしても、退社したあとに起動するわけないんですよ。誰かが意図的にスイッチを入れない限りはね」

　仕事を終えて帰るときは省エネとセキュリティを兼かねて、ＰＣの電源を元から断つようにしている。昨夜もきちんと消していったし、もし消し忘れがあったとしても警備員が最後の確かく認にんをする手て筈はずになっている。

　もし、その時間帯にＰＣが動いていたとなると、直接操作していたとしか思えないというのが情報システム部の社員の見解だった。

「あの、送られたメールがどんなものかわかりますか？」

「消されてたけど、見つけました。これです」

　ＰＣのメーラーには残されていなかったが、削さく除じよされた跡あとがあったらしく、情報システム部の社員はあっという間にそのメールをデータの奥底から見つけ出したらしい。

　印刷されたものを見せられたけれど、初めて見る文面だし、自分の書く文章ではなかった。

「俺の署名がついてるけど、こんなもの送った覚えはありません」

　そのメールには四宮が手伝って作り上げた志垣の企画書のデータが添付されていた。送り先のアドレスは件くだんのＳ社のものだ。

　それだけ見ると、まるで四宮がスパイをしていたかのようだ。

（いったい、どういうことなんだ？）

　送った覚えのないメールが、自分のＰＣに残されている。作さく為い的なものを感じるけれど、そんなことを仕組まれる覚えもない。

　困こん惑わくしている四宮に、それまで大人しくしていた志垣が興奮気味に迫せまってきた。

「つまり、一連のことは四宮さんが犯人だったってことですよね？」

「なっ、犯人って───」

「発売日の情報が漏もれてたり、キャッチコピーがパクられたりしたことですよ。全部、四宮さんがＳ社に流してたんだとしたら説明がつくじゃないですか」

「俺はそんなことしてない！」

　いきなりいわれのない罪を着せられ、困惑する。冷静に反論すべきだとわかっていても、パニックに陥おちいってしまったせいで感情的に否定することしかできなかった。

「じゃあ、これはどう説明するんですか？　四宮さんのＰＣからメールが送られてるんですよ？　しかもこれ、四宮さんが手伝ってくれた俺の企画じゃないですか」

「そんなこと云われても、何も知らないんだから説明のしようがない」

「しらばっくれる気ですか？」

　志垣に執しつ拗ように追及されているうちに、心細くなってくる。犯人でないのは自分が一番よくわかっているけれど、もし誰だれもそれを信じてくれなかったらと思うと不安になった。

　チームのみんなや企画部の同どう僚りようはともかく、四宮の人となりを知らない上の人間は証しよう拠こや状じよう況きようで判断するしかない。

（どうしたら、無実を証明できるんだ）

　頭が真っ白になってしまったせいで、言葉が出てこない。そんな自分に、志垣は畳たたみかけるように云ってくる。

「ほら、何も云えないじゃないですか。伍嶋さん、ちゃんと対処して下さいよ」

「本当に四宮が犯人ならな。こういうことは慎しん重ちように進める必要がある」

「何云ってるんですか！　もう証拠はあるじゃないですか。さっさと上に報告しに行って下さいよ」

　志垣は断固として四宮の処分をこの場で決定させたいようだ。そんな彼に、横に控ひかえていた東海林が冷静に問いかけた。

「志垣さん、何でそんなに急にムキになってるんですか？」

「何でって会社を裏切ったんだから、責められて当然だろ！　お前は四宮さん贔屓びいきだから庇かばいたくなるだろうけど事実は事実だ」

　志垣は東海林に派手に嚙かみついた。東海林が冷ややかな表情をしているせいか、やけにテンションの違ちがいが際きわ立だった。やはり、今日の志垣はどこかがおかしい気がする。

「四宮さんは犯人じゃありませんよ」

「どうしてそう云いい切れるんだよ！」

「そのメールが送られた時間は俺と一いつ緒しよにいましたから」

「！」

　そう云われてみれば、メールのタイムスタンプは、ちょうど東海林と外で話をしていた時間だ。その後、駅の改札を通った時間を調べれば詳しよう細さいもわかるだろう。

「で、でも、携帯電話とかモバイルを使って送ったのかも知れないじゃないか！」

　東海林の告げたアリバイに、志垣の勢いは弱くなった。

「このＰＣを使って送信されたって云ってたの忘れたんですか？　それに四宮さんはそんなものを操作してはいませんでしたしね」

「うっ……で、でも、お前が四宮さんを庇ってないって証拠もないだろ」

　東海林は、往生際悪く食い下がる志垣に動じることなく提案する。

「こんなところで意味のない議論をしてるより、フロアの入り口にある防犯カメラのチェックをしたほうがいいと思いますよ」

「あ…！」

　云われるまで、四宮自身もそんなものがあることをすっかり忘れていた。

　自由な雰囲気のある会社だが、人の出入りには厳しく、全てのフロアがＩＤカードがないと中に入れないようになっている。以前、重役の不ふ祥しよう事じがあってから、そういったセキュリティが強化されたのだ。

「防犯カメラ…？」

　みるみるうちに志垣の顔が青くなっていく。

「入り口に設置されてるのを知りませんでしたか？　あれを見れば、その時間に誰がここにいたのかすぐわかりますよ。何なら、一緒に警備室に確認に行きましょうか？」

「何で俺がそんなことしなくちゃいけないんだよ！　そんな必要どこにもねぇだろ!?」

　挙動不ふ審しんになり始めた志垣を遮さえぎって、津田が云った。

「───警備室に行かなくても、ここで映像を見られるようにしておきました」

「え……？」

「オンラインで見られるんです。本来は社員の閲えつ覧らんはできないんですが、特別に制限を解除してもらいました」

「……そんな……」

　志垣はすっかり青ざめ、言葉を失っていた。津田は表情一つ変えることなく自分のノートＰＣを操作し、その画面が四宮たちに見えるように向きを変える。

「これがそのメールが送られる少し前の映像です」

　そうして見せられた映像には、志垣が企画部に入室する姿が映っていた。左右を見み渡わたし、周囲を警けい戒かいしている様子が見てとれる。

（つまり、志垣がやったってわかってたってこと…？）

　だったら、何故なぜ自分が呼ばれたのだろうか。四宮は事情が飲み込めず、一人困惑する。

「え、あの、どういう……」

　躊躇ためらいがちに訊たずねると、伍嶋は苦々しく説明してくれた。

「志垣が自分でやったって云うのを待ってたんだよ。もし、自己申しん告こくしてくれたんなら、処分も内々にすませられるからな。利用するような形になって、四宮には悪いと思ってる。すまなかったな」

　伍嶋と津田は全すべての事情を知っていた上で、四宮への聞き取り調査という形で志垣の出方を窺うかがっていたということらしい。

　志垣は自分の置かれていた立場を知り、いまは呆ぼう然ぜんとしている。

　四宮もショックで啞あ然ぜんとしていたけれど、混乱していた頭の中が徐じよ々じよに整理されてきて、状況が把は握あくできてきた。

（そうか、俺をハメようとしたってことか……）

　つまり、これまでの情報漏ろう洩えいは全て志垣の手によるもので、窮きゆう地ちに立たされた志垣がその責任を負わせるために四宮の犯行に見せかける工作をしたということだ。

　誰よりも悔くやしそうにしているのは伍嶋だった。部下が手て酷ひどい形で会社や自分を裏切ったのだから当然だろう。

「けど、それどころか四宮に全部なすりつけようとするとはな。正直、そこまでするとは思わなかったよ」

「…………」

「黙だまってるつもりなら、それでもいい。全部、お前がやったのはわかってるんだ。いま、Ｓ社の子とつき合ってるんだって？」

「何で知って…っ」

　伍嶋の言葉に、ふて腐くされて項うな垂だれていた志垣は弾はじかれたように顔を上げた。

「前々から、情報漏洩の件を調査してもらってたんだ。その結果が今日上がってきたんだよ。お前のことは信じてやりたかったけど、ここまでくると、もう俺には庇いきれない」

　伍嶋はやりきれないと云わんばかりに辛つらそうな顔をしている。しばらく押し黙っていたけれど、もう云い逃のがれることができないと悟さとった様子で、志垣は素す直なおに自らの犯行を認めた。

「……そうです。全部、俺がやったんですよ。未発表のキャラデザ見せたり、発売日教えたり、ウチの商品が好きだっていうから教えたんです。キャッチコピーだって、仕事でいい言葉が浮うかばないから参考にさせて欲しいって云われたから！　でも、そのくらいのこと、誰だってやってるだろ!?」

　彼女にねだられ、少しずつ情報を教えるようになったのだろう。

　まだ誰も知らない情報をリークする優ゆう越えつ感を味わいたかったという気持ちは理解できなくもない。直じかに損失を出すような重要な情報ではないのだから、大したことではないと思ったのだろう。

　しかし、相手がライバル社の社員だということがどういう結果になるか考えるべきだったのだ。志垣はその彼女にいいように利用されたということなのだろう。

「だったら、何で四宮のＰＣを使ってメールを偽ぎ装そうするような真似まねをしたんだ？」

「彼女に会社にバレそうになってまずいって相談したら、他ほかの人のせいにすればいいって……。だから、みんなが帰ったあとに戻もどって、そのメールを送ったんですよ」

　社内情報を漏もらすことがどれだけ重大な問題なのか知り、怖こわくなったのだろう。自分へ向いた疑いを逸そらすために四宮を利用しようとしたというわけだ。

　しかし、その方法が自分への疑いを決定づけるものになると、何故わからなかったんだろうか。しかし、そんな穴だらけの計画を勧すすめたということは、その彼女はもう志垣に見切りをつけたということなのかもしれない。

「何で四宮だったんだ？」

　伍嶋の疑問に、志垣は吐はき捨てるように云った。

「ムカついたからに決まってるでしょう？　会議のとき、俺に恥はじをかかせたから、その仕返しですよ。あんなふうにバラすくらいなら、初めから手伝わなきゃいいじゃないですか。どうせ、俺が笑われるのを見て楽しんでたんだ」

「そんな───」

　下げ種すの勘かん繰ぐりとしか云いようのない憶おく測そくに、四宮は言葉を失った。志垣がそんなふうに自分を見ていたことが衝しよう撃げきで、もう反論する気き概がいも湧わいてこない。

　そんな四宮を庇かばうかのように、東海林が声を荒あららげる。

「いい加減にして下さい！　逆さか恨うらみにもほどがあるんじゃないですか!?」　>>>♥

「…………」

　むすっとした表情で黙り込んでいる志垣に、東海林は一方的に告げる。

「あの企き画かく書しよのことなら、四宮さんは黙ってるつもりだったのを、俺が勝手に云ったんです。志垣さんの態度があんまりだったから黙っていられなかったんです」

「……余計なことしやがって」

　舌打ちと共に小さな呟つぶやきを零こぼした志垣に、東海林はもう一つ質問を投げかけた。

「もしかして、資料室の鍵かぎをかけたのも志垣さんですか？」

「だったら、どうなんだよ」

　否定して欲しいという四宮の願いはあっさりと裏切られ、志垣は開き直った返答をした。ショックが重なったせいで、現実感が薄うすくなる。

　そのやりとりを見ていた伍嶋が怪け訝げんな顔で訊きいてきた。

「何だ、資料室って」

「……一昨日おととい、資料を探してたら閉じ込められてしまったんです」

「聞いてないぞ、そんなこと」

「すぐに警備員さんに出してもらったので、敢あえて報告する必要はないと思ったんです。すみません」

　東海林の説明に、伍嶋も二の句が継つげないと云いわんばかりの様子で深々とため息をつく。

「お前、そんなことまでしてたのか」

「…………」

「志垣、処分は上と相談してから下ると思うが、お前を業務に戻すわけにはいかない。しばらくは自宅待機だ。今日は私物を片づけて帰るように」

「……はい……」

　志垣は伍嶋の指示に項垂れたまま頷うなずいた。さすがにこれ以上反はん抗こうする気はないようだ。

「四宮も悪かったな。ＰＣはあとで返すから、お前らは先に戻ってくれ」

「わかりました。失礼します」

　先に東海林と共に解放され、二人で企画部へと戻ることになった。誰だれもいない廊ろう下かを黙って歩く。昨日のことで気まずさはあったけれど、いまは志垣のことで頭がいっぱいだった。

（……やっぱり、俺が悪かったのかな）

　中ちゆう途と半はん端ぱに甘やかしてしまったのがよくなかったのかもしれない。しかし、いまとなっては、何が最善の方法だったのかわからなかった。

「四宮さん」

「な、何だ？」

「へこんでませんか？」

「！」

　頭の中を見み透すかされたような気がして驚おどろいたけれど、すぐに思い直す。

（でも、普ふ通つうわかるか。あんなことのあとだもんな）

　誰だって、落ち込むなり怒おこるなりするだろう。とくに顔に感情が出やすいと云われている四宮の心情は推察するまでもないかもしれない。

「四宮さんは何も悪くありません。あいつの云っていたことは、全部ただの逆恨みだ。四宮さんにしてみたらショックだと思いますけど、気に病やむ必要は少しもないですから」

「……ありがとう。あと、さっきもありがとな」

「いえ、こちらこそ差し出がましいことをしてしまってすみません。どうしても我が慢まんできなくて。でも、俺がしゃしゃり出なくても、伍嶋さんが本当のこと云ってくれましたよ」

「いや、お前がああ云ってくれて嬉うれしかった。あのとき、頭の中が真っ白になって何も云えなかったから」

「俺が云わなくても、四宮さんのことは誰も疑わないと思います。ちゃんとみんなわかってますよ」

「……っ」

　口元に微かすかに浮かんだ微笑ほほえみに、胸が弾はずむ。この期ごに及およんで、ときめいてしまう自分に呆あきれてしまう。東海林への気持ちは吹ふっ切ろうと思っているけれど、そう簡単に『想おもい』を消すことはできない。

「何か困ったことがあったら云って下さい。後こう輩はいとして、できる限り力になりますから」

「……ありがとう」

　あんなふうに拒きよ絶ぜつしたのに、それでもこうして慮おもんぱかってくれる東海林に胸が痛くなった。

（俺にはもったいなさすぎるよな）

　自分なんかに寄り道していないで、もっといい人を見つけて幸せになって欲しい。自分勝手な願いだけれど、そう祈いのることしかできないから。










　落ち込むなと云われても、一度沈しずんだ気分を浮ふ上じようさせるのは難しい。志垣の私物が片づけられた机が視界に映るたび、胸の中にある澱よどみが重みを増していくようだった。

　何度目かわからないため息をついていたら、後ろからぽんと肩かたを叩たたかれた。

「四宮、いつまで残業してるんだ？」

「沖!?　何でここにいるんだ？」

　企画部のフロアに当たり前の顔をして立っている。

「いくらメール送っても返事がないから、直に誘さそいにきたんだよ。お前こそ、こんな遅おそくまで何してんだよ」

「ごめん、携帯見てなかった。ていうか、もうこんな時間なのか」

　フロアにはもう四宮と東海林しか残っていなかった。ぼんやりしているうちに、ずいぶんと時間が経たっていたようだ。

「そんなことだろうと思ってたよ。もういい時間だから飯食いに行こうぜ」

「……悪いけど、今日はそういう気分じゃなくて」

「志垣のことは伍嶋さんから聞いた。こういう日に一人でいると、余計気が滅め入いるだろ、お前の場合。そうだ、東海林、お前暇ひまなら一いつ緒しよに来い。それとも、まだ仕事残ってんのか？」

「いえ、仕事は終わってます。俺はかまいませんが……」

　東海林が視線でこちらを窺うかがってくる。四宮が気まずく思わないかと、気き遣づかってくれているのだろう。

（もしかして、俺につき合って残ってくれてたのか…？）

　東海林に残業するほどの仕事量はまだ与あたえていない。それなのに、こんな時間まで残っていたのは四宮のことを心配してくれていたからかもしれない。

「何、気ィ遣ってんだよ。四宮だって賑にぎやかなほうがいいだろ？」

「……そうだな、せっかくだし」

　結局、沖に詳くわしい話はしていない。東海林との間の微び妙みような空気は察しているだろうけれど、敢えて気にしないようにしてくれているのだろう。

（でも、いまはそのほうがありがたい）

　ヘンに気遣われるほうが、いたたまれなくなってしまうから。

「よし、決まり。さっさと帰り支じ度たくしろ」

　ばしん、と力強く背中を叩かれ、思わず噎むせてしまう。その乱暴さにつられるように、笑えみが零こぼれた。

「急せかすなよ」

　デスクを片づけ、ＰＣの電源が切れていることを念入りに確かく認にんしてから、フロアの照明を落とした。頭の隅すみに志垣のことがあるせいで、何度も後ろを振ふり返って確認してしまう。

「どうした？」

「いや、忘れ物ないかと思って」

「大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと確認してきましたから」

「……さんきゅ」

　東海林の言葉に、ようやくほっとすることができた。神経質になっていることは自覚している。けれど、これはもう時間が解決してくれるのを待つしかないだろう。

「沖、伍嶋さんから聞いたって云ってたけど、どこまで知ってるんだ？」

　連れ立って乗り込んだエレベーターの中で、気になっていたことを沖に訊たずねた。

「まあ、概がい要ようだけな。ぶっちゃけて云うと、お前が落ち込んでるだろうから、代わりにフォローしてくれって頼たのまれた。自分じゃ上手うまい言葉が見つからないからって」

「え…？」

　直接指導をしていた伍嶋のほうがもっと辛つらいだろうに、そうやって気遣わせてしまったことが申し訳なかった。

（あとでメールしておこう）

　何を云っても慰なぐさめにならないかもしれないけれど、心配させてしまったことは謝りたい。そして、伍嶋が気に病む必要はないのだと云わなければ。

「お前、あいつの面めん倒どうよく見てたしな。元気出せとは云えないけど、この件でお前が落ち込む必要はないんだからな……って、そんなの俺に云いわれるまでもなくわかってるよな。それでも、やっぱりこういうことは嫌いやなもんだよな」

「……うん……」

　普ふ段だんからよく喋しやべる沖だが、今日は一層饒じよう舌ぜつな気がする。だが、腫はれ物に触さわるような態度を取られるくらいなら、こうやって明け透すけに云ってくれたほうがよほど気が楽だ。

「あいつの処分はいつ出るって？」

「それは……」

　口の重い四宮に代わり、東海林が沖の問いに答える。

「故意の犯行ってことで馘くびは免まぬがれないそうです。詳しいことは、上と話し合って決めると云ってました」

「まあ、いくらあいつが取引先の社長の息子むすこって云っても、今回の件はフォローしきれないもんな。これまで積み重ねてきたミスのことを考えたって、企画部にあいつが残ってること自体おかしかったしな」

「…………」

　志垣が企画部にいるのはコネのお陰かげだと聞いていたけれど、本人に何かしらやりたいことがあるからこそ、この部署を希望したんだと思っていた。

　少なくとも、四宮自身はそれなりの夢や目標を持って仕事に臨のぞんでいる。志垣の裏切りは、その思いまで傷つけられたような気がして辛かった。

（あいつも立ち直ってくれればいいけど）

　今回の一件は魔が差しただけなのだと思いたい。いい加減なところの多い男だったけれど、いいところだってたくさんあったのだから。

「悪い、空気暗くなっちまったな。あ、そういや、おいしいところは全部東海林が持ってったんだって？」

　暗くなった雰ふん囲い気きを変えるためか、沖は声の調子を上げて云った。話を振られた東海林は、困った様子で沖の言葉を否定する。

「そんなことはありません。俺はあのとき、ただ事実を云っただけです」

「謙けん遜そんするなよ。伍嶋さんが助かったって云ってたぞ。志垣の真意を確かめるためとは云え、四宮をだしに使ったことを気に病やんでたからな。辛い思いさせて悪かったってしょげてたよ」

「伍嶋さんは悪くないよ。俺だって、あれは仕方なかったってわかってる。伍嶋さんこそ辛い役目だったと思うし」

　ただ志垣が陥おとしいれようと思うくらい、自分を疎うとましく思っていたということは悲しかったけれど。伍嶋や東海林がいてくれたからこそ、『仲間』を信じる気持ちが揺ゆらがずにすんだのだ。

「今回の件が落ち着いたら、本人にそう云ってやれ」

「うん」

「さてと、何食いに行く？　焼き肉でも行くか」

「え、さすがに重いものはちょっと……」

　二日酔よいはもう抜ぬけているけれど、快調とは云いがたい。もう少し、胃に優やさしい食事にして欲しい。

「じゃあ、どこがいい？　東海林、お前食いたいものあるか？」

「そうですね。できたら、和食系でお願いします」

「和食ね。そうだ、鍋なべでも食いに行くか。上手い鶏とり鍋なべの店があるから、そこにしようぜ」

「さすが営業。そういうのは詳しいな」

　そうやって言葉を交かわしながら裏口から会社を出ると、暗がりの中に人ひと影かげがあった。思わず身構えたけれど、そのシルエットが女性のものだったため力を抜く。

「司」

「愛里……」

　待っていたのは、昨日会社へやってきていた遠野だった。夜なのに帽ぼう子しとサングラスをしているのは変装のためなのだろう。彼女はそれらを外し、東海林に微笑ほほえみかける。

「こんな時間まで残業？　お疲つかれ様」

「何してるんだ、こんなところで」

　東海林はそう云いながら、眉まゆ根ねを寄せる。以前つき合っていた彼女に対する態度とは思えないほど、冷ややかな声だった。

「司から電話来るの待ってられなくて会いにきたの。帰るところでしょ？　これから、司の部屋に行っていいかな？」

「連れん絡らくするつもりなんてないし、話すこともない。部屋に来られても迷めい惑わくだ」

　今日はギャラリーが少ないせいか、歯に衣きぬ着せぬ物云いだ。この間はずいぶん抑おさえていたのかもしれない。

「司と話がしたいの」

「俺はない」

「おい、ちょっと可哀かわい想そうじゃないか。話くらいしてやれよ」

　にべもない様子に沖が口を挟はさむと、東海林は気まずげに黙だまり込んだ。

「…………」

　黙り込んだ東海林に、いまがチャンスとばかりに遠野が迫せまった。

「ねえ、司。私たち、いまからでもやり直せない？」

「いまさら何云ってるんだ。終わらせたのはそっちだろ」

　東海林の反論に、遠野は唇くちびるを尖とがらせ悲しそうな表情を浮うかべる。

「あのときは私も子供だったのよ。モデルの仕事を始めたばっかりで浮かれてたの……。司に嫌な思いをさせたこと謝らせて。別れてから、司が私にとってどんなに大きな存在だったか思い知ったの」

　遠野は東海林以外目に入っていないといった様子で、切々と語っている。

　東海林の告白を断り、中ちゆう途と半はん端ぱな関係に終わりを告げたけれど、二人のやりとりを真横で見ているのは辛かった。

　嫉しつ妬とできる資格なんてないのに、胸のあたりにどろどろとしたものが溜たまっていく。拳こぶしを握にぎりしめて堪こらえていると、不意に沖に手首を摑つかまれた。

「!?」

「東海林、今日は俺たちだけで飯行ってくるから、お前はその子につき合ってやれよ」

「は!?　沖さん、何云って……っ」

「行くぞ、四宮」

「……ッ」

　沖に腕うでを摑まれ、無む理り矢や理り歩かされる。足が竦すくんで動けなくなっていたので、四宮はたたらを踏ふんでしまった。

　四宮が泣きたい気持ちになっているのを沖に見み透すかされてしまったのかもしれない。

「四宮さん!?」

　東海林が慌あわてた声を上げたが、沖は振ふり返らずに早足で歩いていく。摑まれた手首が少し痛かったけれど、いまは何も云えなかった。

　沖は四宮のほうを振り返ることなく訊きいてくる。

「大丈夫か？」

「……っ」

「無理して笑わなくてもいいんだからな。泣きたいときは素す直なおに泣け」

「何云ってんだよ。いい歳なんだから泣くわけ……」

　笑い飛ばそうとした瞬しゆん間かん、目からぽろりと雫しずくが零こぼれ落ちた。そして、そのまま止め処どなく涙なみだが溢あふれ出てくる。

「今日は色々あったから気持ちが張り詰つめてたんだよ。大人だって、泣きたいときくらいあるだろ」

「……うん……」

　沖の優しい言葉に、余計泣けてくる。こんなふうに泣いたのは何年ぶりのことだろう。

（そうだ、高校のとき以来だ）

　東海林からの偽いつわりの告白で失しつ恋れんしたあの夜からずっと、涙を流せなくなっていたのだ。一度堰せきを切った涙は、自分の意志では止められない。

　沖に手を引かれ、近くの花か壇だんの縁ふちに座らされる。差し出されたハンカチは、きちんとアイロンがかけられ折り目がつけられていた。

　これを涙で濡ぬらすのは申し訳ない気がしたけれど、遠えん慮りよなく目元を拭ぬぐう。それでもまだ溢れてきそうになる涙は、ぐっと歯を食いしばって飲み込んだ。

「泣くほど好きだった？」

「……好きだよ。いまでも好きだ。諦あきらめたほうがいいってわかってるけど、どうしても好きなんだ」

　沖の前では素直な言葉がするする出てくる。自分の中にわだかまっていたものを、いまなら全すべて吐はき出せそうな気がした。

「熱ねつ烈れつだな」

「でも、俺はきっとあの子の身代わりだったんだ。そうじゃなかったら、あいつが俺を好きだなんて云いうはずない」

「おい、いつ好きだって云われたんだ!?」

　四宮の言葉に、沖は驚おどろきを隠かくせない様子で声のトーンを上げた。どう説明していいのかわからず、当たり障さわりのない答えを告げる。

「……少し前に。でも、断った」

「あっちから告白されたのに、何でダメなんだ。身代わりにされてるかどうか、本当のところはわからないんだろ？　あいつのこと泣くくらい好きなんだったら、とりあえずつき合ってみるって選せん択たく肢しもあるんじゃないのか？」

「それは───」

　自分が沖の立場なら、同じことを訊くだろう。好きな相手に告白されて断るなんてもったいない。一度、つき合ってみればいいじゃないか。そう思うのが普ふ通つうだ。

（でも、ダメなんだ）

　上手うまく云えないけれど、無理だと思ってしまったのだからどうしようもない。

　沖の云うように、彼女の身代わりにされてるかどうかはわからない。けれど、そんな不安を抱いだく要素があることが問題なのだ。

「ノンケとつき合うのは怖こわい？　それとも、ノンケの男をこっちに引きずり込むのが怖いのか？」

　胸の内を読まれたかのような鋭するどい問いかけに息を吞のむ。

　沖は自分と似ているんだと思う。性格は正反対だけれど、根っこの部分で抱かかえているものが同じなのだ。だから、一いつ緒しよにいて心ここ地ちいいのだろう。

「……両方かなぁ。あいつは誰だれが見てもいい男で、モデルなんかしてる昔の彼女がいて、俺には絶対に手に入れられない普通の幸せが手に入るんだって思ったら、足が踏み出せなくなった」

「…………」

　淡たん々たんと語る四宮の言葉を、沖は黙って聞いている。

「不安を感じながらつき合ってくのもやだし、好きな人にはやっぱり普通に幸せになって欲しいしね。これってわがままなのかな？」

　苦笑いを浮かべながら問いかけると、くしゃりと頭を撫なでられた。

「だから、俺にしとけって云ったのに」

「ありがと。でも、沖に甘えるわけにはいかないよ」

「バカ、つけ込んでるんだよ。あいつの身代わりでもいい。でも、きっといつかは俺のこと好きになるよ」

「ずいぶん自信満々だな。っていうか、お前のことはずっと前から好きだよ」

　誰よりも大事な友人で、かけがえのない理解者だ。沖がいてくれたから、前を向けるようになったと云っても過言ではない。

「云っとくけど、本気だから」

「え…？」

　いつもなら軽口混じりの言葉なのに、今日はやけに響ひびきが堅かたい。見上げた沖の表情に笑えみはなく、いつになく真しん剣けんな面おも持もちだった。

「本気で俺とつき合わないか？」

「……沖……」

「結けつ婚こんと恋れん愛あいは別だって云うだろ？　恋こい人びとになれなくても、パートナーにはなれると思う。俺なら、あいつみたいにお前を悲しませるような真似まねはしない」

　四宮は沖のハンカチを握りしめたまま、ぽかんと口を開けた。

「きっと、俺らは恋愛に向いてないんだと思う。遊びで寝ねるのも抵てい抗こうあるくせに、本気の相手には及および腰ごしになってりゃ恋なんてできないだろ。運命の相手なんて、そういるわけじゃない。だったら、気が合う同士で慰なぐさめあってるほうがよくないか？」

　もう恋などしたくない───そう思っていた四宮は、沖の言葉にぐらぐらと気持ちが揺ゆさぶられた。

「俺…は……」

　迷っている四宮の背中を、力ずくで沖が押そうとしてくる。

「あいつへの気持ちは捨てなくていいから。だから、俺を選べよ」

「────」

　伸のばされた手を摑もうと、のろのろと立ち上がった。歩み寄った四宮に、沖はよくできたと云わんばかりの笑みを向けてくる。

　そのまま抱だきしめられそうになった瞬間、横から強い力で引っ張られた。振り返ると息を切らせた東海林がそこにいた。

「東海林!?」

「俺のいないところで勝手に話を進めないで下さい！」

「何しに来たんだ、東海林。さっきの彼女とよろしくやってればよかったのに」

　沖の口調がいつもの軽いものに戻もどる。しかし、東海林の剣けん幕まくは変わらなかった。

「あいつとはもう何の関係もない。俺が好きなのは四宮さんですから」　>>>♥

　沖への反論のはずなのに、東海林は四宮のほうを見つめて云ってくる。沖との会話が聞こえていたのかもしれない。だが、もうそれもどうでもよかった。

「もう、聞きたくない」

　傷つきたくない、そんな気持ちで力なく首を横に振ふる。好きな相手を疑いたいわけではない。けれど、好きだからこそどうしようもなく不安になるのだ。

　好きな人が自分を好きになってくれるなんて、ほとんど奇き跡せきでしかない。世界にはこんなにたくさんの人間がいるのに、その中からたった一人を選ぶのだから。

「あいつにはちゃんと云ってきました。ずっと好きな人がいるって。その人を少しでも不安にさせたくないから、もう会えないって話をしてきました。俺のこと好きだって思ってくれてるんですよね？　なのに、何でダメなんですか!?」

「怖いんだよ！」

「……ッ」

　畳たたみかけるような問いかけに振り絞しぼるように返すと、東海林は息を吞んで押し黙だまった。

「俺はゲイだけど、お前はそうじゃないだろ。あんな可愛かわいい彼女がいたくらいだし───それに、あの告白が罰ばつゲームだったことも知ってる」

「！」

「お前から呼び出される前から知ってたんだ。陸上部の部長が同じクラスだったから、お前をハメてやったって話してるのを聞いた」

　いつもすかした顔をしている東海林の困る顔が見物だと嘯うそぶいていた彼らの笑い声は、いまでも耳にこびりついている。

　四宮の言葉に、東海林は苦い表情になっていた。

「あれは……告白自体は罰ゲームでしたけど、俺は噓うそは云ってません。本当に好きだったから、先せん輩ぱいに告白したんです」

「じゃあ、あの夜のことはどう説明するんだよ。俺をあのモデルの子と勘かん違ちがいしたんだろ？」

「何でそうなるんですか！」

「この間、あの子と俺が似てるかって訊きいたとき、後ろめたそうな顔しただろ！　あれはどう説明するんだよ!?」

『俺のこと振っておいて』と云っていたこと、遠野と面おも立だちが似てることを理由に挙げると、東海林は云いにくそうに告げる。

「……逆です」

「逆？」

「あいつがあなたに似てたからつき合ってたんです。後ろめたかったのは、そのせいです。だいたい、先に会ったのは先輩のほうなんですよ？」

　語気に苛いら立だちが混じり始めたことを自覚したのか、東海林は深呼吸を繰くり返す。そして、何かを決意した顔で自分のことを話し始めた。

「失しつ恋れんで自じ暴ぼう自じ棄きになるなんて大人げないけれど、大学の頃ころまでは投げやりになっていた部分がありました。どうせ誰も好きになれないんだから、誰でもいいと思ってた」

「……ッ」

　東海林が自分と同じように厭えん世せい的になっていたことに驚おどろいた。真面目まじめで自分の意志を曲げたりしない、まっすぐな人間だと思っていたのに。

「……でも、入社式のときにあなたを見つけたんです。こんなことを云いうと呆あきれられるかもしれないけど、そのとき運命だって思いました。もう一度だけチャンスがもらえたんだって。だから、あなたに相応ふさわしい人間になれるよう、できることは何でもしました。同じ部署への異動願が通るよう、成績だって死ぬ気で上げた」

　きっと、本当なら東海林もこんなこと云いたくはなかっただろう。恋愛のみっともない部分を自分で暴ばく露ろするなんて嫌いやなはずだ。男なら誰だってカッコつけたいに決まってる。

　だけど、そのくらいなりふりかまわず四宮に執しゆう着ちやくしているということだ。

「もう一度云います。あなたが好きです。俺とつき合って下さい」

「……っ」

　深く頭を下げる東海林に言葉が出ない。

（どうしたらいいんだ）

　混乱している四宮の代わりに、ずっと様子を見守っていた沖が口を開いた。

「お前さ、こいつを散々苦しませておいて、どの面つら下げて云ってるんだ？　四宮がどれだけ辛つらい思いしたか知ってるのか？」

「誤解を生んでしまったのは俺の責任です。俺には謝ることと信じてもらえるように努めることしかできません。許してもらえるなら、一生かけて償つぐないます」

　言葉に保証なんてないと云えばそれまでだ。しかし、いま東海林にできることは、真しん摯しに言葉を重ねることだけだ。

「一生なんて簡単に云うけど、お前はノンケだろ？　他ほかの女に目移りしないってどうして云えるんだよ」

「男だろうが女だろうが、未来が白紙なことには変わりがないでしょう？　絶対なんてないかもしれない。でも、俺はこの人を幸せにできるように努力することはできる」

　はっきりと云いきった東海林に対し、沖は言葉以外の答えを返した。

「じゃあ、歯を食い縛しばれ」

「沖!?」

　止める間もなく、沖の拳こぶしが東海林の頰ほおを殴なぐりつけた。東海林は避よけることなく、黙ってそれを受け止める。鈍にぶい音と共に、東海林は後あと退ずさるようにたたらを踏ふんだ。

「東海林！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「平気ですよ。手加減してくれたみたいですから」

　思わず駆かけ寄ると、東海林は切れて血の滲にじんだ唇くちびるを手の甲こうで拭ぬぐう。

「沖、お前何考えて……ッ」

「いまのはお前を泣かせたお返しだ。今回は分が悪いみたいだから、俺は引いてやるよ。お前のそんな顔見せられたら、諦あきらめるしかないだろ」

　苦く笑しようする沖に何か言葉をかけなければと思うけれど、喉のどに引っかかって声が出てこない。

「覚かく悟ご決めろよ、四宮。そんだけ辛い思いしても、こいつが好きなんだろ？　だったら、どんなに怖こわくても、自分の気持ちに素す直なおになっとけ」

「……沖……」

「花はな嫁よめの父親って、こういう気分なのかね。まあ、俺に娘むすめができることは一生ないだろうけどさ」

　大きな手で頭を撫なでられ、その温かさに、また涙なみだがこみ上げてくる。沖は名残なごり惜おしげにその手を離はなし、一人歩き出した。

　沖がいなくなり、二人きりになった途と端たん、云いようのない沈ちん黙もくが落ちる。足の先から何とも云いがたいおののきが這はい上がってきたけれど、ぐっと唇を引き結び、沖の言葉を反はん芻すうする。

　───覚悟決めろよ。

　緊きん張ちように乾かわいた唇を舐なめて潤うるおし、思い切って口を開いた。長い夜を覚悟して。

「その傷、手当てしてやるからついてこい。ウチのほうが近いだろ」

「……はい」










「いてっ」

「あ、悪い」

「大丈夫です。ちょっと染しみただけなんで」

　男の一人暮らしにコットンや脱だつ脂し綿めんなんかがあるわけがない。

　手当てをすると云っても、できるのはせいぜいティッシュに含ふくませた消毒液で切れた口の横を消毒し、殴られて腫はれた頰に冷えた濡ぬれタオルを添そえてやることくらいだ。

「ごめんな、これ」

　時間が経たって変色し始めた傷きず跡あとは痛々しい。

「何で先輩が謝るんですか？」

「いや、だって……」

　この傷は、四宮の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさが原因だ。本来なら、自分が負うべきものだと思う。

「これでよかったんです。沖さんが殴ってくれなきゃ、いまこうして先輩の部屋にいることはなかったでしょうから」

「それはまあ、そうかもしれないけど……」

「それより、先輩。部屋に上げてくれたってことは、俺の気持ちを受け入れてもらったって思っていいんですよね？」

「……うん」

　じっと見つめてくる眼まな差ざしから逃のがれたくなるのを堪こらえ、四宮は小さく頷うなずいた。

（覚悟決めたんだろ？）

　怯ひるみそうになる自分を奮い立たせ、居住まいを正して東海林にまっすぐ向き直る。

「───東海林」

「はい」

　四宮につられるようにして、東海林も姿勢を正した。お互たがいに正座で向かい合っているという妙みような状じよう況きようになってしまう。

「……俺は臆おく病びようだから、すぐ不安になるだろうし、怖くなって逃にげたくなったりするかもしれない。それでも、お前以外を好きになることはないから。だから、その、俺が怖おじ気づきそうになったら、引き留めて欲しい……ってのは、ちょっと図ずう々ずうしいか……？　うわっ」

　何とか自分の想おもいを伝えられたと、ほっとしたその瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん抱だきしめられて面めん食くらった。不意打ちに目を回していると、東海林はもどかしげに云った。

「くそッ、何であんたそんなに可愛かわいいんだよ！　そんなこと云われて手放せると思いますか!?」

「ど、どうだろう……」

　ぎゅうぎゅうと抱だき竦すくめられ、戸と惑まどうしかない。だけど、散々迷った末に自分からも東海林の背中に手を回した。

（夢みたいだ）

　こんなふうに、東海林とただ抱き合う日が来るなんて。幸せすぎて、やっぱり怖い。

「あのさ、本当によかったのか？」

「何がですか」

「……あの子のこと……」

　いい加減しつこいと云われそうだったけれど、いま確かく認にんしなければ二度と訊きけなくなりそうだったから。東海林と向き合うと決めたのだから、不安の種はできるだけ小さくしておきたい。

「まだ気にしてるんですか？　あいつとは本当に終わったんです」

　案の定、ムッとした口調で返された。少しだけ体を離され、至し近きん距きよ離りで睨にらみつけられる。怒おこっているというよりも、拗すねているといった顔だ。

「でも、彼女はまだ東海林のこと好きみたいだったじゃないか」

　あんな子に積極的に迫せまられたら、心が揺ゆれるかもしれない。どうしても、そんな不安が拭いきれない。

「俺にとって、あいつに魅み力りよくがあったのはあなたに似てたからです。本物がこの腕うでの中にいるのに、どうやって誘ゆう惑わくされるっていうんですか」

「……ッ」

　常識を語るかのように恥はずかしいことを云いわれ、顔が熱くなる。

（タラシっていうより、天然なのか……？）

　普ふ通つうなら照れることでも、東海林にとっては取るに足らないことなのかもしれない。

「それに、あいつは俺に未練があったわけじゃないと思いますよ」

「どういう意味だ？」

「あいつ、モデルになってから、ずいぶん人が変わったんです。あの頃ころに離れていった友人も多いでしょうね」

　環かん境きようが人を変えることもある。志垣だって、初めはそれなりに真面目まじめだったのに、伍嶋という重おも石しがなくなった途端、仕事に手を抜ぬくようになり、結果的に取り返しのつかないことをしでかした。

　それぞれ、本人に責任がないわけではないけれど、それが人間の弱いところなんだと思う。

「それで別れたのか？」

「普通の男とつき合ってても成長できない気がするって云って、仕事で知り合った男のところに行きました」

「は？　何だよ、それ」

　それが本当に彼女の言葉なのだとしたら、あまりに酷ひどい。

　近しいと思っていた人に、価値がないと云われたようなものだ。好きじゃなくなった、と云って振ふられるより辛つらいのではないだろうか。

「俺も惰だ性せいでつき合ってるようなものだったから、ああ云われても仕方なかった面はあるとは思います。でも、恋こい人びととしては誠実にしてるつもりだったから正直ショックでした」

「そんなふうに別れたのに、お前に会いにきたってことは後こう悔かいしてるってことだよな……」

「多分、自分の足あし下もとが見えるようになってきて、やっと、心を許せる相手が周りにいなくなったことに気づいたんだと思います。そんなときに俺のことを聞いて、甘えたくなったんじゃないですか。さっき話したときの個人的な印象ですけど」

「そう、なのかな……」

　周りが見み渡わたせるようになったときに心こころ許もとなくなったんだとしても、一番に頼たよりたいと思ったのが東海林だったのではないだろうか。

　心細くなったときに、誠実で優やさしい人ひと柄がらが恋こいしくなったのだとしたら理解できる。

（だとしても、もう譲ゆずる気はないけど）

　この腕の温ぬくもりを手に入れてしまった以上、もう手放すことなんてできない。自分からしがみつき、東海林の肩かた口ぐちに顔を埋うずめる。こうして匂においを嗅かいでるだけで、安心感が違ちがう。

「あとさ、しつこいようだけど、もう一つ確認していいか？」

「はい。この際ですから、何でも訊いて下さい」

「……罰ばつゲームの告白のこと、なんだけど」

　告白の言葉が本当なのはわかったけれど、どうしても事情がよく飲み込めない。クラスメイトたちの会話はたしかにこの耳で聞いたのだから。

　四宮の問いかけに、東海林は微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。彼にとっても、あれはいい思い出ではないのだろう。

「ああ、あれは部内で対たい抗こう戦をやらされて、負けたらみんなの前で好きな人に告白するって罰ゲームだったんです。でも、あなたを見せ物にはしたくなかったから、呼び出す時間をずらして、相手は来なかったってことにしたんです」

　つまり、四宮が立ち聞きした会話は一部分だけだったということなのだろう。

（結局、俺の勘かん違ちがいだったってことか……）

　いっそ、何も知らなかったほうが上手うまくいっていたのだろうか。でも、逆にあのときつき合うことになっても、外聞が気になってダメになっていた可能性だってある。

　もしもを考えても仕方ない。いま、こうして二人でいられることが全すべての答えだ。

「先せん輩ぱいは噓うそだと思ってたから、ああいうふうに云ったんですか？」

「……うん」

「俺の言葉が足りなかったせいですよね、すみません」

「いや、俺もごめん……。好きなやつに、罰ゲームのネタに使われたんだと思って、ショックでお前の気持ちとか考えられなかった」

　あのときは、自分のことでいっぱいいっぱいだった。ショックが大きすぎて、東海林の気持ちまで慮おもんぱかれなかったのだ。

　体を預けながら当時の心境を吐と露ろすると、東海林は一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせた。そして、四宮の体を引き剝はがし、間近で顔を覗のぞき込んでくる。

「ちょっと待って下さい。いま云った好きなやつって、俺のことですか？」

「ほ、他ほかに誰だれがいるんだよ」

　改めて訊かれると余計恥ずかしい。相手がずっと想ってくれてたことは嬉うれしいけれど、自分のことを知られるのは居たたまれない。

「あのときから好きでいてくれたってことですよね？───やばい、すげー嬉しい」

「いまさら照れるなよ、バカ」

　ヘンなところで赤くなる東海林につられて、四宮まで顔がじわじわと熱くなってくる。殺し文句は涼すずしい顔で云うくせに、こんなことで動どう揺ようしないでもらいたい。

「すみません」

「謝られても困るだろ」

　視線が絡からんだ瞬間、衝しよう動どうが湧わき上がる。多分、東海林も同じことを考えているだろう。緊きん張ちようから唇くちびるを舐なめて濡ぬらすと、東海林は小さく喉のどを上下させた。

（心臓がうるさい）

　相手に聞こえてしまいそうなほど、うるさく鼓こ動どうが鳴っている。眼まな差ざしで確かめ合ったあと、自分からそっと目ま蓋ぶたを下ろした。

「……ん……」

　躊躇ためらいがちに口づけてきた東海林の唇は、消毒薬の味がした。

　初めは苦かったキスも、舌を絡めているうちに、だんだんと甘くなってくる。濡れた音がするたびに、体温が上じよう昇しようしていく。

　息苦しくなった頃、キスを解かれたけれど、物足りなさを唇が訴うつたえている。

「……これって、夢じゃないですよね？」

「わからない。俺の願望が見せた夢かもしれない」

　幸せすぎて、それこそ夢みたいだ。ある日、突とつ然ぜん終わりを告げるかもしれない。でも、そうならないよう努力すればいいと東海林は云っていた。

　不確かな未来なら、どんな方向にでも向くはずだと。

「確かめさせて下さい。いま、ここにいるあなたが夢じゃないって」

「東海…───ん、ぅ……」

　甘えるように、また口づけられる。今度は躊躇うことなく入り込んできた舌が、口こう腔こうを這はい回り、意識さえも搦からめ捕とっていく。

　擦こすれ合う粘ねん膜まくだけでなく、頭の芯しんまで甘く痺しびれていくようだ。

「んぁ、はっ……あ、東海林…？」

　名残なごり惜おしげに離はなれていった唇は、ちゅ、と音を立てて耳じ朶だに触ふれたあと、首筋を伝って下りていく。

「んッ」

　襟えり元もとを引っ張られ、鎖さ骨こつに歯を立てられた。チリ、と微かな痛みが走ったかと思うと、シャツの裾すそから入り込んできた手が、緊張に汗あせばむ体を撫なで回してきた。

「あ、ン、ま、待った！」

「ここまで来て、お預けなんて無理です」

「でも、風呂ふろ入ってないし、汗あせ搔かいたし……」

　せめて、シャワーくらいは浴びてきたい。そう訴えたけれど、すぐに却きやつ下かされてしまった。

「そんなに待ってられません」

「あ…ッ、ん、あ」

　すでに尖とがった胸の先を捕らえ、抓つねるように摘つまみ上げられる。二つとも同時に弄いじられ、上うわ擦ずった声が零こぼれてしまう。

「先輩だって、もうこんなじゃないですか」

「なっ…!?」

　シャツを捲まくり上げられ、弄られて赤く腫はれた乳ち首くびを晒さらされる。思わず後あと退ずさると、ベッドの縁ふちに背中が当たった。東海林は逃にげ場のない四宮を追い詰つめる。

「たしか、ここ弱かったですよね？」

　そう云いって、胸むな元もとに顔を寄せてきた。尖ったそこを舐められ、腰こしの奥がずくりと疼うずく。

「あ！　やめ、や、あ…っ」

　生暖かい濡れた感かん触しよくに硬かたく凝しこっていくのがわかる。東海林はその粒つぶを舌で転がしたり、歯を立てたりと執しつ拗ように責め立てながら、ベルトの留め金を外して引き抜ぬいた。

「何…して……？」

　まさか、と思いつつ問うと、逆に問いかけられた。

「云って欲しいんですか？」

「……ッ」

　意地の悪い笑えみがほんの微かにだけれど、口元に浮うかんでいる。この先に待ち受ける行こう為いを想像してパニックに陥おちいっている四宮の反応を楽しんでいるのかもしれないと思ったら、一層恥はずかしくなった。

　体を強張らせる四宮のウエストを緩ゆるめ、ぐっと下着ごと引き下げてきた。芯を持ち始めていた自身は、東海林に触れられ、ぴくりと震ふるえる。

「恥ずかしかったら目を瞑つぶってて下さい」

「待っ、待てって！　やっぱり風呂に……っ」

「あとで入れてあげますよ」

「それじゃ意味な───ひぁ…ッ」

　東海林は躊躇いもなく四宮の股こ間かんに顔を埋うずめた。裏側を舐め上げられたあと、先せん端たんを口に含ふくまれる。

「やめ、放せ……っ」

　自分のものが東海林の口腔に包まれているのだと思うだけで、頭の中が焼き切れそうになる。舌を絡められると、快感で体の内側から溶とけ出していってしまいそうだった。

「だめ、や、あ、ぁあ、あ…っ」

　一番敏びん感かんな器官に舌を絡められ、吸い上げられる。先端の窪くぼみを舌先で抉えぐられ、窄すぼめた唇で表面を扱しごかれ、あっという間に陥かん落らくする。

　支配権を奪うばわれた体は信じられないような反応を引き出される。口をついて出る高い声も甘ったるい吐と息いきも、自分では抑おさえようがなかった。

「もぉ、やだ……っ、そんなしたら、溶ける……っ」

　一ひと際きわキツく吸われた瞬間、頭の中が真っ白になった。体を大きく震わせ、東海林の口の中で放ってしまう。

　東海林は残ざん滓しを啜すすり上げながら、尚なおも屹きつ立りつを指で扱いてきた。弛し緩かんした体は快感の余よ韻いんで、小刻みに震えている。ズボンをさらに下げられたけれど、もう抵てい抗こうなどできるわけもなかった。

　くたりとベッドに寄りかかった状態のまま、服を脱ぬがされていく自分を眺ながめていた四宮は、不意に後ろに感じた感触に俄にわかに意識がはっきりした。

「なに…？」

　東海林の手元を見ると、救急箱に入っていた軟なん膏こうがあった。いったい、いつの間に取り出したのだろう。ぬるりとした感触がしたのは、その中身をべったりと塗ぬりつけられたかららしい。

　足を広げた体勢で目を瞬しばたたく四宮に、東海林は苦く笑しようする。

「そのまま意識飛ばしててくれればいいのに。でも、すみません。先に謝っておきます。今日だけは泣かれてもやめられないと思うから」

　そう云いながら、ぬるつく指を中に押し込んできた。

「あ…ッ」

　東海林は差し込んだ指を抜き差しし始める。軟膏は体温ですぐに蕩とろけ、指の動きを滑なめらかにした。

「ぅあ、あ、んん……っ」

　体の中を搔かき回される感覚に目め眩まいがする。欲よく望ぼうそのもので貫つらぬかれるよりも、こうして指で探さぐられているほうが恥ずかしい気がする。

「あ…ん、もう、これ、やだ……っ」

「でも、まだ指二本しか入ってませんよ」

「や、だって……っぁあ」

「ダメです。痛い思いはさせたくないんです。辛つらかったら、摑つかまってて下さい。爪つめ立たててくれていいですから」

　口調は優やさしいけれど、責め立ててくる指は容よう赦しやがない。云われた通り、東海林の肩かたを摑み、指を食い込ませて何とか耐たえた。

「……あ……」

　四宮が泣き出すほどしつこく慣らし、ようやく指が引き抜かれたときには息も絶え絶えになっていた。

　肩を上下させて呆ぼう然ぜんとしていると、反対を向いて上半身をベッドに伏ふせるように云われた。もう思考回路がまともに働いておらず、何も考えずに東海林の言葉に従う。

　後ろを向いた途と端たんに押し当てられた屹立は、もうすでにこれ以上ないくらいに張り詰めていた。その熱さに息を吞のんだ瞬間、先端が入り込む。

「あ、んー…っ」

　蕩けきった体は、何の抵抗もなく東海林を根本まで受け入れた。そして、もう逃がさないと云わんばかりに締しめつける。　>>>♥

「先せん輩ぱい、これじゃ動けない」

「だって、体が勝手に……」

「そんなに俺が欲しかったんですか？」

「……っ」

　東海林の云うように待ちわびていたのだろう。こうして、一つになれることを。そうだと云う代わりに、否定もしなかった。

　それを返事として受け取ったのか、東海林は繫つなげた体をキツく穿うがってきた。

「ぁあ……ッ」

　荒あら々あらしい突つき上げに、体が揺ゆれる。頭の中まで揺さぶられ、激しい律動に合わせて、聞いたこともないような甘ったるい声まで押し出された。

　東海林は体の奥深くまで入り込み、四宮の全すべてを翻ほん弄ろうする。感覚も感情も、何もかも東海林に支配されているかのようだ。

「や、あ……っ、待っ……またいっちゃ……っ」

「あんまり煽あおらないで下さい。俺もけっこうやばいんですから」

「そ…なの、知らな……っ、ああっ、あ！」

　ベッドに顔を埋め、泣きたくなるほどの快感を堪たえ忍しのんでいたら、唐とう突とつにずるりと昂たかぶりが引き抜かれた。

「やっ……!?」

　何が起こったのかわからずに困こん惑わくしていると、体を掬すくい上げられるようにしてベッドの上に仰あお向むけにされ、足を深く折り曲げられる。

「あ、あぁあ……っ」

　再び深々と貫かれ、悲鳴じみた声が上がった。のしかかってくる男の顔には余よ裕ゆうなど欠片かけらもなく、その瞳ひとみは情じよう欲よくで揺れている。

「先輩」

「あ、あ、ぅん、んん…っ」

　抉るように穿たれながら、唇くちびるを啄ついばまれる。それが物足りなくて、自分から深く口づけた。

　こうして触ふれ合っていると、どこがお互たがいの境界かわからなくなる。いっそ、溶け合い、混じり合ってしまいたい。

「名前で呼んでいいですか？」

「え…？」

「和希」

　東海林は返事を待たず、掠かすれた声で名前を呼んだ。熱に浮かされて紗しやがかかっていた四宮の意識が一いつ瞬しゆんで冴さえ渡わたる。

「和希、和希、和希」

「やめ……っ、も、呼ぶな……！」

　東海林の声で形になった自分の名前はまっすぐに胸を直ちよく撃げきしてきた。このままじゃ、心臓が暴走して壊こわれてしまいそうだ。

　乱され、壊され、奪われる。それこそは自分の望んでいたことだけれど、あまりの激しさに戸と惑まどってしまう。

　四宮の心こころ許もとなさを察したのか、東海林が腕うでを取り、自分の体に摑まらせてくる。

「摑まってて下さい。もう止められそうにないんで」

　その囁ささやきは熱さと苦さが籠こもっていた。自分をめちゃくちゃにしている男の首にすがりついたけれど、熱い快楽に溺おぼれていく体はもうどうにもならなかった。










「よかったですね、明日が休みで」

「…………」

　髪かみを繰くり返し梳すかれる感かん触しよくはたしかに心ここ地ちいい。しかし、それで体の気け怠だるさが拭ぬぐえるわけではなかった。

（ちょっと浮うかれすぎだろう）

　お互いに満足するまで求め合い、約束通り風呂ふろに入れられた頃ころにはすでに明け方近くになっていた。体力を使い果たしてしまったため、今日は一日起き上がれなさそうだ。

「今日は洗せん濯たくして、布ふ団とん干したかったのに」

「そんなの、俺がやっときますよ」

「これじゃ買い物にも行けない」

「じゃあ、それもしますから」

　八つ当たり気味の四宮の言葉にも、東海林は上じよう機き嫌げんに応こたえる。

（それもそうか。あれだけ好き放題にすればな……）

　もう無理だと云いう四宮を宥なだめすかし、意識が飛ぶまで求めてきた。嫌いやだったわけではないけれど、体の疲ひ弊へいは否いなめない。

「……少しは手加減しろよ……」

「仕方ないでしょう、先輩が可愛かわいいんだから」

「かわっ……お前、何か急に生意気になってないか…？」

「そうですか？　俺は昔からこうですけど」

　しれっと答える東海林を睨にらみつけようとしたけれど、そんなことをしたって微笑ほほえみ返されるだけだと思い直した。

　そもそも、東海林を好きになったきっかけは、怒おこられても褒ほめられても、自分のペースを崩くずさないマイペースさに興味を引かれたことだ。

（惚ほれた弱みは厄やつ介かいだよな……）

　あばたもえくぼとはよく云ったものだ。

「……なあ、お前は俺のこといつから知ってたんだ？」

「どうしたんですか、いきなり昔話なんて」

「いいから答えろよ」

　あのときの告白が本当だとわかったら、今度はきっかけが気になった。

　当時、東海林が自分を認にん識しきしているとは夢にも思っていなかったから、好きだという言葉も噓うそだと思ったのだ。

　四宮に促うながされ、東海林は思い出話を始める。

「先輩は覚えてないと思いますよ」

「いいから教えろよ」

「一番初めに意識したのは、高校の入学式のときです。俺、先輩に胸章をつけてもらったんですよ。あのとき、すげぇ綺き麗れいな人だなって見み蕩とれてました」

「！」

　同じ瞬しゆん間かんに意識していたなんて思いもしなかった。驚おどろきで言葉も出ない四宮に気づくことなく、東海林は喋しやべり続ける。

「多分、あのときに一ひと目め惚ぼれしたんだと思います。あれからずっと先輩のことを目で追うようになって、どうにか先輩の視界に入りたくて必死でした。あの頃はそれ以外にどうしていいかわからなかったから」

　まさか、同じタイミングでお互いを意識していただなんて考えたこともなかった。あの頃は、自分のことなど知りもしないだろうと思っていたくらいだ。

「グラウンドから図書室の窓が見えたんですよね。そこで本を読んでる先輩をよく見てました。たまに部活をサボって図書室に行ってみたりして。偶ぐう然ぜんを装ってすれ違ちがえないかなって…。でも本なんて読まないから結局自習室で居い眠ねむりしてましたよ」

　懐なつかしそうに笑う東海林に、四宮の記き憶おくも鮮せん明めいに蘇よみがえってくる。あの日、東海林が自習室で眠っていたのは自分を捜さがしに来ていたからだと知り、胸が熱くなる。

「都合のいい夢もよく見ました。ほとんど喋ったこともないのに、当たり前みたいに会話してたり、俺を見て笑ってくれたり───多分、願望の表れだったんでしょうね。エロい夢もけっこう見ましたよ」

「え!?」

　東海林の告白に、声が裏返る。

「どんな夢だったか聞きたいですか？　先せん輩ぱいが聞いたら、絶対引くと思いますけど。先輩が自分から脱ぬいで迫せまってきたり───」

「い、いい！　遠えん慮りよしとく！」

　四宮も夢想することはあったけれど、本人の口から自分をネタにした妄もう想そうを聞かされるのは恥はずかしい。

（俺はそこまで考えたことなかったぞ!?）

　初心うぶだった当時、夢想するのはキスが限界だった。というより、同性同士での方法を知らなかったから、想像が追いつかなかっただけかもしれないが。

「あれから何度も夢に見ました。キスだけじゃなくて、その先も。だから、歓かん迎げい会かいの夜のことも夢だって思ったんです。だって、そうじゃなかったら、あんな都合のいい展開になるはずがないって」

「都合のいい───」

　あの強ごう引いんな手管は、東海林の願望だったということか。それに流されてしまった自分も、きっと満まん更ざらではなかったのだろう。思い返すと、顔が熱くなってくる。

「自習室で居眠りしてるとき、先輩にキスされる夢も見たな。けっこう感触がリアルでそのあとしばらく悶もん々もんとしてました」

「……ッ」

　それだけは夢ではないのだが、いまさらそんなことを云えるわけがない。しかし、当時のすれ違いぶりを考えると、これまでの空白の期間がもったいなく思えてしまう。

「本当はもっと仕事ができるようになってから、先輩には改めて告白するつもりだったんですが……」

　東海林は綿密な計画を立てていたのに、と苦く笑しようしている。

　結果的にこうして誤解が解け、お互たがいの気持ちを知ることができたのだから、よしとしてもいいだろう。

　いつか、今日のことが思い出になった頃、本当のことを云ってみようか。自習室のキスだけは夢ではなかったのだと。

　告白の代わりに、ずっと思っていたことを告げる。

「もう、その『先輩』ってやめろよ」

「何でですか？」

「理由なんてどうでもいいだろ」

　会社では『四宮さん』と呼ぶくせに、二人きりになると『先輩』に戻もどってしまうのが不満だった。とくに事の最中にそう呼ばれると、何となく学生の頃を思い出して、いけないことをしているような気分になるのだ。

　もしかしたら、こっそりと唇くちびるを奪うばってしまった罪悪感が未いまだに残っているのかもしれない。

「じゃあ、和希？」

「……ッ、何でわざわざ呼び捨てなんだよ！　会社で呼ぶときと同じでいいだろ!?」

　急に下の名前を呼ばれ、カッと顔が熱くなる。

「二人きりのときだけだからいいでしょう？　俺のことも司でいいですよ」

「なっ……」

　しゃあしゃあと嘯うそぶく東海林に、四宮は声を詰つまらせた。つき合い始めたばかりなのに、いきなりそんなふうに呼び合うなんてまだ無理だ。

（……やっぱり、こいつ生意気かも）

　でも、それすらも可愛く思える自分も相当なのだろう。しかし、そう思う気持ちと東海林の希望を叶かなえるかどうかはまた別問題だ。

「絶対呼ばない」

　昔、一度だけ『司』と呼んだことがあることは内ない緒しよにしておこう。改めて口にするには気き恥はずかしい。

　それに、この生意気な部下をつけあがらせるにはまだ早いから。







　あとがき







　初めましてこんにちは、藤崎都です。

　九月の連休に、シルバーウィークなる名めい称しようがついていることをつい最近知りました。自由業になってから、暦こよみの感覚が抜ぬけ落ちてしまった気がします…。皆みな様さまは有意義なお休みをお過ごしになられたでしょうか？　私は普ふ段だんと変わらずパソコンの前に座すわっておりました。

　あ、でも、一つ変わったことが！　極度の運動不足と筋力低下をどうにかするために、近くのスポーツジムに入会しました。

　まだ体力がなくてすぐにバテてしまうので、仕事の合間に短時間ずつ通ってます。最近、ようやく筋肉痛にもならなくなってきました。しばらくがんばりたいと思います！







　さて、この度たびは『部下のくせに生意気だ！』をお手に取って下さいましてありがとうございました！　三ヶ月連続刊行の三冊目になります。




『弟のくせに生意気だ！』と似たようなタイトルがついていますが、まったく別のお話です。紛まぎらわしくて申し訳ありません……。初めはスピンオフのつもりでプロットを作り始めたのですが、最終的に違ちがう人たちのお話になっていました。何でだろう…。

　共通しているのは『再会ラブ』というところぐらいでしょうか。あ、それとまた攻せめが年下です。タイトルに合わせて、下げ克こく上じよう的な話にしたかったのに、結局、攻は年下ワンコになりました。多分、そういう攻が好きなんだと思います（苦笑）。

　あと今回は、『絶対服従契約』『完全独占計画』に出てきたのと同じ会社が舞ぶ台たいになっています。作中にあちらのキャラは出てきませんが、どこかですれ違ったりしてるのかなぁと思いながら書くのは何だか楽しかったです。







　そういえば、今回の本が著作四十冊目に当たります。

　デビューさせていただいてから八年になるのですが、いつの間にか、こんなにたくさんの本を出していただいておりました。自分でもびっくりです！　カバーの後ろの折り返しの著作リストを見てみたら、初めの頃ころに比べて文字がずいぶん小さくなってました。

　その割にはあまり成長できている実感がないのですが、いままで続けてこられたのは出版に携たずさわって下さってくれた方々と、拙せつ作さくを手に取って読んで下さっている皆様がいるからだと思っています。心から感謝しております。

　これからも、少しでも楽しんでいただけるようなお話が書けるよう精せい一いつ杯ぱいがんばりますので、よろしければ温かく見守ってやって下さいませ。







　……ええと、あとがきのページが余ってしまっているので、宣伝をさせて下さい。

　現在、「美味しいカラダ」のドラマＣＤが、（株）ムービックさんより発売中です。

　キャストは、麻倉佳久＝森川智之さん、真田隼人＝檜山修之さん、麻倉伊吹＝杉山紀彰さん、野坂大輝＝私市淳さんとなっております。

　有名百貨店の跡あと取とり×天才パティシエなお話です。全国の書店、ＣＤショップ、アニメイトさんで販はん売ばいしていただいておりますので、よろしければお手に取って聴きいて下さいませ。同どう封ふうのアンケートハガキで感想などお寄せ下さると嬉うれしいです！




　それと、次の本は二月刊行になりそうです。強引で生活にだらしのない青年漫まん画が家か×世話焼きで苦労性しような大学生アシスタントの話です。こちらもどうぞよろしくお願いします。







　最後になりましたが、お礼を。

　今回も華はなやかなイラストを描かいて下さいました水名瀬雅良先生、本当にありがとうございました。イメージしていた以上に四宮は可愛かわいくて、東海林は男前でドキドキしました！

　そして、担当さんにもお世話になりました。相変わらずのヘタレですみません…。これからもどうぞよろしくお願いします。




　そして、この本をお手に取って下さった皆様にお礼申し上げます。最後までおつき合いいただき、本当にありがとうございました！　拙作は少しでも楽しんでいただけたでしょうか？　お気に召めしていただけたのなら嬉しいです。

　ご感想のお手紙を下さった皆様もありがとうございました！　なかなかお返事が書けなくてごめんなさい！　でも、どのお手紙も大事に読ませていただいてます。感想を聞かせていただくことが何よりの励はげみですので、一言でもお寄せ下さると嬉しいです。




　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇九年十月


藤崎　都　　
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